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恋は選挙と学園覇権！









秋山大事








角川スニーカー文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













口絵・本文デザイン／百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）


口絵・本文イラスト／双龍
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　Ｃｏｎｔｅｎｔｓ







プロローグ


第一条　有権者のみなさんにまずお伝えしたいのは、僕は生れついての執事体質である、ということであります！


第二条　有権者のみなさんにまずお伝えしたいのは、恋ヶ浜花凛はヘゲモニーな彼女である、ということであります！


第三条　有権者のみなさんにまずお伝えしたいのは、メイド喫茶は密会の場にふさわしくない、ということであります！


第四条　有権者のみなさんにまずお伝えしたいのは、改革には文字通り痛みをともなうこともある、ということであります！


エピローグ


あとがき
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　月明かりが照らす広い庭を、恋こいヶが浜はま花か凜りんはひたすら走っていた。目指すは前方にそびえる巨きよ大だいな門──あるいは自由への扉とびら。


「お待ちなさい、カリン！」


　背後から、メイド長のキャロル夫人の声が響ひびく。チラッと振ふり返ると、彼女を先頭に、屋や敷しきの人々が大勢追いかけてきていた。


　窓から垂らしたロープを伝って、屋敷から抜ぬけ出したときは、うまく行ったと思った。


　だが、すぐに見つかってしまった。キャロル夫人とメイド達が、外で見回りしていたのだ。どうやら屋敷の主あるじ──ジム・ガードナー教授は、花凜が今夜行動に出ることを予見していたらしい。一線から離はなれても、高名な政治学者である老ろう紳しん士しの洞どう察さつ力はまったく衰おとろえていない。


　教授も、キャロル夫人も、屋敷のみんなも、半年間とてもよくしてくれた。黙だまって逃にげ出すなんて、その恩に対して不義理であると、花凜もよくわかっている。だが、ここで連れ戻もどされるわけにはいかなかった。


　花凜はスカートをつまみながら、サッカーグラウンド並みの広さのある庭の中、門へと真っ直すぐに延びる芝生しばふの間の道を駆かけ抜ける。あるいはキャロル夫人達は、花凜が捕つかまるのは時間の問題と考えているかもしれない。郊こう外がいの丘おかの上にあるこの屋敷は市街地からだいぶ離れている、走って街まで向かう途と中ちゆうで花凜の体力は尽つきるだろうと。


　──しかし。門の近くまでやってくると、花凜は夕食の後、執しつ務む室に忍しのび込んで入手しておいた門の開閉用のリモコンを取り出し、スイッチを押した。


　コマンドを受けた電動式の門が、左右に開く。続いて、ヘッドライトで花凜の姿を照らしながら、赤いオープンカーが門をくぐり抜けてきた。オープンカーはすぐさま車体を反転させ、花凜の手前で止まる。


「花凜！」


　ドライバーが振り向きざまに花凜の名を呼ぶ。長い黒くろ髪かみの美女──花凜の姉、香か織おりだ。


「時間通りね、姉さん！」


　花凜はドアを軽かろやかにとび越こえて、助手席へと乗り込む。花凜がシートベルトを締しめたのを確かく認にんすると、香織はアクセルを踏ふみ、オープンカーを発進させた。


「カリン！」


　悲鳴にも似たキャロル夫人の声が響く。花凜は後ろを振り返り、叫さけんだ。


「ごめんね、みんな！　本当に今までありがとね！」


　キャロル夫人達は追いかけても無む駄だだと悟さとったのだろう、困った顔でその場に留とどまった。


　オープンカーは門を抜け、そのまま道路を進んでいき、半年の間暮らした屋敷がしだいに遠ざかっていった。前に向き直った花凜は、乱れた髪かみを手ぐしで整えた。


「花凜、荷物は持ってきてないのか？」


　ハンドルを握にぎる香織が、懐なつかしくもある凛り々りしい声でたずねてきた。


「ん、携けい帯たい電でん話わとパスポートだけね。一応トランクも窓から投げ落としたんだけど、すぐに見つかっちゃったから、持たずに置いてきたわ」


「窓？　窓から抜け出してきたのか？　相変わらず無む茶ちやをして」


　香織が苦く笑しようした。男らしい性格の香織だが、横目で花凜を見るその表情は、まるで子供のいたずらに呆あきれる母親のようだった。


「大だい丈じよう夫ぶよ。私、スパイ小説好きだもの。二階から下りるくらい平気よ」


「それが何の根こん拠きよになるのかわからないが、そのことだけを言ってるんじゃない。私まで巻き込んで、父さんに逆らって帰国することも言ってるんだ」


「だってこうでもしないと、いつまでたっても帰れなかったじゃない？　言っとくけど、筋はちゃんと通したからね？　試験はすべてパスしたもの。なのに、今さら帰国を許さないなんて言う、父さんが悪いのよ」


「ああ、わかってる。だから私も協力したんだ。でもな、花凜。何も父さんも、お前が憎にくくてやってるわけじゃないんだぞ？」


「それは私もわかってる。父さんも私に期待してるから、もっと勉強してほしいんだってことは。だけど……」


「だけど？」


「私にはやりたいことがあるの。それはここじゃできないから」


　花凜の口の端はしから笑えみが漏もれた。香織が怪け訝げんそうに問う。


「どうした？　突とつ然ぜん笑い出して？」


　花凜はスマートフォンを取り出すと、昨日届いたメールをもう一度読み返した。


「実はね、帰国することメールで伝えたら、返事がきたのよ。『だったら、ウチにこない？』って、面おも白しろいことが書いてあったの」


「ウチにこない？　それがなんで面白いことなんだ？」


「面白いじゃない。……本当にウチに行ってやろうと思ってね！」


　花凜の意図がわからない香織はきょとんとしていた。


　スマートフォンをしまうと、花凜は夜風に乱れる髪をおさえながら、空を見上げた。


　月と星々がまたたく夜空には、雲一つなかった。しかし、花凜の心は、その空のもっと先、太平洋を越えた、はるかかなたの地へと飛んでいた。


　──彼のいる、日本へと。
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　熱気のこもる剣けん道どう場に、掛かけ声と、竹刀しないが打ち合わされる乾かわいた音が響いていた。


　早めに練習を切り上げた内ない藤とう勇ゆうは、道場の隅すみで防具を外していた。


　勇の前では、先せん輩ぱい同級生達が打ち合い稽げい古こを続けていた。と、その中から部員が一人出てきて、勇の隣となりに腰こしを下ろすと、面を外す。


　一年Ｄ組のクラスメイト、加か藤とう真しん一いちだ。


「勇。今日はもう上がんのか？」


「あ、うん。ちょっと用事があって」


「用事？　なんだ？」


「人と会うんだよ。花か凜りんと」


　その名前を聞いて、真一がおやっと興味深そうな顔をした。


「花凜って、恋こいヶが浜はまさんか？」


「うん」


「へぇ、そうなんだ。確か彼女、アメリカに留学してんだっけ？」


「半年前からね。それが今日帰ってくるって、おととい連れん絡らくがあったんだ」


　真一がニンマリと、からかうような笑みを見せる。


「それはよかったな。お前のことだから、しっかりもてなす準備してんだろ」


「もてなす？　ははっ、そんな大げさな。別に大したことはしないよ」


「なんも用意してねぇのか？」


「もちろん最低限はしたよ？　ネットで花凜の好きなダージリンティー取り寄せたし、新しいティーカップも用意したし、商店街でケーキの予約したし、家の花も全部新しいものに変えたし。で、今から帰ってリビング、キッチン、廊ろう下か、自室、トイレ、風ふ呂ろ場ばの掃そう除じをすみずみまでする……まぁ、それくらい」


「がっちりしてんじゃねぇか！　最低限どころかそれ以上何があるんだよ！」


「え？　で、でも、さすがに燕えん尾び服ふくまで着たりしないよ？」


「それがお前の手の抜き方なのか！……やっぱりお前は、とことんまで執しつ事じグセが染しみついてんだな」


　真一が呆れるように漏らした「執事グセ」という言葉を聞いて、勇はギクリとする。もしかして、また何かしすぎているのだろうか？


「あ、そ、そっか、風呂場の掃除は余計かな？　だ、だよね！　まさか花凜が突然お風呂入るなんて言い出さないよね？　い、いや、僕もそう思ったんだよ？　ちょ、ちょっとそんなこともあるのかなって、念を入れすぎただけで……」


「いや、もういいよ。……でも、勇って結局、本命はどっちなんだ？」


　真一の唐とう突とつな質問に、勇は首を傾かしげた。


「本命？　どっちって？」


「恋ヶ浜さんと鶴つる殿どのさん、どっちってことだよ」


「……質問の意図がよくわかんないんだけど。その二人の、何の本命？」


「とぼけてんだか天然なんだかな。ま、恋ヶ浜さんによろしくな」


　真一は肩かたをすくめてそう言うと、面をかぶり、練習に戻もどっていった。


　……何を聞きたかったのだろう。まぁ、真一だから大したことではないか。


　さて、そろそろ行こうかと、勇は立ち上がった。


　が、足を一歩踏み出したときだった。


「勇。ここにいましたのね」


　そんな上品な声こわ音ねを響ひびかせながら、勇の前に女生徒が立つ。


　後頭部の髪をリボンで結ゆったロングヘア。まつげの長いパッチリとした瞳ひとみ。薔薇ばらのような麗うるわしさを持つ美少女だ。


「あ、桜さくら子こ」


　鶴殿桜子だった。さきほど真一との会話の中で出た「鶴殿さん」だ。彼女の後ろにはもう一人、ボブカットの少女──新あら垣がきエリーズがそっと寄り添そっていた。


　勇を見み据すえながら、桜子が腕うでを組む。そのため制服に窮きゆう屈くつそうに収まる大きな胸がより一層強調されていた。


「もう練習は終わるのですわね？　この後もちろん暇ひまなのでしょう？　華か道どう部もついさきほど終わりましたので、部室の片づけ、手伝ってくれても構いませんよ？」


　桜子は命令口調で言った。その言い方が何となく様になって見えるのは、やはり彼女が旧華か族ぞくのお嬢じよう様さまだからだろうか。


「……華道部の片づけか」


　毎度のことではあった。おそらく執事の素養のある勇がこき使いやすいと思っているのだろう、彼女はたびたび勇の前に現れては、教室の掃除を手伝えだの、友達が落としたコンタクトを一いつ緒しよに捜さがせだの、さまざまな用事を押し付けてくるのだ。いつもは強ごう引いんに押し切られてしまうのだが、


「ごめん、桜子。今日は用事があるから、ちょっと無理なんだ」


　勇がそう答えると、桜子は動どう揺ようしたように声を荒あらげた。


「え、用事？　ど、どういうことですか！　そんなこと私、聞いてませんわ！」


「まぁ、それは言ってなかったから……」


「何をしているのですか！　そういうことは、事前にちゃんと言ってください！　でしたら、昼休みに仕事を押し付けましたのに！」


「そうなの？……あの、よくわかんないけど、桜子は僕に仕事を押し付けないと気がすまないの……？」


「だ、だって、私は必ず一日に一度は……」


「え？」


「あ、な、なんでもありません！　い、いつも必要なので仕事を押し付けているのです！　それ以外に理由などありませんわ！」


「そう？　とにかく、そういうことだから、僕は行くけど……」


　桜子はなおも食い下がる。


「お待ちなさい！　何ですかその用事とは！　それは私よりも大事なのですか！」


「いや、君より大事とかの問題じゃないけど、帰国してくる花凜と会う約束があるんだよ」


「！　花凜ですって！」


　桜子が驚おどろいたように目を見開くと、勇の腕をぐっとつかんだ。


「でしたら、なおさら私の言うこと聞いてもらいますから！　そんな用事よりも、私の方を優先しなさい、勇！」


「え？　いや、一体なぜ……」


「何がなんでもです！　つべこべ言わずに従いなさい！」


　花凜の名を聞いた途と端たん、桜子は血相を変えた。勇と花凜、桜子、それから後ろのエリーズは、小中学校が同じだ。そういえば桜子は、花凜と顔を合わせるたびに言い争いをしていた。勇にはその理由が今一つわからなかったのだが。


「さっちゃん。無む理り強じいよくない」


　そこでエリーズが桜子の肩を叩たたきながら、たしなめるように言った。白磁の肌はだを持つハーフ少女のエリーズは鶴殿家に勤めるフランス人執事の娘むすめだ。が、二人の関係は、主人と使用人というものではなく、気心の知れた親友といった感じだ。


「無理強いは、さっちゃんの評判も悪くする」


「わ、わかってますけど。ですが、これは譲ゆずれません！　だって、花凜ですよ？　私より花凜の用事を優先するなんて、そんなの負けたみたいで、絶対いやですわ！」


　駄だ々だをこねる桜子を見て、エリーズはため息をつくと、彼女の腕を引き、勇から少し離はなれた。


「さっちゃん、明日もある。お弁当作戦すればいい」


「作りすぎたから処理させるあれですか？　もうそれは何度もやりましたし……」


「なら、教科書作戦」


「教科書すべて忘れたから、毎時限ごとに勇に届けさせるあれですか？　そんなの何度もしたらただのバカだと思われるでしょう……」


「……さっちゃん、わがままばっかり」


「わ、わがままでも、いやなのはいやなのです！」


　桜子とエリーズが何やらぼそぼそ話していたが、勇にはよく聞こえなかった。


「……仕方ない」


　桜子をその場に残し、エリーズが勇に近づいてくる。


「勇、十分くらい時間ない？」


「十分？……それくらいでいいの」


　一応余よ裕ゆうを持って時間を取っているのでそれくらいは大だい丈じよう夫ぶそうではあった。


　桜子を見ると、どうしても手伝ってほしいのか、その表情は不安そうな、まるで親にオモチャを買ってほしいとせがむ子供のようだった。


「わかったよ。十分くらいなら。でも、本当にそれだけだからね？」


「よかった。じゃあお願い」


「うん。……でも、よく考えたら、十分ですむなら華道部室からここへくる時間を使ってれば終わっているような気も……」


「さっちゃん。勇、引き受けるって」


「！　本当？　あ、ありが……じゃなくて、何ですか！　でしたら最初からそう答えなさい、勇！」


　桜子は一いつ瞬しゆん表情を輝かがやかせたように見えたが、すぐに不ふ機き嫌げんな顔をした。








「補欠選挙？　出馬するんだ、桜子」


　華道部室の中、勇は畳たたみに散らばる花びらや茎くきを箒ほうきで払はらいながら聞き返した。


「ええ、菊きく乃のお姉様と華道部部長が応おう援えんすると言ってくれましたので」


　と、端はしで正座をしている桜子が答える。


「せっかく水すい仙せん学園に入ったのですから、評議員を目指そうと思いまして。勇も知ってるでしょう、この学園の華はなは選挙戦や自治活動ですわ」


「うん、それくらいは」


　桜子の言う通り、水仙学園は選挙運動が盛んなことで知られている。この学園の教育方針の中には、生徒による本格的な自治活動を通じて社会に通用する力を養成しようというものがあり、ゆえに生徒の意思を決める投票、選挙などが頻ひん繁ぱんに行われているのだ。新入生の勇はまだ見たことはなかったが、その選挙戦もかなり本格的らしい。


　ちなみに幼おさななじみの花凜も、アメリカ留学が直前までなかなか決まらず、しなければ入るはずだったのがここ、水仙学園だった。結局彼女は留学したが、勇は花凜に誘さそわれてこの学園を受験し、こうして生徒になっていた。


　桜子の隣となりで置物のようにちょこんと正座するエリーズが言う。


「さっちゃん、今年終わりの選挙に出るつもりだった」


「それが急に補欠選挙が行われることになりましたので」


「ああ、評議員だった吹すい奏そう楽がく部の先せん輩ぱいが転校することになったんだよね。僕もクラス委員の会議で聞いたよ」


「予定とは少し違ちがいましたけど、早い分には構いませんからね」


「……」


　勇はこの先の展開がなんとなくわかった。桜子が選挙の話題を持ち出したのは、勇に手伝わせたいからに違いない。正直あまり気は乗らなかったが、これまでの経験からして、断っても彼女は許してくれないだろう。だったら、余計なやり取りも面めん倒どうだったので、勇は自分から切り出すことにした。


「そう。じゃあ、僕に手伝えることある？　あるなら手を貸すけど」


　桜子はビクッと肩を震ふるわせる。


「な、何ですか、勇？　あなた、私の選挙、て、手伝いたいと？」


「まぁ、何かできるなら……」


　桜子は指先に髪かみを巻き付けながら、


「ふーん？　そ、そうですか？　で、ですが、どうしたのですか、突とつ然ぜん？　わ、私、手伝ってほしいなんて言ってませんけど？」


「確かに言ってないけど、選挙の話するのは僕に手伝わせたいからかなって」


「な！　何を言っているのですか？　私は世間話をしただけですよ？　あなたに手伝ってほしいなどと思っていませんよ？」


「あれ、そうなの？」


「そ、そうですよ。だ、だいたいここの選挙はレベルが高いのですから。あなた、ちゃんと知識はあるのですか？」


「確かにあまりないけど……」


「それではお話になりません！　足手まといなんていりませんわ！　選挙は人から信しん頼らいを勝ち取るものですから、強い志がある人でなければ！」


　勇の安やす請うけ合いが気に障さわったのか、桜子は強い口調でピシャリと言った。


　少しうぬぼれてしまったと、勇は反省する。てっきり協力してほしいのかと思ったが、そういうことではなかったようだ。


「ですが、あなたがどうしても……」


「そっか。わかった。必要ないっていうなら、無理にはしないよ」


「……というのであれば、私の手……って、え？」


　桜子がきょとんとする。


「確かに足手まといになったら迷めい惑わくかけるね。選挙の知識がないのは事実だし」


「……あ、いや、ええと、勇」


「何より君が望まないなら、余計なことはしないよ」


「ですから、つまりその」


「選挙頑がん張ばってね、桜子」


　勇は笑え顔がおで桜子にエールを送る。桜子はしばらく口をパクパクさせて勇を見ていたが、やがてエリーズを振ふり向いた。


「あ、あれ？　こ、これはどういうことですか、エリーズ？　どうしてこんなことに？　こんなはずでは……」


「さっちゃんが強がったせい……」


　と、エリーズが深いため息をついていた。


　選挙は信頼を勝ち取るもの、だから強い志が必要、か。


　勇は桜子を見ながら、彼女のその言葉に、率そつ直ちよくに感心していた。周囲にはわがままお嬢じよう様さまのように見られがちな桜子だが、実は正義感が強く、思いやりもある女性であり、それなりに長い付き合いである勇はそのことをよく知っていた。


「……？　ちょっと何ですか、勇？　私をじっと見て？」


「え？　あ、ごめん。やっぱり桜子ってしっかりしているし、いい人だと思ってさ。人として魅み力りよく的っていうか」


　途端、桜子の顔が真っ赤になった。


「なななななな何ですか、突然！　変なこと言わないでください！　もう、あなたはだから……。バカ！　本当、勇はバカですわね！」


　桜子はプイッと勇から顔をそむける。


　ほめたつもりなのに、怒おこられてしまった。彼女に限らずだが、女の子の気持ちや考え方を、勇は読み違えてしまうことがある。


　話しているうち、部室の清せい掃そうもあらかた終わった。それにしても、ここへ掃そう除じしにくるたびに思うのだが、ゴミの落ち方が不自然というか、わざとやったかのような散らばり方だ。まるで勇に掃除させるためにしているような……いや、それはさすがに考えすぎか？　ともかく勇はざっと部屋を見回し、ゴミの取りこぼしがないのを確かく認にんする。


「うん。こんなものかな。そろそろ時間だし、もう掃除はいいかな？」


　桜子はムッとしてこちらをにらむ。なんだか不機嫌そうであり、感情豊かというか、コロコロ気分が変わるなと、勇は思った。


「これから花凜に会うのですよね？」


「え？　まぁ、そうだけど」


「……ですが、花凜より私の用事を優先したのですから、私の勝ちですよね。よろしいでしょう、仕方ないから帰ることを許可してあげますわ！」








　桜子とエリーズとともに、勇は第二部室棟とうから外へ出た。傾かたむき始めた日がオレンジ色の光を校舎や中庭に投げかけており、懐かい中ちゆう時計を取り出すと、時刻は五時ちょっとすぎだった。やはり予定より少し遅おくれていたので、少し急いだ方がよさそうだった。


「じゃあ、桜子、エリーズ、僕はこれで」


　二人に別れを告げて、駐ちゆう輪りん場へ向かおうとしたそのとき、


「え、強化予算の議案？」


　と、男の大きな声が響ひびいた。


　声が聞こえたのは、部室棟の裏手からだ。そこは塀へいとの境になっていて、先は行き止まりであるために、めったに人が通ったりはしないところだった。


「……何かしらね？」


「行ってみよ、さっちゃん」


　エリーズと桜子が裏手へと向かう。勇は急いでいることもあり、一瞬迷ったが……やはり自分もちょっと気になったので、二人の後に続く。


　下からエリーズ、桜子、勇の順で、ブレーメンの音楽隊みたいになって、角から顔だけを出し、奥をのぞいてみる。


　すると、少し先にある木の近くに、眼鏡をかけた男子生徒と、短たん髪ぱつの眼めつきの鋭するどい男子生徒がいて、何やら話しているのが見えた。


　短髪の男がたしなめるように言った。


「おい、あまり大きな声を出すな」


「あ、悪い。でも、本当にそんな議案を？」


「ああ、大会のある部すべてを対象にした強化予算議案だ。これはマニフェスト通りだ。風かざ祭まつりは決して、大会で活かつ躍やくできなければ優ゆう遇ぐうしないと主張するわけじゃない」


「なるほど。それなら確かに、将しよう棋ぎ部にとっても悪い話じゃなさそうだ。で、その強化予算はどれくらい出るんだい？」


「それはまだわからないが、将しよう棋ぎ盤ばんや駒こまくらいは新調できるだろう」


「……インテリア費用も出ないかな？　うちは古ふる臭くさいから、もっと明るくして女子部員を増やせればと思ってるんだけど」


「風祭もできるだけの訴うつたえはするはずだ」


「じゃあ、女子部員用の振ふり袖そで代も出るかな？　俺、和フェチでさ」


「……期待する分には自由だ」


「なら、筒つつ井い先生は？　俺、筒井先生ファンの会に入ってて、その強化予算を使って筒井先生を顧こ問もんにする運動を……」


　短髪の男は、眼鏡の男の襟えりをガシッとつかむ。


「おい、もう強化予算の話と関係ないだろ」


「サーセン、浮うかれすぎました……」


　短髪の男が手を放し、ふうと息をはいた。


「とにかくこういう議案の用意もある。仲間に言っておいてくれ。こっちを支持してくれれば利益はあると。風祭はお前達の票を重要だと思っている」


「そうか。うん、ちゃんと話しておく」


「ただしお前の兄、将棋部部長にはまだ……」


「ああ、わかってる。兄貴達にはまだ秘密にするよ」


　マニフェストや強化予算の議案などの内容から察するに、どうやらあの二人は桜子も出る今度の補欠選挙の話をしているようだった。まるで人目を忍しのぶかのようにしているのは、秘密にしておくようにとも言っていたし、やはり聞かれてはまずいことだからだろうか？


　エリーズが桜子を見上げなら、ボソリと言う。


「さっちゃん」


「ええ、これは……」


　二人が何やら含ふくみのあるやり取りをしていたが、そのとき、携けい帯たい電でん話わの着信音が鳴り響いた。勇のではない、桜子かエリーズ、いずれかのもののようだった。


　短髪の男と眼鏡の男がこちらに顔を向けた。


「！　誰だれだ？」


　警けい戒かいしていた様子の桜子とエリーズはすぐに顔をひっこめたが、勇はその暇ひまもなく、二人の男と目が合った。さらに桜子が「ごめんなさい」と勇に言いつつ、エリーズと一いつ緒しよに勇のわきを抜ぬけて、部室棟の中に入っていった。


　一人取り残された勇は、頭をポリポリとかきながら、角から体を出した。


　短髪の男が勇をにらみながら言った。


「お前。今の話、聞いてたのか？」


「あ、その、すいません。聞く気はなかったんですけど、つい……」


　短髪の男はしばらく勇をにらみ続けていたが、やがてふんと鼻を鳴らす。


「そうか。……まぁいい。行こうか」


　二人の男は、勇の横を通り過ぎ、部室棟へと入っていった。


　しばらくすると、階段の上にでも上って二人をやり過ごしたのか、桜子とエリーズが部室棟から出てくる。桜子が再び謝った。


「申し訳ありませんでしたわ、勇。あなたを置き去りにするようなことをして」


「あ、いや、別にそんなことはいいけど。でも、どうしたの二人とも？」


「ちょっと、あの二人に見つかってはいけない事情がありましてね。……それでは勇、私達は用事ができましたので、これで失礼しますわ」


　桜子とエリーズはなんだかあわただしい様子で、第一校舎へと向かって歩いて行った。


　……なんだろう？　選挙に関することなのだとは思うが、勇には今の一連のやり取りの意味がよくわからなかった。まぁ、でも、あまり自分には関係のないことのようなので、それほど気にすることでもないかもしれない。


　早く帰って花凜がくるのを待たなくてはと、勇もその場を離はなれた。








　──二人の男子生徒と勇が去っていってすぐだった。


　ちょうど二人の男子生徒が近くにいた木の上から、葉枝を揺ゆらしながら、人ひと影かげが地上へと降り立った。


　しなやかな細身の、長い黒くろ髪かみの女生徒だった。


「……」


　勇達が消えていった方向を少し眺ながめてから、女生徒はウサギの可愛かわいいストラップがついたスマートフォンを取り出す。


「私です。はい、二人の話は聞きました。ただそれを目もく撃げきした人がいます。それが内藤勇くんなんです。……そうですか。はい、わかりました。では」








　ゴシゴシゴシゴシ。


　勇は風ふ呂ろ場ばの排はい水すい口こうを、歯ブラシで磨みがいていた。


　歯ブラシは歯を磨くためだけに非あらず。排水口、蛇じや口ぐちの内側、窓の桟さん、エトセトラ。歯ブラシはあらゆる磨きにくい場所にその優やさしい毛先を触ふれさせ、汚よごれを落とす。歯ブラシの開発者も、まさか自分の発明品がこれほど万ばん能のうだとは思っていなかっただろう。天才とはときとして無自覚に偉い業ぎようを成し遂とげてしまうものだ。


　汚れをすべて落とすと、仕上げにシャワーをシャッと軽く流す。排水口は完かん璧ぺき。ざっと風呂場を見回すと、目立った汚れはすべて駆く逐ちくできた。


　まぁ、こんなものだろう。勇は額の汗あせを二の腕うででぬぐう。


　……って。


「はっ！　しまった。結局風呂場まで掃除してしまった……」


　……クセだった。掃除だけではない、あらゆる家事や雑務を、気づいたときには勇の体は勝手に行ってしまっているのだ。


　内藤家は代々執しつ事じを職業としている家系であった。


　歴史をさかのぼると、とある大名家で剣けん術じゆつ指南役の家（勇が剣けんを習っているのはその関係だ）。時代が進み、剣が廃すたれると、その奉ほう公こうの精神を新たに執事という職に見出したのだと、まぁ正直真しん偽ぎの怪しい歴史を祖父から聞かされている。


　ゆえに父も祖父も先代も、みな執事として働いており、家業を引き継つぐべく、勇も小さい頃ころから執事の作法を叩たたきこまれていた。その結果生まれたのが、無意識のうちに雑務をこなすこの執事体質だった。


　だから、自分には執事の適性があり、それが一番向いていることはわかっていた。


　だが、最近、勇は執事じゃない自分の道を探していた。


　どうしても辞やめたい、というわけではないが、自分には何か他ほかにもやれることがあるんじゃないか、という気がしているのだ。それにはこの執事体質、執事グセがネックとなり、正直このクセは損だな、と思うこともある。たとえば桜子がいい例で、いつもあのように執事体質を利用されて、勇は雑用に使われてしまう。


　もちろん体質とは関係なく、自分にできることなら手を貸すのは人として当たり前であり、誰かの役に立ったら満足感だって覚えないわけではない。特に必要なことを前もって準備していたとき、相手が見せるあの満足そうな顔を見るのはうれしくて、いや本当あの快感は病やみつきになりそうで……、


「って、違ちがう！　だからこれがクセだっていうのに！」


　セルフツッコミの声が風呂場に響く。


　ともかく勇は今、執事じゃない自分の可能性を模も索さく中であった。その動機の中には、自分の将来は自分で決めたい、ということもあるのだろう。家庭の教育と、体質のためになし崩くずし的に執事になるというのは、やはり抵てい抗こうがあるのだ。たとえこれが思春期からくる、はしかのような反発心なのだとしても。


　と、一人で感かん慨がいにふけっているうちに、花凜がくる時間になりそうだった。


　勇は花凜を待つため、リビングへと入った。そこには勇と目元や鼻の形が似かよったツインテールの少女がおり、座ざ布ぶ団とんに座ってテレビを見ていた。


　妹の胡桃くるみだ。胡桃が眺めるテレビの画面には、昨夜録画した深夜のコント番組が流れていた。


「またお笑い番組？」


　胡桃がチラッと勇を見る。


「あ、兄さん」


　勇はテーブルを挟はさんだ向かいに腰こしを下ろす。胡桃はそのまましばらくテレビを見続けていたが、やがて再生が終わったところで、勇に向き直った。


「さて、ここで兄さんに質問。無む茶ちやぶりに必要なものってなんだと思う？」


　胡桃が唐とう突とつな質問をしてきた。


「……無茶ぶりに必要なもの？……まぁ、効果的なタイミングとか？」


　胡桃はチチチと、人差し指を振ふる。


「ダメだね、兄さんは。そんな技術論はどうでもいいっしょ。無茶ぶりに必要なのは、愛に決まってるっしょ」


「……愛なんだ。その発想はなかったよ」


「人って勝手に自分の枠わくや限界を決めちゃうっしょ？　その枠を取り払はらって、その人にもっと先があるとわからせるために、無茶ぶりはあるんだ」


「……」


「それに必要なのは愛だよ。愛がなければただのイジメになっちゃう。だから、私は無茶ぶりするとき、たっぷり愛を込めるんだ。くくくく」


　胡桃は眼鏡の奥の瞳を細める。その笑えみにはどこか背筋を凍こおらせるものがあった。


　胡桃はこのきれいに整った顔立ちと、百五十を少し超こえたくらいの小こ柄がら、いつも落ち着いた物もの腰ごしでいることから、文学少女のように周りから思われているが、その本ほん性しようは少し、いや、かなり変わっていた。


　はっきり言おう、ドＳだ。


　勇と同じ執事の作法を受けてきたはずなのに、一体何をどう間ま違ちがって育ったのか、妹はとても嗜し虐ぎやく的な少女なのだ。


　今も持論を展開した通り、胡桃はお笑いマニアでもあるが、それは笑いのためというよりも、無茶ぶりという自身の性せい癖へきに合ったものがあるからで、その研究にいそしんでいるのだ。さらに胡桃は二年前に新設された水仙学園中等部の三年生だが、学園では高等部の同好会として、今年の四月から新しくお笑い同好会というものまで立ち上げている。だが、その性癖がこれなものだから、正直、どんな活動をしているのか、勇は恐おそろしくて未いまだに聞けないでいた。


「じゃあ兄さん、本題に入ろっか」


「……今の話、本題があるんだ」


「うん。本題は、ずばり、今から兄さんに無茶ぶりするんだ。兄さん、半年ぶりに会う恋こいちゃんを喜ばせるために、燕えん尾び服ふく姿で迎むかえてあげなよ」


「燕尾服？……正装した方がいいって？」


　胡桃は半年ぶりに会う花凜を迎えるには、正装の方がふさわしいと考えているのだろうか。真一にも言った通り、さすがに大げさだと思って勇はやめておいたのだが。だいたい無茶ぶりってほどじゃない気がする。


「本当は指輪もほしいけど。今から用意するのは難しいっしょ？」


　と、続く胡桃の言葉に、勇は首を傾かしげる。


「……指輪？」


「結けつ婚こん指輪だよ」


「え、結婚指輪!?」


「私、恋ちゃんがなんで急に帰国してくるのかなって考えたんだ。で、思いついたんだよ。恋ちゃんは、政略結婚から逃にげてきたんじゃないかって」


「せ、政略結婚……？」


「恋ちゃんは政治家の娘むすめだからね。そういうこともあるっしょ？」


「いや、いつの時代の話してんの……」


「きっと恋ちゃんはアメリカで、家いえ柄がらだけで中身も何もない男と結婚させられそうになって逃げてくるんだよ。そこで兄さんが燕尾服姿で『花凜、僕が政略結婚なんか阻そ止しするよ、君と結婚することでね！　さぁ、今すぐ式をあげよう！』って、恋ちゃんを迎えてあげたら、泣いて喜ぶよ？」


　勇はため息をつきながら、


「まったく何を言うかと思えば。そんなわけないよ。お前にそういうロマンチックな面があるのは少し安心するけどさ」


「そうかな？　でも、恋ちゃんって、いつも思いもしないことするから」


　そのとき、ピンポンと呼び鈴りんが響ひびいた。


「あ、恋ちゃんかも。ほら、兄さん、早く出なよ」


「あ、うん」


　勇は立ち上がり、壁かべのインターホンの受話器を取る。


「はい」


『勇？　私。花凜』


　受話器から響く懐なつかしい声。半年ぶりでも聞き違えることのない、花凜の声だった。


「花凜。待ってたよ。今ドア開けるから」


　勇は受話器を置くと、いそいそと玄げん関かんに向かった。


　歩きながら、胡桃に言われたことを考えた。確かに花凜は独特の感性を持っているというか、かなり変わった性格であり、こちらが思いもしない行動を取るときがある。だけど、声の感じも普ふ通つうだったし、さすがに胡桃の思うようなことはないと思う。


　きっと帰国してきたのはただの思いつき、偶ぐう然ぜん暇ひまができたとかそんなものだろう。普ふ段だん通りに接すればいいだろうと決めて、玄関に着いた勇はドアを開けた。


「花凜、よくき……」


　勇は言いかけた言葉を止め、体をピタリと硬こう直ちよくさせた。


　ドアの外で待っていたのは、一人の可か憐れんな少女であった。


　ロングのポニーテール。瑞みず々みずしい白い肌はだと、均整の取れた美しい目鼻立ち。花のような明るさと、生来の気品にあふれた、美び貌ぼうの少女だった。


　まさしく、幼おさななじみの恋ヶ浜花凜。


　……だが、彼女の姿は。


　細身だが出るところはしっかり出ているスラリとした体は純潔を表す白いきらびやかなドレスに包まれ、頭にはヴェールをかぶり、両手にブーケを携たずさえていた。


　花凜が着ているのは、





　いわゆる、ウェディングドレスだった。





　呆あつ気けにとられる勇を見ながら、花凜は静かに口を開く。





「勇。ウチにきてあげたから……」





　多少は違うが、胡桃の考えたような展開だった……。








「何、そういうことだったの？　紛まぎらわしいメール送って、すっかり勘かん違ちがいしちゃったじゃない」


　数分後。リビングの中、勇、花凜、胡桃の三人がテーブルを囲んでいた。花凜はドレスから、ピンクベージュのブラウスとプリーツスカートに着き替がえていた。


　もちろん花凜がウェディングドレスを着て登場したのは、政略結婚から逃げてきたわけではない。本人いわく、勇が送ったメールが原因とのことだ。


　花凜から帰国すると聞いた勇は、彼女に「帰国するんだ。だったら、ウチにこない？」という文面のメールを送信していた。当然勇は「ウチにきて話でもしよう」とごく普通の意味で書いたのだが、花凜はそれを「ウチにくる→嫁よめとして僕のもとにこない？→プロポーズ」という風にとらえたようだった。……こちらも政略結婚と同じくらい釈しやく然ぜんとしないのだが。勇はため息まじりに言った。


「いくらなんでもあんな軽いメールでプロポーズするわけないよ……」


　花凜は紅茶を一口すすると、


「ふーん、そういうこと言うわけ？」


　肩かたにかかった髪かみをサッと手で払い、勇をジロリとにらむ。


「しばらく会わないうちに、あなたも変わってしまったみたいね？」


「へ？」


「乙女おとめのいたいけな心を弄もてあそんで、そんな言い訳するなんて！」


「え、これって僕のミスなの!?」


「当たり前でしょ。言葉は両もろ刃はの剣つるぎなのよ？　使い方しだいで相手を喜ばせることもできるけど逆に傷つけて、失望させてしまうことだってあるんだから。アウグスティヌスの言葉にもあるでしょう、『食べ物を選ぶように言葉も選べ』って」


「……い、いや、まぁそう言われると……」


「不用意に『ウチにこない』なんて言葉を選んだ、勇のミスよ。今回はプロポーズだと勘違いしたけど、もし私が雀じやん士しだったらどうするの？　『ウチにこない』って言ったら、麻雀まーじやん打ちにくるところだったのよ？」


「雀士じゃないって知ってるから、そんな想定しなくてもいいんじゃないかな!?」


「または、もし勇が総理大臣で、私がインタビューしにきた記者だった場合、突とつ然ぜん『ウチにこない？』なんて言ったらどうなるの？　その日のうちにあなたの内閣は総辞職になるのよ？」


「だからなんでそんな特とく殊しゆな状じよう況きようを想定するの!?　たとえとして間違ってない!?」


「とにかく、勇が私に恥はじをかかせたことは事実よ」


「……なんか若じやつ干かん納なつ得とくできないけど、プロポーズと受け取らせてしまったなら、悪かったとは思うけど……」


「玄関前であなたが出てくるのをドレス姿で待っている間、近所の人から変な目で見られて本当に恥はずかしかったんだから。いい恥さらしよ」


「そっちの恥のこと!?　ならやらなきゃよかったんじゃないの!?　ていうか、考えてみたら、たとえプロポーズだと解かい釈しやくしても家ウチにドレス姿でくるのはおかしくない……？」


　ふむとうなずきながら、花凜は腕うでを組む。


「それを指摘するなんて、勇も成長したじゃない。さすがにそこを突かれると痛いわね。じゃあ、カウントは五分五分で引き分けってとこかしら？」


「……」


「そんな呆あきれた顔しないでよ。半年ぶりに会うから、ちょっと驚おどろかせようと思っただけでしょ。冗じよう談だんよ、冗談」


　その割には悪びれた様子もなく、花凜は朗ほがらかに笑っていた。


　……相変わらず、マイペースというか、自由というか。半年ぶりの再会だが、花凜は何も変わっていないようだった。


　つまるところ、恋ヶ浜家の次女、花凜とはこういう人物だ。


　恋ヶ浜家は日本屈くつ指しの名門。彼女の父親は政治家であり、叔父おじも大手流通企き業ぎようの社長だ。花凜は将来、父親の後を継つぐべく嘱しよく望ぼうされていて、政治学者の私し塾じゆくに入るためアメリカへ留学したのもその英才教育の一いつ環かんだ。そして決して家柄だけではなく、彼女自身とても才能あふれる少女であり、ＩＱはかなり高い。事実小さい頃ころ、彼女は父親から課される年不相応な高度な問題や宿題をケロッと片付け、勇と遊ぶ時間を捻ねん出しゆつしていた。


　それゆえ、ということなのだろうか。


　花凜の思考や行動は自由奔ほん放ぽう、まったくこちらが予想もつかないことをする。


　むしろウェディングドレスで登場するくらいは可愛かわいい方かもしれない。実際、花凜のウェディングドレス姿は可愛かったし……ってそれは別にいいのだが、とにかく花凜の行動や考え方は、長年付き合いのある勇でも未だに読めないことばかりだった。


「胡桃も久しぶりね。学園生活はどう？　新しい友達作りは順調？」


「うん。ちょうどいい具合にオモチャになる人が見つかったから、調教してるんだ」


「そうなの。相変わらずね、胡桃」


　ふふふと、二人は幸せそうに笑い合った。若干妹の発言がアレだったが、花凜と胡桃はとても仲がよかった。小さい頃から遊んでくれた花凜のことを、胡桃は実の姉のように慕したい、花凜もまた実の妹のように胡桃を可愛がっている。


　とまぁ、仲なか睦むつまじい様子を見ているのも楽しいが、勇は気になっていることを花凜に聞いてみた。


「で、花凜。どうして突然帰ってきたの？」


「ん？　帰国したのは、今日からまた日本で暮らすことになったからよ。明日から水仙学園に通うから、改めてよろしくね、二人とも」


　花凜は何でもないようにそう言った。


　当然、その言葉に勇と胡桃は驚き、顔を見合わせた。


「え？　日本で暮らして、水仙学園に通う？　それは一体どういう……？」


「どうって、そのままの意味だけど？」


「でも、恋ちゃん、アメリカの塾じゆくの方は？」


「それは三日前、筆記試験や論文ですべて満点取って、卒業を認めさせたのよ。教授もできると思ってなかったみたいで、目を丸くしてたっけ」


　塾を卒業してしまった？　すべてを満点で？　詳くわしくは知らないが、花凜の入った塾はかなりレベルが高いはずだ。さすがというか、やはり花凜は抜ばつ群ぐんに頭がいい。


「本気を出せばなんとかなる、って思って。むしろ半年もかかったのが情けないくらいね。……って、なんだか反応悪いじゃない？　まさか私が戻もどってきてうれしくないわけ？」


　花凜がポカンとしている勇を半眼でにらんだ。勇はあわてて言う。


「あ、いや、もちろん、うれしいよ」


「ダメっしょ、兄さん。そんな淡たん泊ぱくなことじゃ、恋ちゃんに全然伝わらないよ。やっぱり最低限の喜びは表さないと」


　と、自分だってリアクションは薄うすかったのに、そのことは棚たなに上げて胡桃が言う。


「……どうしろって言うのさ？」


「せめてミュージカル風に『花凜が戻ってきてうれしいぃ～』って、歌って踊おどりながらとかしなくちゃ」


「そこまでして表現しなきゃダメだったの!?　全然最低限でもせめてのレベルでもないよ！　むしろ商業レベルの表現方法だよ！」


「できないの？　それじゃあ、あとは『花凜が戻ってきてうれしいです！』って、近所の家に言って回ってくるくらいしかないけど？」


「なんでそんな極きよく端たんな二択たくしかないの！」


　……まぁ、ドＳ妹は放ほうって置いて。


「あの、うれしいのは本当だからね、花凜？　突然だったものだから、ちょっと驚いただけで」


「勇は少し照れ屋でシャイなところあるもんね。そういえば昔、ファイナルファンタジーの略語はＦＦかファイファンか論争で、クラス内では少数だったファイファン派であったことも隠かくそうとしてたっけ」


「何その変なシャイさ！　そんな思い出なんてないし！……って、そんなことはどうでもいいんだけど。それで、水仙学園に編入することも、もう決まってるんだね？」


「ええ。学園長の特別の計らいで、編入試験も試験官の教きよう諭ゆにわざわざアメリカにきてもらって受けたのよ。ガードナー教授にばれないように、試験場所にはホテルを使ってね。まぁ、今思えば、結局それも教授にはばれていたのかもしれないけど」


　確か恋ヶ浜家と水仙学園の学園長は古い付き合いがあると聞いたことがある。特別の計らいはそのため、いや、花凜ほど優ゆう秀しゆうな生徒がきてくれるならと、案外水仙学園側も乗り気だったのかもしれない。


「ただ問題はここからなのよ」


　と、花凜は眉まゆ根ねを寄せた。


「その辺りの水仙学園の編入手続きは全部、母さんにしてもらったんだけど、父さんは認めてくれてないの。それどころか、次はフランス、その次はイギリスって父さん、私を留学させ続けるつもりだったみたい。だから、屋や敷しきから抜ぬけ出して、日本に戻ってきたのよ」


「え、抜け出した？」


「屋敷の人がいろいろ理由つけて私を引き止めようとするから、隙すきを突いて屋敷を抜け出して、姉さんに迎むかえにきてもらったのよ」


「……姉さんって、香か織おりさんに？」


「ええ、数日前から段取りしてたの。姉さん、時間ぴったりに迎えにきてくれて、まさにヒロインを連れ戻しに現れたヒーローって感じだったわ。私が男だったら、惚ほれちゃうところね！」


「そうだったんだ。……香織さんらしいね」


　勇にもその絵が目に浮うかぶようだった。あの凛り々りしい香織が、主人公さながら颯さつ爽そうと迎えに現れる、映画の一場面にもなりそうだ。勇も男だったら惚れてしまうところだ……って、いや、自分は初めから男だけど。


　だが、そこで花凜が勇にジト目を向ける。


「ちょっと、何ニヤニヤしているのよ、勇？」


「え？」


　香織のことを思い浮かべていたのが顔に出ていたらしい。


「な、なんでもないよ」


「……どうせ、姉さんのこと考えていたんでしょ」


「あ、いや、それは……」


　まさしくその通りだったのだが。


　しばらく花凜は少し不ふ機き嫌げんそうに勇をにらみつけてから、


「ま、それはいいわ。とにかく、当たり前だけど、帰国したらすぐに、父さんにもばれちゃったんだけどね」


「そ、そっか。……それで、どうなったの？」


「本当は塾を卒業したら、自由にしていいはずだったのよ？　それなのに父さん、その約束破って、私を留学させ続けようとして。まぁその負い目も少しはあったんでしょう、手続きしてしまったのならって、入学は許してくれたけど。ただし、条件を一つ付けてね」


　胡桃がたずねる。


「条件って？」


「水仙学園が自治活動と選挙運動で有名なのは知ってるでしょう？　それに私も参加しろっていうのよね。水仙学園の現状も調べて、ちょうど生徒評議員の補欠選挙があるから、それに出馬して、当選しろってわけ」


　それは例の桜子も出る文化部代表評議員の補欠選挙のことだ。


「じゃあ、当選できなかったら？」


「私を海外へ再留学させるって。これは私の教育が十分かどうかを試ためすテストだから、パスできなかったら再教育が必要とみなす、って屁へ理り屈くつでね。まったく父さん、口だけはうまいんだから。まるで政治家みたい」


「いや、おじさんは本当に政治家なんじゃ……」


「とにかくこうなった以上、出馬するしかないってわけ。でも、望むところよ！　逆に言えば、これをクリアしたら父さんも文句は言えなくなるんだから！」


　花凜がビシッと勇を指差す。


「というわけだから、勇。あなたは今から私の秘書よ！　私が当選できるように、サポートしなさい！」


「え？　秘書？」


「あなたを使ってあげるって言ってるの。あなたは執しつ事じでしょ？　だったら、秘書だってできるはずよ」


　花凜の言う通り、執事と秘書は結構通じるところがある。ご主人付きの執事は、ほとんど個人秘書のようなことをするものだ。──だけど。こういうことを引き受けるから、いつまでたっても執事グセが直らないんだと、とっさにそう頭に浮かんだ勇の口から、やんわりと断りの言葉が漏もれた。


「でも、僕には選挙の知識なんてないし……」


「選挙の知識？　別にそんなのはいらない、あなたには政策秘書のようなことを期待しているわけじゃないもの。作戦は私が考えるから、あなたは私に言われた通りに、雑務をこなせばいい。それとも何？　勇は私に協力したくないの？　私がアメリカに戻ってもいいと思ってるわけ？」


　花凜が唇くちびるをとがらせる。


「あ、いや、そういうわけじゃ……」


「私がまた、あの法ほう廷ていものと病院もののドラマばっかり見る生活に戻っても構わないっていうの？」


「……アメリカってそんなドラマ多いけど、それは見なきゃいいだけじゃ……」


「そして深夜に妙みようなテンションのシェイプアップ製品の通つう販はんばっかり見ろっていうの！」


「だからそれは見なきゃいいだけなんじゃないの!?」


「ともかくあなたは私の言う通りにすればいいから。むしろ私の勝利に手を貸せるんだから、光栄に思ってよね！」


「……」


　でも、確かに。この選挙には花凜が日本に残れるかどうかがかかっており、さっきは断る言葉が自おのずと出てしまったが、自分の執事グセの問題がどうなんていうのは、あまりにも自分勝手かもしれない。花凜も日本に残りたがっている以上、幼おさななじみとして、親しい人間として、協力するべきだった。


「……うん。そうだね。わかったよ。なら、花凜の選挙、手伝うよ」


　花凜は満足げにうなずいた。


「うん、それでよろしい。ま、初めから、あなたに断る権利なんてなかったけどね。じゃあ、さっそく明日までに水仙学園の選挙のこと調べて、報告して」


「うん。わかったよ」


「それで胡桃。あなたにも手伝ってもらえたら、うれしいんだけど」


　すると、それまで黙だまっていた胡桃がうつむいたままぼそりと言う。


「……そっか。恋ちゃん、補欠選挙に出るんだ。ふふっ。これは面おも白しろくなってきた」


「？　胡桃？」


　胡桃は顔を上げる。


「あ、ううん、なんでもない。もちろん、私も手伝うよ、恋ちゃん」





　その後、夕食の時間になるまであれこれ話して、花凜は迎えのリムジンに乗って帰っていった。


　リビングには勇と胡桃だけとなった。


　と、胡桃がくくくと薄く笑っている。


「どうしたの、胡桃？　変な笑い方して？」


「あ、うん。ちょっと今、兄さんをロープで縛しばり上げて外に放り出す想像してて……」


「お前には脈みやく絡らくってものがないの!?」


「冗じよう談だん冗じよう談だん。だって面白いことになってきたから。まだ恋ちゃんがどうするかはわからないけど、でも、きっと恋ちゃんならね、くくく……」


　胡桃がよくわからないことをつぶやいていた。とはいえ、妹が少し変なのはいつものことなので、それよりも勇は胡桃に聞きたいことがあった。


「ねぇ、胡桃。ちょっと水仙学園の選挙のこと教えてくれない？　今年新入の僕より、きっと中等部のお前の方が詳くわしいから」


「あ、そうだね。じゃあ、兄さんには先に……」


　そこで着信音が鳴り響ひびく。胡桃はテーブルの上にあったスマホを取り上げると、どうやらメールだったようで、画面にじっと目を落としていたが、やがて勇に向き直り言った。


「なんだ、兄さん。もうすでに巻き込まれてるんだ？」


　と、再び胡桃の意味が不ふ鮮せん明めいな言葉。


「巻き込まれてる？」


「ふふふ、さすがは兄さんだね。これはますます面白いことになってきたかも……」


　などと胡桃はつぶやくと、ふいに立ちあがった。


「ごめん、兄さん。ちょっと用事ができちゃった。部屋に戻もどるね」


「え？　選挙のことは？」


「それは明日教えるよ。ていうか、どのみち知ることになるっしょ。くくく」


　そう思わせぶりなことを言い残すと、胡桃はリビングを出ていった。


「……なんだろう、あいつ？　明日って言われてもな」


　どうも妹は変にもったいつけるところがある。まぁ、悠ゆう長ちように明日まで待っていても仕方ない、引き受けたからには選挙のことをちゃんと調べようと、勇も自室へと行った。








　翌日の火曜日。


　勇は朝のホームルームが始まるギリギリの時間に一年Ｄ組の教室へと入った。ガヤガヤとおしゃべりをしているクラスメイト達の間を抜け窓まど際ぎわの自席に着く。


　と、前の席の加藤真一が振ふり向き、話しかけてきた。


「勇、今日は遅おそかったな？」


「あ、うん。学校にはきてたんだけど、やることがあって」


「ふーん？　ま、それはいいんだけどよ。ちょっとお前のことで変な……」


　そのとき、ガラガラと教室のドアが開く。


　入ってきたのは、担任の筒井沙さ希き先生だ。一昨年前に教師になったばかりのまだ二十四歳、童顔小こ柄がらで男子生徒に人気の女性教師だ。


「ん、また後で話す」


　真一が前に向き直った。


　生徒が全員席に着くのを確かく認にんすると、教きよう壇だんに立った筒井先生は朗ほがらかに言った。


「みなさんおはようございます。さて、実はみなさんにサプライズがあります。私も今朝聞いてびっくりしたのですが、今日からこのクラスに転校生がくることになりました」


　生徒達がどよめいた。事前に何も知らされてなかった上に、五月の半ばという奇き妙みような時期に転校生がくるとなれば、当然の反応だ。


　その中で一人、勇だけは驚おどろいていなかった。


「では、紹しよう介かいしますね。どうぞ」


　筒井先生の合図とともに、ガラリとドアが開かれる。


　その瞬しゆん間かん、おおっとクラスメイト達はざわついた。


　ロングのポニーテールを揺ゆらしながら教室に入ってきたのが、可か憐れんな面おも立だちの、誰だれもが目を奪うばわれる美少女だったからだ。


　転校生は、花凜だった。


　勇は昨日の時点で、花凜から一年Ｄ組になることも伝えられていた。


　筒井先生の横に立った花凜を見て、クラスメイト達はガヤガヤと騒さわいでおり、美少女転校生なんて漫まん画がみたいな展開に、興奮を隠かくせない様子だった。中学が同じで花凜のことを知っている真一だけは、くるっと勇を振り返って「どういうことだ？」と、目で聞いてきたが、特に答える言葉もなかった勇は「こういうことだよ」と、コクリとうなずくのみだった。


「それじゃあ、軽く自己紹介をお願いしますね。その後、みなさんから何か質問あればという流れでいきましょう。では、お願いします」


「はい。恋ヶ浜花凜です。アメリカに留学していましたが、家庭の事情で転校してきました。みなさん、これからよろしくお願いします」


　さっそくクラスメイトの一人が質問する。


「あの、恋ヶ浜って名字ってことは、もしかして恋ヶ浜議員と何か関係が？」


「はい、恋ヶ浜敏とし臣おみは私の父です」


「じゃあアメリカに留学していたのは、政治の勉強とかですか？」


「はい。政治学の私し塾じゆくに入ってました」


「水仙学園では、生徒評議員になろうとしているとか？」


「はい。さっそく今度の生徒評議員補欠選に出ようと思ってます」


　生徒達の質問に、花凜は緊きん張ちようした様子もなくハキハキと答えており、人前で話す能力は政治家として必ひつ須すのもの、その辺りはさすがであった。その後も趣しゆ味みは何か、部活動は何をしたいかなどの質問にスラスラと答えていき、教室の雰ふん囲い気きも和なごやかになり、敬語も使わなくなっていった。


　そこで男子生徒が、恒こう例れいとも言える質問をした。


「じゃあ、恋ヶ浜さんの好きな男性のタイプは？」


「……え？　好きな男性のタイプ？　そ、そんなこと言わなきゃダメなの？　は、恥はずかしい……」


　途と端たん、花凜はさっきまでの歯切れの良さが一転、赤面してしまう。そんないじらしい花凜を見て、クラスメイト達もニコニコとしていた。これから仲良くなるための通過儀ぎ礼れいとして、少しからかってみよう、そんな雰囲気だ。


「じゃ、じゃあ、あくまで理想の男性像ってことでいい……かしら？」


「うん、それでいいので」


「といっても、普ふ通つうだけど。やっぱり……優やさしくて、気が回って、礼れい儀ぎ正ただしくて、紳しん士し的で、教えなくても誕生日はちゃんと知ってて、いろいろな記念日も覚えていて、家にくるときは必ず花を持ってきてくれて、いつも何かしらのサプライズを用意していて、寒くなったら自分のマフラーをそっと首にかけてくれて、別れるときは私の姿が見えなくなるまでずっとその場で見ていてくれて、鏡に映った私達を見て『あ、ここにお似合いのカップルがいるね』なんてたまにキザなことまで言っちゃう、そんな……」


　が、そこで花凜ははっとして、クラス全員がポカンとしていることに気づいた。


「あ、ま、まぁつまり、優しい男性ってことで」


　と、花凜は取り繕つくろうように言った。








　一時限目が終わり休み時間となった。


　通常なら転校生である花凜の周りにクラスメイト達が集まって、質しつ問もん攻ぜめにするというパターンだが、花凜はそれを断り、勇と選挙のことを話すため席を並べていた。


　勇から受け取った書類をペラペラとめくりながら、花凜がつぶやく。


「そう、今日が立候補受け付けの最終日だったの。ま、父さんもそのことちゃんとわかってて条件に出したんでしょうけど」


「まぁそうなんだろうね。で、今回は文化部代表の補欠選挙だから、立候補には文化部のどこかに入る必要があるけど、それはどうする？　一応、書類にまとめたけど」


「それが問題よね。うーん、どうしようかしら……」


　そこで前の席でそのやり取りを見ていた真一が口を挟はさんだ。


「すげぇ量だな。何枚あるんだ、その書類？」


「え？　あ、ええと、五十枚くらいかな？　文化部の活動内容をまとめたら、それくらいになっちゃって」


「それを昨夜のうちにやったのか？　今朝遅おくれたのもこのせいか？」


「あ、うん。立候補の用紙とか取りに行ってたから……」


「相変わらずだな、お前。さすが執しつ事じ、いや、今は恋ヶ浜さんの秘書か？」


「……え？　あ、いや、これくらい普通でしょ？」


「お前にとってはそうなんだろうけど。……おっと、挨あい拶さつがまだだったな。久しぶり、恋ヶ浜さん。相変わらず元気そうで」


「加藤くんも久しぶり。あなたも相変わらず女の子のことばっかり考えてそうね」


「ははっ、よしてくれよ。中ちゆう坊ぼうのときはそうだったかもしれんけど、俺だって成長してんだぜ？　もうすっかり大人な男になってんだから。……まぁ、それはいいんだけどよ。勇、取り込み中のとこ悪いが、ちょっと話があるんだ」


「ん？　あ、そういえば、さっき何か話があるって言ってたね？」


「ああ。実はお前のことで今朝、差出人不明の変なメールが送られてきたんだよ」


「変なメール？」


「これだ」


　真一がスマホを勇に渡わたす。


　受け取った勇は画面を見て、きょとんとした。


　それが『筒井先生ファンの会　定期メール』というタイトルの、筒井先生の画像が貼はられたメールだったからだ。


「あ、すまん、それは違ちがう、忘れてくれ！　見せたいのはこっちだ！」


　……花凜の前ふりもあったし、お約束ということらしい。大人な男になったというのは、どうやら大人の女性が好きになったという意味だったようだ。


　真一は携けい帯たいを操作し、再び勇にメールを見せる。


「え？　これは……」


　今度は本当に勇は啞あ然ぜんとした。


　メールのタイトルは『内藤勇の真実』、文面は『内藤勇には虚きよ言げん癖へきがあるから気をつけろ』と書かれてあったのだ。


「……何これ？　僕には虚言癖がある？」


「しかも俺だけじゃないんだよ。なぁ、鏡かがみさん達も送られてきたろ、勇の変なメール？」


　真一は一列離はなれた席で友人と話していた女子に呼びかけた。


「え？　あ、うん、そうそう。実はそうなんだ」


　さらに「あ、それ俺もだ」「私ももらった」「鶴殿さんの胸って大きいよな」と、近くで話を聞いていたクラスメイト数名も、ぞろぞろと勇の側そばに集まってきた。


　勇はメールを見せてもらう。タイトルは『内藤勇の裏の顔』、『内藤勇の隠された本ほん性しよう』など、文面は『内藤勇は小中学校時代、告げ口の常習犯だった』『内藤勇は噓うそでしか人の気を引けない悲しい人間』『執事の親も主人に噓をついて首になったことがある』『執事家系にもねつ造疑ぎ惑わくが』『いつも変なものを持ち歩いている』などと書かれたものだった。


「どうしてこんなメールが……」


「こんなメールがクラス中に回ってんだよな。誰も差出人に心当たりないみたいだし。まぁ、もちろん俺達はこんなことは信じてねぇけどな。だいたい、最後の変なものを持ち歩いてるってのはなんだ？　まさか勇がナイフとか、エロ本とかでも持ってきてるってのかよ。そんなわけねぇよな？」


「もちろんだよ。持ち歩いているのは、ハンカチとちり紙、財さい布ふと手帳、ペンと懐かい中ちゆう時計の他ほかには、櫛くし、手鏡、雑ぞう巾きん、栓せん抜ぬき、絆ばん創そう膏こう、消毒液、ハサミ、接せつ着ちやく剤ざい、方位磁石、ルーペ、双そう眼がん鏡きよう、小型アイロンと、必要なものだけだよ」


「やっぱり持ち歩いてんじゃないのかそれ!?」


　とにかくメールはすべてデタラメのようだった。一体なぜこんなメール？


「ちょっと、ひどいじゃないか、内藤くん！」


　そのとき、大きな声が上がるとともに、机の周りに集まるクラスメイトをかきわけ、男子生徒が詰つめ寄ってきた。


　勇の友人、Ｅ組のライトノベル部の生徒、徳とく井いだった。


「な、何、どうしたの、徳井くん？」


「内藤くん、君、生徒会に密告したんだって？」


「……密告？」


「ラノベ部が部費を使ってメイド喫きつ茶さに通っているって密告だ！　どうしてそんな噓をつくんだ？　あれは部費じゃなく自費だ！」


「メ、メイド喫茶？　密告？　な、何それ？　何の話？」


「とぼけるのか？　俺は生徒会の唐から沢さわくんから、君が密告者だと聞いたんだぞ！」


「いや、だから、僕は本当に何も知らない……」


「俺達は胡桃ちゃんに頼たのまれて、味方についたじゃないか！　それなのにこの仕打ちはなんなんだ！」


「え、胡桃？　何、それも全然僕は知らない……」


「だいたい『真しん海かい大たい戦せんジェシカ』の新刊はどうなってるんだ！　俺の好きなサブヒロインのナンシーの活かつ躍やくがまったくなかったじゃないか！」


「それは確実に僕のせいじゃないよね!?」


　そこで、それまで黙だまって成り行きを見守っていた花凜が声を上げた。


「いい加減にしなさい。根こん拠きよも証しよう拠こも不確かなのに、誰だれかを誹ひ謗ぼう中傷するのはフェアじゃないでしょう？」


　花凜は立ち上がると、勇に詰め寄る徳井を鋭するどい眼まな差ざしでにらむ。


「徳井くん。勇が密告者っていうけど、それには何か証拠でもあるの？　その唐沢くんの証言以外に？」


「……え？　い、いや、それはないけど……」


「なら、その彼が噓をついている可能性も否定できない。そういうことね？」


　花凜の気き迫はくにおされた徳井は、口をつぐんだ。


「みんなにも言っとくけど、そのメールはほとんどデタラメよ。勇がそんな人間ではないのは知ってるでしょう？　これが何らかの嫌いやがらせなら、騒さわぐ方が相手の思うつぼよ」


　花凜の正論に「恋ヶ浜さんの言う通りだ」「内藤くんがそんなことするわけないよね」「そうね、騒ぐのはやめましょう」「内藤はいいやつだもんな」「本当に鶴殿さんの胸は魅み力りよく的だ！」と、クラスメイト達もうなずき合っていた。


　花凜は一いつ瞬しゆんでこの場の空気を制してしまった。花凜の言葉には、人に訴うつたえかけるような力がある。その辺りはやはり、政治家の血ということかもしれない。


　そのとき、勇のスマホが鳴る。見ると胡桃からのメールだった。


「胡桃から？　なんだろう？」


　勇は驚おどろいた。メールには『兄さんのデタラメが流されていることで話がある。それから選挙の話も。恋ちゃんと一いつ緒しよに、昼休みにお笑い同好会の部室まできて』とあったからだ。花凜も勇のスマートフォンを覗のぞき込む。


「ん、胡桃から？……何か知ってるみたいね、胡桃？」


「何だかそう思わせるようなことを書いてるね……」


「胡桃はしっかりしてるからね。中等部まで勇のデマが流れてて、すでに何か調べたのかも。行ってみましょう、勇。もしかしたら何かわかるかもしれない」








　昼休みとなり、勇と花凜は第二部室棟とうへとやってきた。


　人気のない一階の廊ろう下かを進んでいくと、奥から二番目の部室の前に、胡桃が立っているのが見えた。高等部と中等部の校舎は隣となり合い、渡り廊下でつながっているので、結構簡単に行き来できる。


「兄さん、恋ちゃん」


「胡桃。一体どういうことなの？」


「それは中で話すよ。さぁ、どうぞ」


　胡桃がドアを開け、「お笑い同好会」とプレートに書かれた部室の中へと入っていき、その後に、勇と花凜も続いた。


　すると、部室の中には胡桃の他に、中央に置かれたテーブルに着く男子生徒がいた。


　勇と花凜が入ってくるのを見ると、その男子生徒は立ち上がる。


「やぁ、待ってたよ、勇くん、花凜くん。初めまして、僕は姉あね崎さき俊しゆん介すけ。ここ、お笑い同好会の会長だ」


　フレンドリーというべきか馴なれ馴れしいというべきか、勇と花凜を名前で呼びながら、姉崎俊介は朗ほがらかに笑った。勇はその名に聞き覚えがあった。


「あれ。姉崎俊介って、一年Ｃ組の？」


「そうさ。僕のことを知ってくれていたとはうれしいね、勇くん」


　現げん役えき大物女優の息子むすこであり、すごくハンサムで女生徒に人気だと、以前真一が憎にく々にくしげに語っていた相手だ。なるほど、つやめく髪かみと、ほころぶ笑え顔がおが眩まぶしい、雑誌モデルをしていると聞いても驚かないほどの美青年だ。そういえば真一は、俊介は演劇部を志望していたのに、なぜか変な同好会に入ったとも言っていた。


　その変な同好会というのが、ここか。確かに変に違いないだろう。何せ胡桃が作った同好会だ、それは実の兄である勇が保証できる。


「よろしく、姉崎くん。それで、勇のデタラメのことと、選挙のことで話があるそうだけど？」


　花凜がたずねると、胡桃がうなずきながら答えた。


「うん、そうなんだ。じゃあ、まずは兄さんのデタラメが流れたことから話すね。それを仕組んだのは、二年Ｆ組の風祭先せん輩ぱいなんだ」


「ん？　風祭って……」


　勇はその名を聞いた覚えがあった。


「心当たりがあるみたいだね、勇くん。そう。デタラメが流されたのは、昨日君が見たことが原因なんだ。……それは僕よりも、調べた琥こ珀はくくんに話してもらおうか」


「琥珀？」


「矢や車ぐるま琥珀くん、僕達お笑い同好会の仲間だ。そして聞いて驚いてくれ。彼女は忍にん者じやの末まつ裔えい、いわゆるクノイチなのさ！」


「……え、クノイチ？」


「琥珀くん。こっちにきて説明してくれるかな？」


　俊介が振ふり向き、そう呼びかけると、


　突とつ然ぜん、俊介の視線の先の壁かべからバサリと、布が勢いよく宙に舞まいあがった。


「うわ!?」


　勇は驚く。舞いあがった布の裏には女生徒が、それも眼帯をした美少女が潜ひそんでいた。


「わかりました。お話しします」


　そう言いながらその少女──琥珀はこちらに近づいてきた。


　そんないたって平静な琥珀とは対照的に、勇の頭は混乱していた。……ど、どういうこと？　布の裏に潜んでいた？　いつから？　というかなぜ？　忍者だから？　姉崎くんの言う通り？　本当にクノイチ？　この二十一世紀の現代に……？


　が、驚く勇の横で花凜は、


「へぇ、面おも白しろいね、勇？　彼女忍者みたいよ？　なるほど、だから壁に潜んでたのね！」


　と普ふ通つうに受け入れていた。


　さすが花凜。大物というか、ちょっとくらいじゃ動じない。


「私は矢車琥珀、俊介くんと同じ一年Ｃ組です。よろしくお願いします、内藤くん、恋ヶ浜さん。ご覧の通りの忍者です」


　ペコリと、琥珀が頭を下げた。


「こちらこそよろしくね、矢車……琥珀さん」


「あ、ええと、ぼ、僕もよろしく、矢車さん……」


　一応勇も挨あい拶さつするが、頭の中は疑問だらけだった。


　彼女は本当に忍者？　当然、信じられない。彼女の左目は眼帯に覆おおわれているが、優やさしげな右の瞳ひとみといい、柔にゆう和わさに満ちた表情といい、冷れい徹てつなイメージがある忍者とは真逆な、純じゆん朴ぼくな女子高生といった感じだ。だが、本人もそう名乗ったし、誰もツッコまないし、とりあえずここは受け入れておくしかない雰ふん囲い気きだ……。


「それではお話ししますね」


　琥珀はクマが描えがかれた可愛かわいい手帳を取り出し、話し始める。


「内藤くん。昨日の放課後、あなたは第二部室棟の裏手で、将しよう棋ぎ部の生徒と風祭先輩の代理の人の密談を見ましたね？」


「……あ、うん。その通りだけど」


「実は、私もあの場にいました。木の上から二人の会話を聞いてました」


「き、木の上から？」


「はい。内藤くんが二人の会話を聞いた様子も見てました。それが、デタラメが流れた理由ではないかと」


「……あれが？」
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「おそらく内藤くんが二人が会っていたことを周囲にもらした場合に備えて、風祭先輩が工作をしたんだと思われます。内藤くんは虚きよ言げん癖へきを持つ人間なので、その話は信しん憑ぴよう性せいに欠けると皆みなに思わせるために」


「……！　それが目的だったの？」


　花凜が聞いてくる。


「何よ、勇？　あなたが聞いた会話って？」


「補欠選挙の話だよ。風祭先輩の代理の人が、将棋部の人と会っていて、強化予算を議案として出すからって……」


「将棋部の部長は、桜子さんを支持してるんだよ。たぶん風祭先輩はその切り崩くずし工作として、部長の弟さんと、その仲間を落とそうとしてたんだね」


　そう答えた胡桃に、花凜が聞き返す。


「桜子？　それって鶴殿桜子？　そういえば桜子も、この学園の生徒だったっけ。彼女も補欠選挙の候補者なの？」


「そうだよ」


「……勇。ところであなた、桜子とはどう接してたのよ？」


　勇は唐とう突とつな質問にきょとんとした。


「どう接していたって……いや、普通だけど？　毎日頼たのみごとにくるから、そのとき話したり……」


「……毎日ね。相変わらずわかりやすいことするんだから、桜子」


「……？　何？　わかりやすいって？」


「別になんでもない」


「そう？……あ、実は、あの密談を目もく撃げきしたとき、桜子とエリーズも一緒にいたんだ」


　琥珀がおやっとした顔でたずねてくる。


「そうだったんですか？　木の上からでは、鶴殿さんと新垣さんがいることはわかりませんでした」


「三人で将棋部の人の大きな声を聞いたから、角からのぞいてみたんだよ。桜子達は見つかってはまずかったみたいで、見つかる前に部室棟に隠かくれたんだけど」


「……将棋部の人が大声で？　ふーん、そう」


　と、花凜はしばらく思案していたが、


「ま、それは今はいいか。それで、切り崩し工作までしてるってことは、すでに選挙戦は始まっているわけね？」


「そうだよ！　これってどういうことなの？　補欠選挙の話なんだよね？　でも、その活動って明日からじゃないの？　それがどうして切り崩し工作とか……？」


「花凜くんの言う通り、選挙戦はもう始まってるのさ」


　と、俊介。


「確かに正式な活動期間は明日からだ。だけど、勇くんのデタラメのチェーンメールが出回ったことからもわかる通り、風祭先輩はすでに、桜子くんはもちろん、僕や胡桃くんのことも、交友関係から連れん絡らく先まで調べられることはつぶさに調べ上げている。裏ではもうすでに動いているんだよ。それがここ水仙学園というところさ。まぁ、偉えらそうなことを言って、僕も胡桃くんに聞くまでよく知らなかったけどね」


「兄さんもこの学園の選挙が本格的だって知ってるよね？　本当にそうなんだよ。兄さんは水仙学園の生徒評議会が、どういうものか知ってる？」


　それは花凜に報告するために調べ、概がい要ようは知っていた。


　生徒評議会とは生徒総会に次ぐ、意思決定機関だ。生徒評議員はその評議会メンバーで、生徒会長、風紀委員、図書委員など各委員会の委員長、運動部代表、文化部代表の計十人で構成され、すべて選挙によって選出される。その役割は学園の自治活動に関する議題の採決だ。


　感覚的に言えば、生徒評議会は国会で、評議員は国会議員だろう。反対に、生徒会長がメンバーをすべて任命して組織される生徒会役員・生徒会執しつ行こう部ぶは、内閣・行政といったところだろうと、勇は理解していた。


　だが、勇がそう答えると、胡桃は首を横に振った。


「それは構成だよ。私が聞いたのは評議員になる意味の方。簡単に言うとね、水仙学園の評議員選挙は、実力を試ためす場なんだよ」


「実力を試す場？」


「選挙戦や自治活動に参加する経験は、将来のためになるんだよ。水仙学園の保護者の中には、子供を将来政治家にしたいから入れる人も多いしね。ここの選挙を戦うのはそんなエリート達。だから、実際の選挙並みの頭脳戦が行われてるんだ」


「……」


　勇は言葉も出なかった。ここの選挙がそんなにレベルが高いなんて。いや、考えてみれば当たり前か。だから、花凜の父親は評議員に当選するよう命じたのだ。


「だけど、私をここへ呼んだのは、その話のためだけじゃないんでしょ？　そろそろ本題を聞かせてもらえるかしら？」


　そう花凜が聞くと、俊介が答える。


「そうだね。率そつ直ちよくに言うよ。花凜くん、僕の代わりにお笑い同好会の会長になって、補欠選挙に出てもらえないか？　僕達を救ってほしいんだ」


「救う？」


「補欠選挙の候補者は、風祭先輩と桜子くん。だけど、二人は同好会には予算を出さないマニフェストを掲かかげてるんだ。どっちが当選しても、同好会は消えてしまう」


　勇が聞き返す。


「予算がなくなると消えるって？」


「予算がつかないなら、同好会として集まる必要はないからね。僕達はともかく、今後に新しい同好会ができることはないだろう」


「……どうしてそんなものを、マニフェストに？」


「財源の捻ねん出しゆつだよ。同好会をつぶして余る予算を自分の支持層に回すんだ。僕達がもらってるのは微び々びたるものだけどね。それを防ぐには僕達が違ちがう候補者を立てるしかないんだけど、僕達では勝ち目がない。何せ相手はこの学園のエリートだ」


　琥珀が可愛い手帳をめくりながら後を引き継つぐ。


「一人目の候補者は、二年Ｆ組の風祭浩こう司じ先せん輩ぱいです。高いレベルを誇ほこる弁論部で、二年生で部長になった秀しゆう才さいですね。実家は大物政治家の支し援えん団体として知られる大手ゼネコンです。次の生徒会長選挙の本命とも言われてますね」


　再びパラリと可愛い手帳をめくり、


「二人目は一年Ｂ組の鶴殿桜子さんですね。彼女のことは小中で一いつ緒しよだったお二人の方が詳くわしいですね。名門鶴殿家の令れい嬢じようで教養の高い生徒です。さらに彼女の従姉いとこは生徒会長の菊乃先輩です。彼女には菊乃会長という強力なバックがあります」


「聞いての通り、僕達ではとても太刀たち打うちできない相手だ。だから、君に頼みたいんだ、花凜くん。恋ヶ浜議員の娘むすめで、才女と言われる君にね。胡桃くんから君も補欠選挙に出ることは聞いた。なら、お笑い同好会会長として、出馬してくれないか？」


「……なるほど、そういうわけ」


　そう言って花凜はしばらく黙だまりこんでいたが、


「だけど、その頼みは引き受けられないわね」


　と、やがて答えた。俊介は残念そうな顔をする。


「……そうか。でも、確かにこれは君の転校がかかっているからね。同好会側につくのはリスクが高い。もっと他ほかを選んで当然……」


　が、花凜はニヤリと笑って言う。


「いえ、そうじゃない、引き受けないのは、私が頼むからよ。お笑い同好会に入れてもらえないかしら、姉崎くん？」


「……え？」


「私はお笑い同好会の一員として補欠選挙に出馬するわ。もちろん、他の候補者とは違って、同好会の予算存続を訴うつたえるマニフェストを掲げるつもりよ」


「！　花凜くんそれは」


「話を聞いてわかったの。同好会の予算存続、同好会の意義を示すことにこそ、この選挙の勝機があることが。だから、私からお願いするのよ。ぜひお笑い同好会の一員として、選挙に出させてもらえない？」


　俊介は喜々として言った。


「おお、ありがとう！　それは願ってもないことさ！　同好会存続のため、僕達も協力は惜おしまないよ。会議に必要なら、この部室もぜひ使ってほしい」


「あ、私も情報収集係としてお手伝いしますので」


「そう。ありがとう。遠えん慮りよなく手を貸してもらいましょうか」


　花凜は腕うでを組み、満足そうにうなずいていた。


　どうやら話はまとまったみたいだ。ずいぶんスムーズに進んだが、胡桃が俊介と琥珀にしっかりと、花凜のことを事前に説明していたからなのだろう。そういう面で妹は抜ぬけ目がない。さすがは内藤家の人間といったところか。


　それよりも、勇が気になるのは、


「姉崎くん、矢車さん。お笑い同好会は君達だけなの？」


「ん？　ああ、そうだよ」


「一体どういう経けい緯いで入ったの？　二人ともお笑いに興味があるようには……」


「胡桃くんに誘さそわれたんだ。競争の激しい芸能界で俳優として生きていくなら、バラエティ番組にも出ていく必要がある。僕は演技力はもう十分だから、お笑い同好会に参加しユーモアを磨みがくべき、と言われてね。まったくその通りだ。胡桃くんからは、いろいろお笑いのいろはを教わってるよ」


「えと、わ、私は忍にん者じやのスキルを活いかすのは、お笑いが一番だと胡桃ちゃんに言われまして、まぁ、その、そうかもしれないと思いまして……」


「そうなんだ……」


　勇がチラッと見ると、胡桃はニコリと微笑ほほえみを、まさしく悪あく魔まの微笑みを返した。


　……胡桃。二人を誘ったのは、絶対何か別の理由がありそうだった。そういえば、昨日新しいオモチャを見つけたとかなんとかって話があったけどまさか……。


　若じやつ干かんこの同好会の存続意義に疑問を持つ勇であった。








　というわけで、花凜はお笑い同好会会長として補欠選挙に出馬することになった。作戦を練るのは放課後ということになり、勇と花凜は教室に戻もどろうとしていた。


　廊ろう下かを歩きながら、勇は改めてこの水仙学園の選挙のレベルの高さを感じていた。ライバルとなる候補者も優ゆう秀しゆうな生徒のようだし、これで勝ち目はあるのだろうか？


　勇は隣となりの花凜を見る。


　花凜は選挙の状じよう況きようを聞いても、相変わらずの余よ裕ゆうの表情であり、勇とは逆にまったく悩なやんでいる様子はなかった。もちろん勇だって花凜の才能を知らないわけじゃなかったが、さすがにこの条件は悪すぎる気がする。花凜は今日転校してきたばかりで、何も用意できていないのに比べ、他の二人の候補者はずっと前から準備しているのだ。


　勇が難しい顔をしているのを見て、花凜がたずねてきた。


「どうしたのよ、勇？　そんな暗い顔して？　何か心配ごと？　まさか……」


「あ、うん。実は……」


「日本がどうしたらワールドレベルになれるのか、心配しているの？　大だい丈じよう夫ぶ、海外で活かつ躍やくする選手も増えてるし、日本サッカーはまだまだこれから発展していくのよ」


「全然違うよ！　なんで僕がこのタイミングで日本サッカーの将来を心配するの！……心配しているのは、もちろん選挙のことだよ。花凜、本当にこの選挙、勝ち目あるの？」


「それは愚ぐ問もんってやつよ。勝機とは自分で作るもの、それが勝負ってものでしょ？」


「それはそうかもしれないけど。だけど、負けてしまえば君は転校……」


　花凜が一歩近づき、勇の顔を覗のぞき込んできた。


「何、心配してくれてるわけ？　その気き遣づかいはうれしいけど、それは私の実力を疑ってるのと同じよ？　余計なことは考えないで、私に任せときなさい」


　花凜は長い髪かみを揺ゆらしながら、パチリとウィンクした。


　そのときだった。


「ちょ、ちょっと！　何をしてるのですか！」


　甲かん高だかい叫さけび声を上げながら、後ろにエリーズを従えた桜子が、何やら妙みように焦あせった表情でこちらへと近づいてきた。


「あら、桜子？　エリーズも。久しぶりね、元気だった？」


　桜子の顔を見て花凜は懐なつかしそうに相好を崩くずすが、前に立った桜子はお構いなしにまくしたてる。


「そ、そんなことはいいのです！　花凜、ど、どういうつもりなのですか！」


「……え、何？　どういうつもりって？」


「で、ですから、ちょっと、ち、近すぎるのではありませんか！」


　肩かたが触ふれ合うほどの距きよ離りにいた勇と花凜の間を、桜子はビシッと指差した。


「そ、そんなのは校則違い反はんです！　早く離はなれなさい！」


　そう言われた花凜は、一度勇との距離を確かめてから、はぁと息を吐はく。


「……何よ、そんなこと？　校則違反って、相変わらず大げさね」


「お、大げさとはなんですか！　学園内での不純異性交遊は十分校則違反ですわ！　そ、それを注意しているだけです！」


　出会い頭がしらから桜子はケンカ腰ごしだった。……桜子は昔から、花凜を前にするとすぐにからんでくるのだ。


「と、とにかく早く離れなさい！」


　焦じれた桜子は、勇の腕をつかんで、強ごう引いんに花凜から人一人分くらいの距離を開かせた。


「こ、今後とも、常にそのくらいの距離を保つようにしなさい！」


　そうピシャリと言いながら、桜子はようやく安あん堵どした表情となった。


　桜子の後ろからひょっこりとエリーズが出てきて、ペコリと頭を下げる。


「久しぶり、花凜」


「久しぶりね、エリーズ。……いつもエリーズの方が礼れい儀ぎ正ただしいんだから。でも、会えてちょうどよかったわ。桜子、あなた補欠選挙に出るんでしょ？　実は……」


　そこで桜子が挑ちよう発はつ的な笑えみを見せ、花凜の言葉をさえぎった。


「いいえ、その先はわかってますわ。花凜、あなたも補欠選挙に出るそうですね？　自己紹しよう介かいのときにそのように言っていたと、耳にしました。もしかして、お笑い同好会として出るのですか？」


「……え？　桜子、君、どうしてそのことを？」


「見くびってもらっては困ります、勇。あなた達が今、お笑い同好会の部室に寄ってたことは知ってますから。そこから推理してみたまでです。どうやら図星だったようですわね？」


　自信たっぷりに言う桜子に、花凜がたずねる。


「でも、どうして私達が今、お笑い同好会に行ってたこと知ってるのよ？」


「加藤くんから伺うかがいましたから」


「なんで加藤くんに聞いたのよ？」


「それは勇に会……あ！　いや、それはその、ええと、あの……」


　桜子が言い淀よどんでいると、エリーズがポツリと口を開いた。


「情報収集」


「！　そ、そうです、それですわ！　あなたが選挙に出ると知ったので、情報を集めていたのです！　そうに決まってるでしょう！　と、とにかくです！　転校してきていきなり出馬するなんて、一体どういうつもりなのか知りませんが、あなたに勝ち目はありませんからね！」


　若干あたふたとしている様子なのが少し不可解ではあったが、花凜の出馬を聞いてさっそく情報収集をしているとは、さすがは桜子だった。


　桜子もただのお嬢じよう様さまではない。容よう姿し端たん麗れい、成績優秀、スポーツもできればまさに完かん璧ぺきだが、残念ながら運動は少し苦手。しかしそれもまた愛あい嬌きようのうちであり、その雅みやびな魅み力りよくは、男子からも女子からも憧あこがれの的となり、カリスマ性も持ち得ている。昔から桜子は花凜のライバルのように言われていたが、その才覚は十分なのだ。この選挙でも、桜子は手て強ごわい相手になりそうだった。


「ですが、勇。あなた、一体どういうつもりなのです？　花凜の選挙の手伝いをするのですか？　なんです、私が頼たのんだら断ったくせに、花凜のは引き受けて……」


　桜子は勇をにらんだ。その目には、怒いかりとともに、どこか悲しげな色が見えるような気もした。だけど、


「あれ？　協力を断ったのは、僕じゃなくて桜子だったような……」


「え？　あ、え、それはその、行き違ちがいといいますか……もう！　とにかく、あなたがいけないのですよ！　あなたはいつもそうして、花凜の手伝いばっかりするのですからね！」


「ええ？」


　なぜ怒おこられるのか、理り不ふ尽じんに思わないでもなかったが、まぁ確かに先に桜子に申し出ておいて、その日のうちに花凜の手伝いをすることに決めたのは、失礼と言えばそうかもしれなかった。


「ご、ごめん。だけどさ、これにはちょっと事情があるんだよ」


「勇、そのことは言わなくていいわ」


　と、花凜が勇の言葉をさえぎる。


「でも……」


「桜子が知らないならそれでいいの。知ったら、お互たがいにやりにくくなるでしょ」


　……お互いにか。そうか、この選挙に花凜の転校がかかっていると知ったら、性しよう根ねが優やさしい彼女は、やりにくくなってしまうかもしれない。そんな桜子を相手にするのは本意ではない、花凜はそう言っているのだろう。


　事情がわからない桜子は、勇と桜子の顔を交こう互ごに見ると、問い詰つめるように口を開く。


「ちょ、ちょっと、何なのですか、二人して？　何かあるなら教えなさい！　ず、ずるいではありませんか、そんな風に二人だけの秘密みたいな雰ふん囲い気き出して……」


　花凜はため息をつく。


「いつまでたっても、そういう駄だ々だっ子みたいなとこは直らないんだから。ま、私も負けるつもりはないってことよ。あなたも油断しないことね、桜子」


　桜子は少し納なつ得とくしかねるような表情だったが、やがてふんと鼻を鳴らす。


「そうですか。なら、思う存分、私に負けるといいですわ！」


　続いて桜子は勇に視線を移し、


「……そ、それから、勇」


「ん、何？」


「あまり花凜とベタベタしちゃダメですからね！　こ、これは別にあなたがどうということではなくて、健全なる学園生活のためなのですから！　そこを忘れないようにしてください！　さぁ、行きましょう、エリーズ」


　そう言い残すと、桜子はクルッと踵きびすを返して教室に向かう。エリーズは終始変わらぬ無表情でペコリと頭を下げると、桜子の後ろについていった。……考えてみれば、桜子とエリーズはＢ組だった。もしかしてわざわざあれを言うために、Ｄ組の近くで花凜を待ち伏ぶせしていたのだろうか？


「でも、これは少しまずいことになってきたかもね、勇」


「……！　やっぱりこの状況で桜子に勝つのは厳しいの……？」


「桜子、半年の間に、また胸が成長したんじゃない？　さすがの私も、あれだけは勝てない。桜子、やはり侮あなどれない相手ね……！」


「……」


　花凜は選挙とは全然関係のないことを気にしていた。








「それじゃ、票の流れを説明するね」


　胡桃がパソコンをカチャカチャと操作しながら言った。


　放課後、お笑い同好会の部室の中で、勇、花凜、胡桃、俊介の四人がテーブルを囲んで座っていた。


　部室の壁かべに掛かけられたスクリーンには、胡桃が操あやつるパソコンに接続されたプロジェクターから四つの棒グラフの画像が投とう影えいされていた。ちなみに、スクリーンもパソコンもプロジェクターも、すべて胡桃の私物だ。さすがにお笑い同好会には、これほどの設備の予算は出ない。





　棒グラフの左から一つ目は、頂点に「六六」の数字と、下に「恋ちゃん」とあるもの。


　二つ目は、頂点に「一五九」、下に「桜子」。


　三つ目は、「一四六」、「風祭」。


　四つ目は、「四二」、「中立」。


　それぞれの棒グラフの中には、部活名とその部員数も記入されていた。





「桜子さんを支持する部活動は茶さ道どう部・一四、書道部・一九、華か道どう部・二一、カルタ部・一七、吹すい奏そう楽がく部・三二、写真部・二二、文芸部・一八、将しよう棋ぎ部・一六、計一五九。


　風祭先せん輩ぱいの支持派は、社会歴史学部・二五、生物部・二一、科学部・一八、新聞部・二〇、弁論部・二六、言語学部・一九、囲い碁ご部・一七、計一四六。


　対して、我らが恋ちゃんの支持は、漫まん画が部・一四、パソコン部・一五、演劇部・二四、お笑い同好会・三、心しん霊れい同好会・三、ＳＦ同好会・四、温泉同好会・三、計六六。


　そして、中立が、ライトノベル部・一三、美術部・二九、計四二だよ」


　前の代表が転校になったことから行われる文化部代表の生徒評議員補欠選挙は、選挙権を持つ総勢四一三名の文化部部員の投票によって行われる。


　選挙権は、選挙管理委員会が管理する「選挙人名めい簿ぼ」に名前が記き載さいされているものが持ち、被ひ選挙権（立候補権）は、選挙権を持つものすべてに与あたえられていて、つまり、部長じゃない一いつ般ぱん部員でも、選挙権があれば立候補可能だ。


　新しい部や同好会の立ち上げ、および部員の入部退部は、部内の判断では自由だが、それを選挙人名簿に載のせるかはすべて選挙管理委員が審しん査さする。当然、補欠選挙が決まったときから、特別な理由がない限りは許可しないそうだ。


　よってお笑い同好会のメンバーも花凜、俊介、琥珀の三名だけだ。中等部の胡桃は、活動への参加は認められているが選挙権がなく、勇に関してはお笑い同好会に加わっても、選挙後にしか選挙権を与えられることはない。


　ただ花凜は転校生であり、それは特別な理由に当たるとして、入会、選挙権ともに認められた。さきほどお笑い同好会に入会する届け出を生徒会へ、補欠選挙の出馬の届け出を選挙管理委員会に提出し、今日中にそれを認める文書を交付すると言われていた。


　花凜が言った。


「それじゃ、桜子と風祭先輩の、マニフェストと支持層を聞かせてくれる？」


「うん。これは調べてくれた琥珀さんに説明してもらうよ。琥珀さん、いい？」


　胡桃が部室の隅すみにあるロッカーに向かって呼びかけると、その途と端たん、ガチャリとロッカーの扉とびらが内側から開かれ、琥珀が出てきた。


「わかりました」


　今回は布をかぶって壁に張り付くのではなくロッカーに潜ひそんでいたようだ。……なぜ潜む必要があるのかという話なのだが、そこはやっぱり忍にん者じやだからということで納得するしかないのだろう。


　琥珀がテーブルに着く。そこで勇は、結構な時間あの中にいたためか、彼女の額にロッカーの内側に押し付けてできてしまった痕あとがついているのに気づいた。決まっているようで決まらないのが、彼女の人ひと柄がらを表しているようで微笑ほほえましい。


　琥珀が手帳を取り出し、説明を始める。


「鶴殿さんのマニフェストは、文化とは芸術なので、芸術に関する部にもっと予算を増やすべきというものです。見ての通り、華道部、書道部などの芸術関係の部が支持層です」


　桜子らしい支持層だと、勇も思った。鶴殿家は芸術分野でいろいろなスポンサーになっていて、桜子は芸術関係に造ぞう詣けいが深いのだ。


「続いて風祭先輩ですが、こちらは実力主義ですね。コンクールや大会などで活かつ躍やくした部にもっと予算をつけるべきというマニフェストです。弁論部、言語学部などから支持を受けてますね」


　勇がたずねる。


「だけど、桜子の支持に将棋部が回ってるのはどういうことなの？　将棋って芸術というよりは、風祭先輩のマニフェスト寄りの気がするけど？」


「将棋部はここ最近、成績がよくないんです。特によく比ひ較かくされがちな囲碁部と比べると悪いですね。それで囲碁部とも仲が悪くて、反発心で鶴殿さんの支持に回ってるようです」


　花凜が聞く。


「それで、共通のものは同好会の予算カットってわけ？」


「はい。とりあえずそれだけでも、支持層の予算を増やせる財源根こん拠きよになりますから。そして同好会はムダな活動をしてるから予算はいらないって、前々から一部の生徒から言われてることもありますね」


　同好会は無む駄だな活動をしている、か。


　どうやら同好会予算カットは、そういう生徒達の意見を反映しているという意味もあるらしい。


「じゃ、次は私達の支持層のこと教えてくれる？　これは胡桃達が集めてくれたのね？」


「うん。同好会の予算存続を訴うつたえる候補者を立てるつもりって、いろんな部を回ってみたら、各同好会と演劇部、パソコン部、漫画部が支持してくれたよ。パソコン部と漫画部は、少し前まで十人に満たずに同好会だったからね、私達に同情的なんだ。演劇部は、姉崎先輩のおかげだね」


「演劇部はたまに僕が参加することを条件に支持してくれたよ」


　俊介は有名な女優の息子むすこだし、何よりイケメンだ。たまにでも参加してくれれば、演劇部にとっては十分なメリットになるんだろう。


「最後は中立のラノベ部と美術部だけど、ラノベ部は正直、やられたね。兄さんのせいで」


　胡桃がジト眼めで見てきて、勇はうろたえる。


「え、ぼ、僕？　な、何で？」


「兄さんのデタラメのせい。ラノベ部は私達の支持に回ってくれてたんだ。あそこも二年くらい前まで同好会だったからね。でも兄さんが、ラノベ部がメイド喫きつ茶さ通いで部費使いこんでると密告したせいで、怒おこって私達の支持から離はなれちゃったっしょ」


「待ってよ。それは僕のせいじゃなくて、デマだよ？」


「うん、わかってる。ちょっと意地悪言っただけ。風祭先輩はたぶんこれも狙ねらったんだね。私達から離れたラノベ部を、自分達に引き込む気なのかな？」


　自分は見事にはめられたらしいと、勇はため息をつく。不ふ可か抗こう力りよくと言えばそうだけど、これじゃ花凜の助けどころか、足を引っ張ってしまっている。


「なら、どうして美術部は中立なの？　美術は芸術なんだから、桜子についてもおかしくない気がするけど？」


　花凜が聞くと、琥珀が答えた。


「美術部が実力もある部だからです。美術部はいろんなコンクールで優勝している水仙学園を代表する部ですからね。風祭先輩、鶴殿さんのどちらが当選しても大だい丈じよう夫ぶなんです。なので、今は中立を保っているようです」


　花凜がうなずく。


「状じよう況きようはだいたいわかったわ。よくここまで調べることができたわね」


「琥珀さんの忍者スキルと、支持してくれてる部活動の人達の協力もあるんだよ。各部の動きをそれとなく聞いてもらったんだよ」


「ありがとう、おかげで助かったわ。……それじゃあ、私のマニフェストと作戦を言いましょうか。といっても、マニフェストはわかりきったことだけど。もちろん、同好会に引き続き予算を与えるものよ」


　確かに初めからその方針であり、支持層がそうなのだから当然だ。勇には理由はわからなかったが、同好会の予算存続に勝機があるとも言っていた。しかし、


「それだけで大丈夫なの？　もうほとんどの部は支持を固めてるみたいだし、それを崩くずせるような、何か他ほかの公約が必要なんじゃないの？」


「大丈夫。この数字はあくまで部の方針を示してるだけよ。その方針に、部員が全員従う保証なんてないでしょう？」


　そう言われた勇は、はっとして気づく。


「あ、そっか。桜子や風祭先輩の支持してる部の中には、同好会に予算を与えてもいいと考える部員がいるんだ？」


「ええ、その通りよ。簡単に言えば、同好会の意義を示して、予算を与えるべきと生徒に考え直させるのが、私の作戦ね。街頭活動など通常の活動以外にやることは、主に二つ。一つ目は、同好会と会合を開くことよ。彼らの活動を知って、どのように意義を示せるか考えたいから。勇、明日、三つの同好会と会合ができるようアポと、会場の準備もしておいて」


「うん、わかった」


「二つ目は、ラノベ部の説得ね。勇がはめられたことを説明して、支持を取り戻もどしましょう。勇、彼らとも会合できるようにしておいて」


「これは今日中にできそうだけど？」


「いいえ、明日でいい。徳井くんにデタラメを言った生徒会の唐沢くんだったかしら、彼がどうしてそんなことをしたのか、背後関係をまず知りたいのよね」


「そう、わかった。……ええと、じゃあ美術部も？」


「いえ、美術部とは交こう渉しようしないでいい。ラノベ部と同好会だけで」


「……え、いいの？」


　美術部と交渉しない？　確かに花凜は同好会の意義を示す方針だから、直接美術部にメリットはない。しかし、今のところ中立ということは、こちらにもまだ引き込む余地がある、一番同好会の意義を訴えやすい相手ではないのだろうか？　票的にも二九と大きいのに……。


　勇の疑問をよそに、花凜はテキパキと指示を出す。


「それじゃ、胡桃はポスターと必要書類の作成を。琥珀さんは引き続き情報収集と、さっき言った唐沢くんのこと調べてもらえる？　姉崎くんには、今から漫画部、パソコン部、演劇部に挨あい拶さつ回まわりに行くから、その案内をお願い。勇も付いてきなさい。じゃ、みんな、よろしく」
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　翌日の水曜日。


　五月半ばのうららかな日差しが落ちる中庭。


　ベンチに座ってお弁当を食べながら談だん笑しようする女子、バレーボールで遊ぶ男子など、生徒達が思い思いに昼休みを満まん喫きつしていた。


　そんなのんびりとした空間に、凜りんとした声こわ音ねが響ひびき渡わたる。


「みなさん。同好会の予算カットに、はたして正義はあるのでしょうか！」


　女生徒達が振ふり返り、男子生徒達がバレーボールを地面に落とした。


　彼らの視線が向けられる先には、中庭の中央に立つ、小型スピーカーのついたヘッドセットマイクを耳につけ、タスキを肩かたにかける恋こいヶが浜はま花か凜りんの姿。


　花凜は長い髪かみを揺ゆらし、ビシッと前方を指さす。


「人数が少ない、活動が小規模というだけで、予算を与あたえないのは横暴ではないでしょうか。みなさんにはもう一度、そのことを考えてほしいのです！」


　花凜の演説に、通りかかった生徒達が足を止める。マイクによって伝でん播ぱする透すき通った美声と、花凜の魅み力りよく的な容姿は、大いに注目を集め、昼の憩いこいの時間を少しばかり費ついやし、耳を傾かたむける気にさせるには十分であった。


　さっそく花凜の側そばに待機していた勇ゆうと胡桃くるみ、俊しゆん介すけの三人は、「同好会の予算存続にこそ正義あり！」と、大きく書かれたビラを、周りに集まってきた生徒達の手に渡して回る。生徒達は花凜の声を聞きながら、興味深そうにビラに目を落とした。


　今日から、文化部代表生徒評議員補欠選挙の選挙期間だ。


　スケジュールは、二日後の金曜日に各候補者によるマニフェスト発表会、翌週月曜に討論会、そして火曜が投票となっている。


　正式な活動ができるようになった各陣じん営えいは、朝からポスターを掲けい示じ板ばんに張り、休み時間には各教室を回る活動を行っていた。


「私は同好会の予算存続を訴えていきます。みなさん、私の理念に賛同してもらえるのなら、どうか清き一票をお願いします！」


　今回の選挙の投票権を持つのは文化部の生徒だけであり、集まってくる生徒は文化部員ばかりではなかったが、これでかまわなかった。文化部の生徒でないと票につながらないわけではない、運動部でも帰宅部でもいい、話を聞いてくれる生徒すべてに訴うつたえかけ、花凜の考えを浸しん透とうさせて、その結果、友人伝いなどで文化部の生徒にも効果を及およぼす、というのがこの街頭活動の狙いだった。


　すると、勇の耳に、生徒達の話し声が聞こえてくる。


「同好会の予算カットは確かに少し乱暴かもな」


「運動部系の同好会はそのままだしな」


「だけど、もし文化部がそうなると、運動部にもその風潮がでてくるんじゃない？」


「げー、それだと俺のスポーツチャンバラ同好会も危なくなるのか？　文化部のやつに俺からも訴えようかな」


　その声を聞きながら、勇は思う。


　なるほど、考えてみれば、水すい仙せん学園は運動部と文化部は予算が独立している。運動部にも同好会があるが、文化部同好会の予算削さく減げんが実現したら、そちらにも飛び火するかもしれない。


　むしろこの街頭活動は、文化部に関係ない生徒にも訴えかけるからこそ、それをいやがる運動部同好会の生徒などを通じて、じわじわと文化部の生徒の説得につながってくれるようだ。


　ビラを配っていた俊介が、勇の側へと寄ってくる。


「街頭活動は、思ったよりずっと僕達にとって有利に働くようだ」


　俊介も勇と同様の感想を抱いだいたらしい。胡桃も側に寄ってきて、


「うん、いい手てごたえだよ。誰だれもが同好会の予算削減に賛同するわけじゃないっていう恋こいちゃんの読みは、やっぱり正しかったね」


　勇も同感だった。


　これが花凜の政治的な観察眼であり、嗅きゆう覚かくというやつなのだろう。


「この調子でラノベ部の説得もしなくちゃね、兄さん」


「うん、そうだね。わかってるよ」





　そして、時刻は放課後。


「そんな話は信じられない。いいか、君は俺達ラノベ部を貶おとしめただけじゃなく、メイド喫きつ茶さまで侮ぶ辱じよくしたんだ！」


「メイド喫茶を侮辱？　そんな！　大きな誤解だよ！　僕は執事の家系の人間だ！　メイドは仲間なんだから、侮辱なんて絶対にしないよ！」


「なら、なんであんなデタラメを？　不正なお金を利用してまでメイド喫茶に俺達がいくわけない！」


「だから、僕はそんなデタラメ言ってないんだって」


「その証しよう拠こが……って」


　と、徳とく井いが一度言葉を止める。


「というか、君はさっきから何をしてるんだ？」


「……え？　何って……」


　勇は本ほん棚だなへの雑ぞう巾きんがけの手を止め、徳井を振り返った。


「掃そう除じだけど？」


「それは見ればわかるけど。でも、部室に入ってなぜすぐに掃除を……」


　……なぜ？


　掃除をするのに理由がいるのだろうか？　ラノベ部の部室に入った瞬しゆん間かん、勇は本棚に無造作に収められていたラノベ本を見て、これはすぐに整理しなくてはと、出版社、ジャンル、作家の名前の順と、分類して並べ直し、さらに本棚自体も埃ほこりだらけだったので、マイ雑巾を使ってすみずみまで磨みがいていたのだ。


　……はっ。まさか。


「もしかして、あの乱雑に並べられた本には何か法則が？　散らかってるように見えて、実は計算された配置があったの？　だ、だったら、ごめん。勝手に並べてしまって……」


「いや、別にそんなことはどうでもいいんだけど。……まぁ、話を戻すけど」


　徳井はドアの側にいる花凜をチラッと見る。


「内ない藤とうくん、くしくも恋ヶ浜さんが言ったろ、君がデタラメを言ったって証拠はあるのかって？　なら、君がデタラメを言ってない証拠はあるのか？」


「僕がデタラメを言ってない証拠？　それは……」


「そういうことだ。それに仮にデタラメの出どころが君じゃないとしても、俺達はほとぼりが冷めるまでメイド喫茶に行くのを控ひかえなきゃならない」


「え、どうして？　だって、結局はデタラメなんだから……」


「そうもいかないんだよ。噂うわさとしてはすでに広まっている。君の言うようにデタラメであっても、疑ぎ惑わくの目は向けられるし、一応告発があったということで、生徒会の監かん査さも入る。その状じよう況きようでメイド喫茶通いはさすがにできない。少なくとも、監査が終わるまでは。つまり、俺達はすでに被ひ害がいにあっているんだよ。君達の支持には回れない。悪いね」


　そう言うと、徳井はもう話は終わったとばかりにそっぽを向いた。


　……取りつく島もなかった。勇は磨き終えた本棚から離はなれ、失意とともに花凜と胡桃のもとへと戻もどる。


「ごめん。ダメだった。彼ら、全然信じようとしない。僕の行動に誠意が欠けていたのかもしれない……」


　胡桃がつぶやく。


「まぁ、ある意味誠意のある行動だったとは思うけど……」


　勇達は予定通り、ラノベ部に釈しやく明めいにやってきていた。


　だが、この通り徳井達の反応は芳かんばしくなかった。一度はこちらの支持を表明したラノベ部だが、それだけに今回のことは裏切られた思いが強いのかもしれない。そして中学は違ちがうが、勇と徳井は小学校からの友人であり、友情を踏ふみにじった、徳井はそう感じているのかもしれなかった。


　頑かたくななラノベ部員達を見て、花凜も嘆たん息そくする。


「まぁ証拠がなければ信じられないのは、確かに当たり前よね」


「唐から沢さわくんも、デタラメのもとじゃなかったしね……」


　昨日、琥こ珀はくは徳井にデタラメを流した唐沢のことを調べてくれたが、その結果、彼には何の背後関係もないことが判明したのだ。


　勇が第二部室棟とうで会話を聞いたあの日の夕方に、生徒会には「ラノベ部が部費を使ってメイド喫茶通いをしている」という匿とく名めいの手紙が届いたらしいのだが、唐沢は昨日の朝その手紙がデタラメでそれを送ったのが勇であるという内容の差出人不明のメールを受け取っており、そのことを徳井に言っただけであることがわかったのだ。


　それにしても、風かざ祭まつりがわずかな時間の間にここまで工作できるなんて、偶ぐう然ぜん目もく撃げきした勇をはめるにしては、あまりに用よう意い周しゆう到とう過ぎないだろうかと、勇は若じやつ干かん疑問に感じていた。


　胡桃達お笑い同好会を調べる過程で、勇のこともある程度は調査していたからすぐに工作できた、という解かい釈しやくでいいのだろうか……？


　そこで胡桃が思い出したように言った。


「あ、そうだ。証拠だったらあるよ。間接証拠だけど」


「本当、胡桃？」


「うん。琥珀さんが持ってるはずだよ」


「そうなんだ。じゃあ、さっそく矢や車ぐるまさんに連れん絡らくして……」


　胡桃がニヤリと笑う。


「ふふふ。その必要はないよ。言ったっしょ、兄さん。琥珀さんは忍にん者じやの末まつ裔えい、現代に生きるクノイチなんだよ？　こちらが必要なときには、すぐに琥珀さんの方から駆かけつけてくるんだよ。……だよね、琥珀さん！」


「はい、胡桃ちゃん！」


　バサリと、部室の壁かべから布が舞まい上がる。


「おお!?」


　布の裏に潜ひそんでいたのは、我らがクノイチ矢車琥珀、相変わらず神しん出しゆつ鬼き没ぼつだった。勇だけでなく、ラノベ部員達もいつの間にか潜んでいた琥珀を見て驚おどろいている。


　いつ部室の中に入ってきたんだろうか、タイミングから言ってドアを開けた瞬間に同時に入ってきたとかだろうか？　だとしたら、伊達だてにクノイチを名乗っていない、身のこなしだった。


「琥珀さん。胡桃の言った証拠って持ってるの？」


「はい。録音してあります。では、ラノベ部のみなさんにこれをお聞かせしますね」


　琥珀は筒つつ形がたのＩＣレコーダーを取り出すと、徳井の前に立った。


「みなさん、聞いてください。これは内藤くんが噓うそをついていない証拠の声音です」


「……証拠の声音？……というか、その前に、君ってその、忍者なの？」


「あ、はい。そうです。クノイチの矢車琥珀です。よろしくお願いします」


「……そうなんだ。なるほど、それはなかなか心をくすぐる……」


「え？」


「あ、いや。こっちのことだ。まぁ、じゃあ聞かせてよ？」


「はい」


　琥珀は、カチッとレコーダーのスイッチを押した。





『そんな、まさかあなたが犯人なの……そうだ、俺が犯人だ……どうして、あなたはそんなことができる人間じゃ……甘いな、これが本当の俺なんだよ……そんな、私をだましたのね……人を簡単に信じちゃいけないぜ、お嬢じようさんよ……』


　と、若い女性の声と野太い男の声が流れる。





　………………。


　部室がしーんと静まり返った。よりによって、一番流してはいけないタイミングの内容ではないだろうか……。


　琥珀があわててレコーダーのスイッチを切った。


「あ、ち、違います！　あ、あれ、なんでこんなものが？　あ、そうでした、最初にレコーダーの性能を確かめるために、テレビで適当なものを録音していて……、す、すいません、これじゃありませんでした！」


　……なんだろう。


　琥珀は結構ドジなところがあるようだ。やっぱりそんなところが彼女の人ひと柄がらを表しているようで微笑ほほえましいのだが。


「君は……」


　徳井がガタリと席から立ち上がって、じっと琥珀を見つめる。その眼めつきから、彼をおちょくったのだと勘かん違ちがいされたと思ったらしく、琥珀はうろたえた。


「あ、い、いえ、違うんです！　これじゃなくて、本当に証拠が……」


　次の瞬間、徳井がぱぁっと顔を輝かがやかせて、興奮まじりに言った。


「まさか、天然のドジっ娘こなのか！」


「……へ？」


　琥珀がきょとんとする。


　徳井は後ろを向き、ラノベ部員達に向かって言った。


「見ろ、みんな！　ここにリアルなドジっ娘が降臨したぞ！」


「ああ、しかもまさかのドジっ娘忍にん者じやだぞ！」


「我らが神……萌もえ神様は、ついに奇き跡せきを起こしたというのか！」


「さらに彼女は見た目は黒くろ髪かみロングのおしとやかな美少女、その上でのドジっ娘と、ギャップ萌えまで体現している！　もはや隙すきがないぞ！」


　ラノベ部員達は全員椅い子すから立ち上がり、戸と惑まどっている琥珀を見ながら、鼻息を荒あらくしていた。


　……なんか、ラノベ部は理解に苦しむ盛り上がりを見せていた。


「！　あ、いや、待て！　みんな正気に戻れ！」


　徳井ははっと何かに気付いたかのようにそう叫さけぶと、勇に顔を向ける。


「くっ、内藤くん、やるな！　危なかった！」


「……え？」


「俺達を説得するために、こんな素す晴ばらしい女の子を使うなんて！　ああ、認めるとも！　正直グラッときた！　こんな忍者でドジっ娘美少女なんて見せられたら、君達の仲間につくのもいいかと思ってしまった！　俺達の萌え心は満開だった！　とてつもない破は壊かい力を持つ賄わい賂ろだった！」


「……いや、あの。全然そんなつもりはなかったんだけど……」


「だけど、もう少しだったな！　俺達はギリギリ踏みとどまった！　まだ君達を信用するわけにはいかないな！」


「……」


　ものすごく勘違いをされていたが、その誤解を解く方法もなく、その意味もあまりなさそうだったので、勇は何も言わずにおいた。


「あ、あの」


　琥珀がおそるおそるといった感じで、口を挟はさんだ。


「い、今のはただの間ま違ちがいですから。これから、本当の証拠の声音を流します。き、聞いてください……」


　琥珀が再びレコーダーのスイッチを入れる。


　そこから流れてきたのは、一昨日おととい勇が聞いた、あの短たん髪ぱつの男と将しよう棋ぎ部の男の会話だった。


　短髪の男が将棋部を重要視していると話すところ、そしてその後、勇が二人に見つかるところまで録音されていた。


　そういえば琥珀も木の上からこの会話を聞いていたと言っていたが、どうやら録音までしていたようだ。


「これは、風祭先せん輩ぱいの代理の人が将棋部と接せつ触しよくしているところ……？」


　そうつぶやいた徳井に、胡桃が答える。


「風祭先輩は、兄さんが見たことを周囲に話す前に、兄さんがデタラメを言う人間だと仕立てて、証言の信しん憑ぴよう性せいをなくそうとしたんだよ。生徒会に匿名の手紙を送ったのも、風祭先輩かもだよ」


「……風祭先輩の仕し業わざってこと？　確かに筋は通ってるけど……」


「いいえ、おそらくそれだけじゃないでしょうね」


　納なつ得とくしそうになる徳井を見て、ここが落としどころだと判断したのか、花凜が口を開いた。


「おそらくこれにはもう一つの陰いん謀ぼうがあるのよ。あなた達に、メイド喫きつ茶さへ行かせないって陰謀よ！」


　花凜の言葉に、徳井が驚く。


「え、何だって？」


「実際、あなた達はメイド喫茶へ行くのを控ひかえなきゃいけなくなったんでしょう？　これは勇を貶おとしめるとともに、その目的もあったに違いないわ！」


　花凜の確信めいた口調に、ラノベ部員達が顔を見合わせていた。


　徳井が聞き返す。


「……で、でも、なぜそんな……？」


「もしかしたら、風祭先輩もあなた達の通うメイド喫茶の常連で、あなた達がくるのが目め障ざわりだったのかも？」


「あ、あの弁論部部長の風祭先輩がメイド喫茶に……？」


「人間には裏と表の顔があるものよ。だから誰だれもがツンデレに共感するのよ」


「その裏表とは若干違うような……」


「もちろん他ほかにも可能性はあるわ。たとえばあなた達の誰かが風祭先輩のひいきのメイドにちょっかい出したとか、または風祭先輩がその喫茶でメイドとして働いているとか」


「二つ目はさすがにないんじゃ……」


「とにかく事実に目を向けてみなさい。風祭先輩は勇を貶めるためにデタラメを広めたのよ。だけど、その矛ほこ先さきの一つがなぜあなた達ラノベ部だったのかしら？　しかもメイド喫茶の狙ねらい撃うちのようなデタラメを？　それには何か理由があると思わない？」


　花凜の言葉に、ラノベ部員達は「どう思う？」「可能性はあるんじゃないか？」「でもあの風祭がメイド喫茶に？」「何を言っている、メイドが嫌きらいな男などいるものか」などと、ひそひそと話し合いを始めた。


　勇は隣となりの胡桃に聞いた。


「……本当に花凜の言ったようなことあるのかな？」


「さぁね。でも、噓も方便だよ。さすがは恋ちゃんだね。先にやったのは風祭先輩だし」


「まぁ、それはそうだけど」


　ラノベ部員達に、花凜がたたみかけるように言い放った。


「さぁ、どうするの？　もし私の言ったことが真実だった場合、私について風祭先輩を負かすことが最大の復ふく讐しゆうになるんじゃないかしら？」


　話し合いをしていたラノベ部員達が花凜へと向き直ると、徳井が代表して口を開いた。


「……なるほど。恋ヶ浜さん。君の言うことは……一理あるかもしれない。少なくとも、風祭先輩を信用すべきでないのは確かだ」


「じゃあ？」


「君の言ったことが正しいなら、汚きたない真似まねした風祭先輩を許すことはできない。もう一度、君達の支持につくよ。部長、みんな、それでいいか？」


　徳井が聞くと、ラノベ部員達は首しゆ肯こうした。


　続いて徳井は勇を振ふり向いた。


「さっきはすまなかったね、内藤くん。一方的に決めつけて。……でもまぁ、内心おかしいとは思っていたんだよ？　内藤くんはそんなデタラメを言う人間じゃないから」


　調子のいいことをと思わないでもなかったが、


「いいよ。信じてくれたなら。花凜の支持、よろしく頼たのむよ」


「ああ、わかった。でも、風祭先輩か。文芸部の連中の可能性も少し考えていたんだけど」


　徳井のつぶやきに、花凜が反応した。


「ん？　それはどういう意味？　文芸部って？」


「え？　ああ、うん。俺達、文芸部とはちょっと仲が悪くてね。あいつらならデタラメを流してもおかしくないと思ってたんだ。でも、文芸部は鶴つる殿どのさんを支持してるんだよね。風祭先輩じゃ関係はなさそうだ」


「……」


　花凜は腕うでを組み何やら考え込んだ。


「どうしたの、花凜？」


「……ん？　あ、いえ、別になんでも。とにかく、これでラノベ部は片付いたから、次は同好会ね。行きましょう、勇」


「あ、うん……」








　それから約三十分後。


　一年Ｄ組の教室の中、黒板の前に並べられた席に、勇と花凜、胡桃が並んで座っていた。対面する形で用意された席には、心しん霊れい同好会の三名、ＳＦ同好会の四名、温泉同好会の三名、お笑い同好会として俊介。予定通り、これから「花凜との質疑応答会」という名目で、花凜と同好会の会合が行われるのだ。


　花凜が立ち上がった。


「今日は集まってくれて、ありがとうございます。さっそく今回の会合の目的を話します。おそらくおわかりでしょうが、私が出馬する補欠選挙で、みなさんから支持をもらいたいんです。他の二候補者と違ちがって、私は同好会の予算カットには反対するつもりです」


　すかさず女生徒が挙手した。ＳＦ同好会の代表者の笹ささ野の愛あい子こという女生徒だ。


「こちらもさっそくですが質問が。単刀直入に聞きますが、恋ヶ浜さんは、ご自身の勝つ確率をどれくらいと見込んでるのですか？」


　同好会の生徒達がじっと花凜へ視線を送る。


　勇もチラリと、隣の花凜の顔を見る。花凜の票が足りていないのはあちらも知っている。笹野達は支持するのに値あたいするのか、花凜の実力のほどを知りたいようだ。一体これにどう答えるんだろう、花凜……？


　花凜は不敵な笑えみを見せ、落ち着いた声こわ音ねで答える。


「勝率ですね。率そつ直ちよくに言いますが、それは不明です。虚きよ勢せいも見み栄えも張るつもりはありません」


　同好会の生徒達の顔に失望が浮うかぶが……花凜は続ける。


「でも、これだけは約束しましょう。私はみなさんの存在意義を訴うつたえるつもりです！」


「私達の存在意義？」


「他の候補者は同好会を、財源のためのスケープゴートにしようとしていますが、そこにあるのは自分達の都合だけです。私はそこを突つこうと考えています。みなさんの活動の意義を示して、正義はこちらにあることを見せるんです」


「……」


「ですから、これからみなさんには、それぞれの活動内容をプレゼンしてもらおうと思ってます。それを見て、私もみなさんの支持が必要なのかどうか見み極きわめさせてもらいます。私達は今のところ、五分と五分の関係です」


　花凜の言葉に、同好会の生徒達は押し黙だまった。


　さすがだった。虚きよ栄えいに聞こえないよう安易に勝てるという保証はせず、その上で相手のメリットを打ち立て、さらに対等な立場であることも見せる、巧たくみな返答だ。


　静まる生徒達を見回すと、花凜はコクリとうなずいた。


「異論はないようですね。なら、プレゼンに入りましょう。まずは私が会長を務めるお笑い同好会から始めます。姉あね崎さきくん、お願いね」


「了りよう解かいした」


　花凜にうながされ、俊介は立ち上がった。


　俊介はすでに仲間であり、プレゼンの必要はないはずだが、ここで特別視しては他に示しがつかない、花凜に抜ぬかりはなかった。


　教室の真ん中に立った俊介が、口を開く。


「では、お笑い同好会の意義を語らせてもらうよ。僕達お笑い同好会は、社会に出たときでも通用するユーモアを身につけるため、日々活動を行ってる。仕事や人間関係を円えん滑かつに行うために、ユーモアは必要不可欠な要素だ」


「なるほどね。でも、言葉だけじゃなくて、何かその成果はない？」


「よく聞いてくれた。それでは成果として、僕のギャグを見てもらおう。それなら判断材料として最適のはずさ」


　勇は聞かされていなかったが、これは花凜と俊介の打ち合わせ通りなのだろう。俊介のギャグは初めて見るが、どんなものだろうか？　自信たっぷりだから期待してもよさそうだけど……。


「さぁ、姉崎俊介の渾こん身しんのギャグ、とくと見てもらおう！」


　俊介は壁かべ際ぎわに移動し、ブレザーとワイシャツを脱ぬぎ棄すて、上じよう半はん身しん裸はだかとなった。勇の頭に「？」が浮かぶ。二枚目俊介のはだけた姿に女生徒たちは赤面していた。


　続いて俊介は、ポケットからロウソクを二本取り出し、ライターで火を点ともす。そして俊介は膝ひざ立だちをし、左右の手に構えたロウソクを掲かかげると……トロトロと、ロウを自らの胸にたらし始めた。


　全員が、啞あ然ぜんとして俊介を見守る。


　ロウをたらし続けた俊介は、やがてふっと火を吹ふき消して、叫さけぶ。





「日本列島！」





　……俊介の胸むな板いたには、ロウでかたどられた、歪いびつな日本列島が描えがかれていた。


　…………………。


　………………………非常に重たい沈ちん黙もくが教室内に下りた。


　……何、この常じよう軌きを逸いつした一発芸……。


　というか、これ本当にギャグなんだろうか？


　これがお笑い同好会の成果？　お笑い同好会では日々何が行われてるんだ……。彼は一体何を考えて、こんなことを……。


　勇の右みぎ隣どなりにいた胡桃がニヤリと笑みを見せ、つぶやく。


「ふふ、いい、すごくいいよ、姉崎先せん輩ぱい。今日もばっちりだね。これからも、もっとみっともない姿をさらして、私を楽しませて。くくくく……」


　犯人すぐそこにいた。身内だった。


　俊介は胡桃によって変な方向性の芸を仕込まれていた……。


　本当、どうして妹はこんな風になったのだろうか。


　今思えば、胡桃がまだ六歳だったクリスマスの日、父親に「サンタさんにどんなプレゼント頼む？」と聞かれ、「外げ科か用メス！」と答えたとき、もっと妹の相談に乗ってやればよかった。だが、「ははは、胡桃はお医者さんになりたいのか」と、うれしそうに笑顔で語る父を見ると、勇は何も言うことができなかったのだ……。


　冷え切った空気にも構わず、立ち上がった俊介は何かをやりとげたような笑みを見せていた。だだスベリした自覚はないらしい。このポジティブバカっぷりが、胡桃のお眼鏡にかなったみたいだ……。


　そして、花凜もニヤリと笑い、言い放つ。


「これで私達お笑い同好会の意義は十分に示せたでしょう」


　本気で言ってるんだろうか、花凜。


　むしろ正反対の意義を示した気がするのだが……。


　しかし、同好会の生徒達は、「すごいな、あのクオリティの同好会でも恋ヶ浜さんは意義を示す自信があるのか？」「だとしたら、彼女は本当の救世主かもしれないぞ」「ええ、これは期待できるかも」と、予想外にいい反応だった。……なんか、うまくいっているみたいだからいいか……。


「では、次に心霊同好会にプレゼンをお願いします」


　花凜の合図に、坊ぼう主ず頭あたまの男が前に出てくる。


「心霊同好会代表、海かい藤とう光みつ雄おです。心霊同好会の活動は、ずばり、世界各地で起きる数々の心霊現象の解明です！」


「なるほど。具体的にはどういった活動を？」


「普ふ段だんは主に、心霊写真コーナーに投とう稿こうし、金きん一いつ封ぷうを狙ねらっています！」


「……そうですか。姉崎くんにも言いましたが、目に見える成果はありませんか？　その方が意義を訴えやすいので」


「わかりました。成果というのであれば、とっておきのアレをお見せしましょう。ただひとつご注意を。俺がこれから行うものを、テレビでよくやるような、心霊スポットにＢ級アイドルを連れてお祓はらいに行くとか、殺人事件を千里眼で解決するとか、あんなふざけたものと一いつ緒しよにしてもらっては困ります。これは俺が仲間とともに、厳しい修しゆ業ぎようを経てついにその境地にたどり着いた、正しよう真しん正しよう銘めいの心霊技わざですので」


「正真正銘の心霊技ですか。すごそうですね。それは一体？」


　海藤は少し間を開けてもったいぶってから、言い放つ。


「それは、降こう霊れい術じゆつです！」


　…………。


　しーんと、教室に沈黙が下りた。


「……降霊術って、霊を自分に憑ひよう依いさせるあの降霊術ですか？」


「その通りです」


　それこそ、テレビでよくやるうさんくさいやつの代表じゃないのか。勇はそうツッコミたかったが、辛かろうじて言葉をとどめた。


　花凜は動じない。


「それはすごいですね！　ぜひ見せてください！」


「それじゃあ、恋ヶ浜さん。憑依させる霊れい魂こんのリクエストをしてください。有名人、外国人、誰だれでもいいですよ。俺の降霊術はグローバルですから！」


　花凜は首をひねり、少し考えた。


「……誰でもいいんですか？　そうですね、なら、夏目漱そう石せきでお願いします」


　リクエストを聞いた海藤は、少し戸と惑まどった表情となった。


「……え？……夏目漱石ですか」


「あ、はい」


「……そうですか。できれば、マイケル・ジャクソンとか、もっと特とく徴ちようがあるというか、練習したものま……じゃなくて、降霊しやすい人の方がよかったんですが……」


「……あ、そ、そうだったんですか？　いや、あの、では、別に先せん輩ぱいがやりやすいもので構いませんけど……」


「あ、いや、大だい丈じよう夫ぶです。やってみせましょう。なんでもいいと言いましたからね。夏目漱石を降ろしてみせます」


「……では、お願いします」


「はい。……それでは！」


　海藤は人差し指を立てて両手を組んだ。


「むぅぅ……はい、きました！」


　そう叫ぶと、海藤はうつむき、しばらくじっとしていた。


　教室は、降霊という神秘的な現象を前にして緊きん張ちようの空気に包まれる……わけもなく、余計な演出はいいから早く終わらせてくれないかと、誰もがそんな表情で海藤を見ていた。


　その刺さすような視線を肌はだで感じ取ったのか、海藤は顔を上げ、言った。





「吾わが輩はいは猫ねこである。名前はまだない」





「猫の方がきちゃったの!?」


　勇は思わずそうツッコんでしまった。


「……海藤先輩」


「あ、いや、ちょっと、待ってください！　こ、これはちょっとした手て違ちがいで……」


　さすがに花凜も呆あきれてしまったのかと思われたが、


「素す晴ばらしいですね！　さすがです！」


　と、海藤をたたえた。


「夏目漱石をリクエストしたら、猫の方を降ろすなんて、とてもユーモアあふれる降霊術です！　他ほかの降霊術とは一味違いますね！　感動しました！」


「そうですか？　いや、そう言ってもらえてよかったです。じゃあ続いて他の降霊も……」


「いえ、それは結構です。もう十分ですから、下がってもらって結構です。ありがとうございました」


　海藤は席に戻もどる。……花凜の戦略は、いわゆる一つの褒ほめ殺しというやつらしかった。まぁ支持をもらうためには、致いたし方ない。


「それでは次に、ＳＦ同好会にお願いします」


　花凜の声に、利発そうな女生徒、笹野愛子が立ち上がり、前に出てきた。


「ＳＦ同好会代表、笹野愛子です。プレゼンに入る前に、一つだけある前提をご説明しようと思います。数学でも誤った前提に基もとづいて計算しては、永遠に正しい答えは得られません。私達ＳＦ同好会の状じよう況きよう、メンバーの立場や境きよう遇ぐうなどを知った上でなければ、正しい判断ができず、結果的に双そう方ほうの不利益となると思われます」


　今度は打って変わって理り屈くつっぽそうな人間が現れた。


　ＳＦなんて小難しいものを研究すると、自おのずとこうなってしまうのだろうか。だが、俊介といい、海藤といい、続けて不良品が出てきた後なので、ようやく実のあるプレゼンになりそうではあった。


「わかりました。その前提、メンバーの状況や立場とは？」


　笹野は理知的な瞳ひとみで、花凜を見み据すえる。


「はい。その前提とは、私を始めとして、ＳＦ同好会のメンバーはみな、アルファベータ星系からやってきた、ゼネラル生命体であるということです。この事実であり前提を、まずは受け入れてもらわねばなりません」


　なるほどと、勇はコクリとうなずいた。


　この人もやっぱり変人だったのか……。


「驚おどろかれるかもしれませんが、現在地球の三分の一の人口が地球外生命体です。これが由々しき事態であることは恋ヶ浜さんにも想像がつくと思います。宇宙人の中には、缶かんコーヒーを片手に調査にいそしんだり、基本的に三分しか活動できないが心は愛と勇気にあふれていたりと、友好的なものも存在しますが、人間を捕ほ食しよくしたり、体内に寄生して体を操あやつったり、ロック歌手となって精神汚お染せんをたくらんだりと、人類の脅きよう威いとなるものも存在します。


　我々ゼネラル生命体が、ＳＦ同好会を作ったのは、地球外生命達の自じ叙じよ伝でんである作品の数々を研究することで、脅威となりうる宇宙人に対たい抗こう、きたる戦いに備えてのことです。


　あるいはどうして我々ゼネラル生命体が人類のために働くのかと、不思議に思われるかもしれません。その理由は、我々は人類とそっくりな生態系を持ち、他人とは思えないからです。


　どれくらい似ているかというと、婚こん約やくを破は棄きされた心の傷を酒で癒いやそうとしたり、そんな心細いときに優やさしくされてころっと悪い男に騙だまされたり、そして後で騙されたことを知ってさらに酒に溺おぼれてしまったりと、それくらい人類とそっくりです。姉の話です。実話です。困ってます。


　とにかくこれだけ似ているのは、私達と人類が元は同じ種族だったのではないかと思われます。つまり私達ＳＦ同好会は人類に友好的で、宇宙人の脅威に対抗できる、数少ない団体です。私達の活動の意義を、きっとご理解いただけるものと信じてます」


　笹野の長ちよう広こう舌ぜつに対して誰も何も言えなかった。


　勇でさえ、ツッコミどころがわからなかった。さすがに笹野もＳＦ同好会の活動意義を示そうとしているだけで、本気で言っているわけではないのだろう。……ないんだよね？　きっとないはずだ。


「そうでしたか！　すごいですね！　先輩達ＳＦ同好会は地球を守っていたんですね！」


　そして花凜も、褒め殺し戦略を貫つらぬくために、笹野に乗っかった。


「ご理解いただけましたか？」


「もちろんです！　ええと、ではプレゼンは終しゆう了りようということで……」


「待ってください。他の二人には何か成果をと要求していましたが、まだ私は何も見せていませんが？」


「あー、いえ、それは先輩がすでに成果ですから、大丈夫です」


「そうですか。それでは」


　笹野は踵きびすを返すと、席に戻っていった。


　花凜は、最後に残った温泉同好会の女生徒を見る。


「最後は温泉同好会ですね。代表の夢ゆめ野の先輩？　それではプレゼンをお願……」


　すると、夢野は花凜の言葉の途と中ちゆうで、ガタッと席を立ち上がった。


「む、無理です……」


　夢野は顔面蒼そう白はくでそう告げる。花凜が訝いぶかしげに聞き返した。


「え、無理とは……？」


「私にはプレゼンできません！　お、オチがありません！」


「オチ……？」


「温泉同好会の活動は、温泉入って、卓たつ球きゆうして、卵食べて、仲居さんから聞いた温泉の効能なんかを適当に日記につけて終わるだけです！　他の同好会みたいなオチとかありません！　これではプレゼンなんてできません！」


　夢野が必死にそう言い募つのった。


　前の三つがあまりに変だったからだろう、一番まともそうな活動をしている温泉同好会の夢野は、変なプレッシャーに押しつぶされていた。


「あ、いや、あの、別にオチなんていらないんですけど……」


「無理です！　できません！　どうか許してください！　勘かん弁べんしてください！　力及およばずに、すいません……」


　まったく悪いことはしてないはずの夢野は、なぜか申し訳なさそうに頭を下げた。


「……そ、そうですか。わかりました、どうしてもプレゼンできないのならいいですけど。あの、ですが、夢野先輩、温泉同好会もとてもいい活動をしていると思いますよ？　だから、その、そんなに気にしないでいいですから……」


「うう、本当にすいません……」


　夢野は失意の表情で着席した。


　……まぁ、とりあえず、これでプレゼンはすべて終わった。


　なんだか、温泉同好会はともかくとして、どれも活動意義を訴うつたえにくいプレゼンテーションであった……。


「みなさん、ありがとうございました。……結論を言いましょう。プレゼンを聞き、みなさんが本気で打ちこんでいることはわかりました。やはり私は同好会の存在には意義があると確信しました！」


　海藤が喜々として言う。


「おお、本当ですか！」


「必ず、マニフェスト発表会でその証明をしてみせましょう。もし発表会でダメだと感じたら、遠えん慮りよなく私を見限ってくれて構いませんので！」


　花凜は腕うでを組んで、自信ありげにそう告げた。


　その堂々とした花凜の姿勢に、同好会も頼たよりがいを感じたのだろう、顔を合わせ、うなずき合っていた。








　勇、花凜、胡桃は、一年Ｄ組の教室を出た。


　あの後、同好会は花凜の支持に回ることを正式に承しよう諾だくしてくれた。


　しかし、これで大丈夫なんだろうか。


「花凜。本当に同好会の活動の意義を、マニフェスト発表会で示せるの？　正直プレゼンを聞く限りは……」


「大丈夫よ。私に任せときなさい」


　花凜はいつもの調子でそう答え、本当に微み塵じんも心配していない様子だった。


　確かに同好会の生徒達を説得する手しゆ腕わんは見事だったが、これでもまだ合わせて七九票にしかなっていない。


　他の候補者は現時点で一五九と一四六だが、あとパイとして残っているのは美術部の二九票だけ。仮に美術部の票をすべて獲かく得とくしても、相手から二〇票ずつくらい奪うばわなければ勝利できない計算となる。


　それがはたして、同好会の意義を示すことで獲得できるのだろうか？


「とにかく、これでラノベ部と同好会の問題は解決したわね。で、この後は、街頭活動だったっけ？」


「あ、うん、そうだね」


　勇はカバンからヘッドセットマイクと、タスキを取り出し、花凜に渡わたす。


「はい、これ」


「ありがとう。胡桃、ビラは持ってる？」


「うん、もちろん」


「それじゃ行きましょ……」


　と、花凜が言いかけたときだった。


「あら、誰だれかと思えば、花凜ではありませんか」


　前方から、桜さくら子ことエリーズがやってきた。ちょうど二人も教室回りでもしていたのだろうか、桜子はタスキをかけ、エリーズの手にはビラの束があった。


「こんなところで会うなんて、奇き遇ぐうですね。本当、何気なく教室回りをしていたら、出くわすなんて。全然狙ねらったわけではありませんのに、偶ぐう然ぜんとはあるものですね」


　そう言いながら花凜の前に立つ桜子は、誰の目から見てもわざとらしかった。


　花凜ははぁとため息をつく。


「……桜子。待ち伏ぶせしてたことが全然隠かくせてないけど？」


「は、はぁ？　待ち伏せって何のことかしら？　意味がわかりませんわ。だ、だいたい自意識過か剰じようではないのですか、私が待ってたのはあなたではなく……」


「……私ではなく？」


「あ、い、いえ、なんでもありません！　と、とにかく、ここで会ったのは偶然で、それ以外の理由なんてありませんから！」


「……まぁ、別にいいけど。それじゃあ、用がないなら行っていい？　悪いけど忙いそがしいの。これから街頭演説しなくちゃいけないし」


「あら、つれないのですね。……まぁ、もっともその街頭演説も、もはや不毛な努力になるかもしれませんけど。ふふ」


　と、桜子が含ふくみのある笑えみを漏もらす。


「……どういう意味？」


「私の勝ちはすでに決まったも同然、という意味ですわ。なぜならば、美術部は私達のものですからね！」


「美術部が君のもの？　どういうこと？」


　勇が問うと、桜子は得意げな表情で振ふり向いた。


「さきほど美術室を訪問したのですわ。私の話を聞いてもらいましたところ、いい感かん触しよくを得たのです。あれなら私へ票を投じてくれるはずですわ。あなたも風祭先せん輩ぱいも、私には勝てませんね！」


　だが、花凜は特に意に介かいした様子もなく、


「ふーん、そういうわけ？　それで勝てると思っているのは、相変わらず早計ね。驕おごる平家は久しからずってやつかな」


　と、髪かみを手でサッと払はらいながら、そう返した。


「ふん、負け惜おしみですか？」


「そう思いたければそれでいいけど。……だけど」


　ギラリと、花凜の目が光る。


「私は少しあなたに失望してるのよ？」


「……？　な、何、失望ですって？」


「同好会のことよ。自分の支持層のために同好会の予算をカットするなんて、ずいぶん身勝手な真似まねするじゃない？　あなたはそんなことをする人じゃないと思ってた」


「……！　そ、それは……」


　桜子の顔に動どう揺ようが走った。すると、エリーズが口を挟はさんだ。


「違ちがう。それは誤解。同好会をつぶすのは、さっちゃんの本心じゃない」


「え？　どういうこと、エリーズ？」


　勇がそう問うと、


「さっちゃん、仕方なくしてる。同好会をムダと考える、華か道どう部部長や支持層のために」


　そう桜子を擁よう護ごするエリーズの瞳ひとみには、普ふ段だんの無表情とは違い、真しん剣けんな色が見えた。


「……そういうことだったんだ」


　どうやら桜子自身は同好会に予算を与あたえてもいいと思っているらしい。確かに自分の都合で予算をカットするのは桜子らしくないと勇も思っていたが、そういうことか。


　だが、桜子はかばうエリーズを制した。


「いえ、いいのです、エリーズ。支持層の意向があっても、それを訴えるのは私の責任です。どのように言われようと、言い訳するつもりはありません」


　そう言った桜子の顔は……とても凜り々りしく、堂々としていた。


　どんな事情だろうと責任は自らが取る。家いえ柄がらだけじゃない、桜子もまた花凜に劣おとらないくらい、上に立つ人間としての資質があるのだろうと、勇は素す直なおにそう思った。


「なら、失望って言葉は撤てつ回かいするわ」


　桜子の態度から事情をよくわかったのだろう、花凜も納なつ得とくしたようだ。


　桜子は照れたように顔を赤める。


「ふ、ふん。別にあなたに失望されたとしても、どうでもいいですけど！」


「……そう」


　やっぱり本音を隠せていない桜子を見て、花凜は苦く笑しようした。


　だが、次に花凜は思い出したように、


「……あ、もう一つあったわね。ついでに言っとくけど、あなた、私のいない間に、華道部の雑用に勇を使ってたみたいだけど、それもうナシだから」


「！　え？　ど、どうしてですか？」


「当然でしょ。勇は私の秘書だもの。よその人間に好き勝手に使わせたりしない」


「ひ、秘書ですって！　ちょっと待ってください！　いつからそんなことになってるのですか？　そんなの聞いてませんし、許可してませんよ！」


「あなたの許可なんていらないでしょ。まぁ、優ゆう秀しゆうな政治家には、優秀な秘書がつくってことよ。悔くやしかったら、あなたも私のようになることね」


　ふふふんと、得意げに笑う花凜。


「ぐぐぐ、花凜……！」


　桜子は悔しそうに口を引き結んでいたが、すぐにはっと何かに気づいた表情になる。


「あ！　で、でしたら！　この選挙に勝ちましたら、勇は私の秘書にしますからね！　そうです！　それがいいですわ！」


　と、桜子はテンション高めに叫さけぶ。


「へ？　勇をあなたの秘書に？」


「別に構わないでしょう？　負けたらあなたにはもう、秘書なんていらないですからね！　そうでしょう？」


「……まぁ、確かに負ければ、私には必要なくなるけど」


「それではこれはもう決定ですわね！　俄が然ぜんやる気がでてきました！　必ず勇を獲得しますから！　勇、楽しみに待ってなさい、あなたを私の奴ど隷れいにしてあげますからね！　さぁ、もう行きましょう、エリーズ！」


　そう言い残すと、桜子はエリーズと一いつ緒しよに逃にげるように去って行った。秘書のはずが最後には奴隷になっていた。


「……」


　花凜は桜子達の後ろ姿を、複雑な表情で見ていた。


「どうしたの、花凜？」


　花凜は勇に振り向く。


「勇。仮に私が負けて、桜子が勝ったら、あなた、彼女の奴隷になるの？」


「え？　いや、どうだろう。彼女結構強ごう引いんだからなぁ、無む理り矢や理りやらされる可能性はあるかもしれないけど……」


「ちょっと、勇。そこははっきり、私の秘書しかやらないって言えないわけ？」


　と、花凜がジト目を向ける。


「少なくとも、今は私の秘書なんだから、はっきり断りなさいよ。そういうお人ひと好よしのところが、つけこまれるんでしょ。まったく、桜子がああなったのは、完全に勇の責任なんだから」


「……ああなったって、桜子が僕を秘書に、いや、奴隷にしたがること？　そ、そんなに僕って桜子に嫌きらわれるようなことしたのかな」


　胡桃が呆あきれたような視線を勇に送る。


「その反対だよ。桜子さん、結構いじりがいのある天然でしょ。兄さん、小学校の頃ころいつもの執しつ事じグセで、桜子さんの天然が起こしたミスをよく助けてあげたじゃない。それが原因だよ。相変わらず、兄さんはニブいね」


「……？」


　そういえばそんなことをしたかもしれないが、なぜ助けたのに嫌われるんだろう？　余計な真似をした、プライドを傷つけたということだろうか？


「ま、いいわ。とにかく街頭活動を始めましょう。……あ、それから、勇」


「ん、何？」


「街頭活動終わった後で、ちょっとやってほしいことがあるんだけど」








　教室や中庭を回り、一時間ほど街頭活動をした後、一度家に戻もどった勇は、恋ヶ浜家の邸てい宅たくを訪おとずれていた。出で迎むかえてくれた家政婦さんに先導され、自宅と比べるのもバカらしいほど広い家の中を、二階にある花凜の部屋へと向かって進んでいた。


　花凜が言った「やってほしいこと」とは、荷物整理だった。


　アメリカの屋や敷しきから抜ぬけ出して日本へと戻った花凜は、荷物をほとんど持たずに来たらしく、アメリカに置いてきた荷物がようやく今日の午後に自宅に届くので、勇に整理を手伝ってほしいということだった。


　これは秘書の仕事として考えていいのか疑問ではあったが、花凜は「秘書は政治家のプライベートな雑務もして当然でしょ」と主張したので、そう言われればそうかもしれないと、勇も承しよう諾だくした。


　ちなみにそのとき、勇は胡桃にも手伝わせようと提案したが、胡桃は「いや、邪じや魔ましちゃ悪いし」と断っていた。なぜ邪魔になるんだろうか。むしろ人手は多い方がいいはずなのに。


　もっとも、実を言えば、勇も決して不承不承ではなかったのだが。


　──半年ぶりに恋ヶ浜家にくるきっかけができたのだから。花凜が帰ってきてから、心のどこかでこの機会が訪れるのを、期待していたのだ。


「あの、三み崎さきさん」


　と、勇は前を歩く家政婦さんに声をかける。


「なんでしょう？」


「ええと、今って、香か織おりさんはいるの？」


「はい、ご在宅です。勇くんがいらっしゃることもご存じですよ」


「……そっか」


　長い廊ろう下かを進み、やがて花凜の自室の前に到とう着ちやくする。


「では、お嬢じよう様さまは中におりますので」


「うん。ありがとう」


　勇はコンコンとドアをノックする。


「花凜、きたよ」


「あ、勇？　どうぞ、入って」


　花凜の声が奥から響ひびき、勇はドアを開けて中に入った。


「うわ？」


　その瞬しゆん間かん、勇の目に飛び込んできたのは、部屋の隅すみに積み上げられた段ボール、トランク、包装された荷物の数々だった。


　どうやらこれがアメリカから送られてきた荷物のようだ。かなりの量であり、段ボールはひい、ふう、みい、二十個くらい、トランクも十個以上あった。半年分にしては少し多すぎる気がする。


「またいろいろ買い込んだみたいだね……」


　白いワンピース姿の花凜が近づいてきた。


「まぁね。初めての海外暮らしだったし、生活に必要なものって結構多くて」


「そう。何を買ったの？」


「たとえば……百分の一サイズの自由の女め神がみ像とか」


「それって生活に必要だったの!?」


「せっかくアメリカに住んでるんだもの、自由の女神は部屋に飾かざっておかなきゃダメでしょ？」


「……そ、そういうものなの？　じゃあ他ほかには？」


「他には……カーネルサンダース人形も買ったわ」


「だからそれ生活に必要なの!?」


「だって、お土産みやげ屋に限定品であったんだもの。それは買わなきゃでしょう？　他にもトーテムポールとか、野球のユニフォームとかも買ったし、うーん、アメリカっていろいろ必要なものが多かったのよね」


　……ようするに衝しよう動どう買がいして荷物が増えたということらしい。


　どうも花凜は蒐しゆう集しゆう癖へきとでもいうのか、やたらと何かを買ってくるクセがあるのだ。そのため、勇は昔からよく花凜の部屋の整理を手伝わされたものだった。


「じゃあ、ともかく始めようか？」


「ええ、お願い。衣類はタンスに、その他は適当でいいから」


「うん、わかった」


　勇は手始めに手前にあった段ボールから開ける。電気スタンドや目覚まし時計、小物入れが入っていた。どれも前に花凜の部屋で見たことがあり、アメリカへと持ち込んでいたものだろう。これらは元の場所に戻そうかと、記き憶おくをたどってせっせと片づけていく。


　しばらくそうして次々と整理していくと、やがて数冊のアルバムが入っている段ボールを見つけた。


「あ、アルバムだね。アメリカで撮とったやつ？」


「え？　あ、それは違ちがうわ。アメリカに持って行った、昔の写真よ」


　髪かみをかき上げながら、勇の隣となりに腰こし掛かけた花凜が、アルバムの一冊を床ゆかに置き、ペラっとめくる。彼女の言う通り、アルバムに収められていた写真は、小さい頃の花凜や勇、胡桃が写ったものだった。


「僕達の写真？　これを全部、わざわざアメリカに持ち込んでたの？　荷物になるだけなのに」


　そう言った勇に、花凜はなんだか不満げな瞳ひとみを向けてくる。


「そういうこと言うわけ？」


「……へ？」


「しばらく離はなれるんだから、せめて写真だけでもって気持ちがわからないものかしら」


　花凜は勇から顔をそらすと、アルバムをペラペラとめくり始める。勇はポリポリと頭をかいて、自分もアルバムに目を落とした。


　そこには、勇達の歴史が収められていた。


　めくっているその一冊は、ちょうど幼よう稚ち園えんの頃や小学生の頃のもので、お遊ゆう戯ぎ会で演劇をしているところ、入学式の様子、運動会で家族と一緒にお弁当を食べている一コマなどが写っていた。


　写真として残された勇達の思い出はアルバム数冊分にもなり、そのアルバムの厚さは、十六年という長さをともにしてきた勇と花凜の、歩んできたものの確かさ、みたいなものを感じさせるようだった。


　アルバムを見ながら、花凜が微笑ほほえんでいた。


「勇にはいつも助けてもらったわね。幼稚園のお遊戯会の役決めのこと覚えてる？　あのとき、主役をやりたい人が多くて、その人達のためにそれぞれ主役を別の人がやる三幕構成の劇にする案を私が出したけど、誰もやりたがらない端は役やくまで増えちゃって。その端役を、勇が全部引き受けてくれた」


「……」


「運動会でどの種目に誰だれが出るかの取り決めでも、人数が足りないところは勇が出てくれたし、修学旅行の役割分担を決めるときも、みんながいやがる雑用役進んでやってくれたし。私の作った案の足りないところを、勇が全部補ってくれた」


　政治家の娘むすめである花凜は、自発的に、あるいは誰かに頼たよられる形で、いろいろな決めごとをするとき、自然と中心人物となっていた。子供とはいえやはり人間関係により起きる問題はあり、さまざまな摩ま擦さつが存在するわけで、花凜は煩はん雑ざつな問題に追われていた。天性の才覚のある花凜だから、大たい抵ていは華か麗れいに処理できるのだが、それでもスムーズにいかないときはあり、そんなときほんのちょっとだけ手助けしたのは勇だった……かもしれない。


「……そうだったっけ？　だいたい花凜が解決してたと思うけど」


「ふふっ、あなたらしい答えね。でも私、本当に感謝してるんだから。……それで」


「ん？」


「前から聞きたかったんだけど、勇が私を助けてくれるのって、どういうわけ？　やっぱり、幼なじみだからなの？」


　……花凜を助けるわけ、か。


　思えば、勇の中でもその理由は漠ばく然ぜんとしているのだ。花凜が自然と中心人物になるように、勇もまた自然に花凜の手助けをしている。幼なじみ、親しい間あいだ柄がら、というのも理由の一つだろう。でも、やはりそれだけではない、勇は自分の中で、それ以上のものがあるのを、確かに感じていた。


「ええと……」


　と、勇が何とかその思いを言葉にしてみようかと口を開きかけたとき、コンコンとドアがノックされる。


「お邪魔するよ」


　そう言いながらドアを開け、部屋の中に入ってきたのは、花凜と似かよった面おも立だちの、美び貌ぼうの女性であった。


　花凜の姉──恋ヶ浜香織だった。


　思わず勇は顔をほころばせた。


「あ、香織さん」


「勇くん。久しぶりだね」


　長い黒くろ髪かみをかき上げながら、香織が歩み寄ってきた。


「どうしたの、姉さん？　何か用？」


「いや、用ってほどではない。勇くんがきたというから、ちょっと挨あい拶さつでもしようと思ったんだ。半年ぶりになるのかな、勇くん？」


「あ、うん、そうだね」


「でも、君も水みず臭くさいじゃないか？　こんなに長いこと、ご無ぶ沙さ汰たなんてな。別に花凜がいなくたって、いつでも遊びにきてくれてよかったんだぞ？」


「あ、その、ええと、ご、ごめん……」


　勇は頭をかき、言葉を濁にごす。


　香織は四歳年上の、国立大学の学生だ。


　小さい頃ころから恋ヶ浜家を訪おとずれていた勇は、当然彼女のこともよく知っており、昔は胡桃とともに一いつ緒しよに遊んでくれた。恋ヶ浜家と内藤家は家族ぐるみでつきあう仲であり、内藤家の歴代の何人かも恋ヶ浜家で執しつ事じをしていたし、勇と花凜の出会いも、同じ年に生まれた子供ということで、親同士が引き合わせたことから始まっている。


「それとも、私に会ってもつまらなかったかな？」


「あ、いや、まさかそんな！　香織さんっていつも忙いそがしそうだから、邪じや魔ましちゃ悪いのかなと思っただけで……」


「それが遠えん慮りよだと言ってるんだけどな」


　はははと、香織は朗ほがらかに笑った。


　それにしても……いつ見ても香織はきれいだなと、勇は思った。


　男性っぽいさばさばとした口調と性格。宝たから塚づか女優のような凜り々りしい容姿。大人の美しさ、というやつであり、久しぶりに会うからだろうか、半年くらいでそれほど変わるわけはないのに、その魅み力りよくはさらに増している気がする。


　そう、勇にとって香織とは昔から、いつも憧しよう憬けいを起こさせる女性で……。


「……ちょっと、勇。姉さんのこと、何いやらしい目で見てるの？」


　花凜が勇にジト目を向けてきた。はっとして、勇は我に返った。


「え？　あ、い、いやらしい目でなんて見てないよ！」


「見てたじゃない。鼻の下まで伸のばしちゃって。勇は姉さんを見ると、すぐにデレデレするんだから」


「そ、そんなことは……」


「おいおい、そんなに怒おこるな、花凜。勇くんが私を見てたのは、半年ぶりで懐なつかしかっただけだろう。花凜は勇くんのことになると、すぐにムキになるな」


　と、香織がなだめるように言うが、


「別にムキになってないでしょ。実の姉を変な目で見られるのがいやだっただけでしょ」


　花凜はプイッと顔をそらした。


　そんな妹を見て香織は苦く笑しようし、それから勇に振ふり向いた。


「それはそうと、勇くん。君には、お礼を言わなければと思っていたんだ。花凜の選挙を手伝ってくれているようだね。ありがとう。すまないな、うちの事情で、また君のことを振り回すみたいで」


「あ、いや、そんなことは」


「まったく、父さんにも困ったものだ。教育熱心なのはわかるが、娘の意思なんて全然考えないのだからな。私も昔、父さんから問題ばっかり課せられて、辟へき易えきしていたよ。だから花凜には、もっと自由にさせてあげたかったのだけどな」


　香織は何かを思い出すようにして、ため息をついた。


　恋ヶ浜家の長女である香織も、花凜と同じく父親からいろいろな問題を課せられていたのだろう。そういえば、高校時代から何度も留学していたのを、勇も覚えていた。


「まぁ、花凜は私よりもできるからな。期待をかけるのはわかるんだが」


　花凜がクルッと香織に向き直る。


「謙けん遜そんしないでよ。私より姉さんの方がずっと優ゆう秀しゆうだったじゃない。小さい頃は、姉さんに勉強教えてもらってたし」


「それはお前より早く生まれたってだけの差だろう？　姉をたててくれるのはうれしいけどな。私なんて、大したものではないよ」


「いや、そんなことないよ。香織さんだってすごい人だよ。中学でも高校でも、いつもトップの成績だったし。今だって有名国立大の……」


　妹の才能をほめ、自分のことは謙けん虚きよに語る香織に、勇は笑えみを漏もらしながらそう言ったのだが、


「ちょっと何なのよ、勇？　姉さんばっかりほめちゃって。そんなに姉さんに好かれたいわけ？」


　花凜が口をとがらせてそう言った。


「え!?　いや、ちょっと、どうしてそんな風に取るの？　ていうか、香織さんが優秀だって言ったのは、花凜が先でしょ？」


「妹が言うのと、他人が言うのとでは意味が違うでしょ！　昔から、勇は姉さんばっかり持ちあげるんだから！」


「……うう、やりにくいな……」


　昔からと花凜は言ったが、それを言うなら彼女もそうだ。


　勇が香織をほめたりすると、花凜はすぐに過か剰じよう反応を起こすのだ。妹としての一種の対たい抗こう心しんというやつなのだろうか？　だけど、勇の記き憶おくでは、胡桃が香織をほめたりしても花凜は別につっかかったりせず、勇がほめるときだけこうして針でチクチクとさしてくるのだが、一体どういうことなんだろう？


　そのとき、携けい帯たい電でん話わの着信音が鳴り響ひびいた。


「ん？　私のようだ、ちょっと失礼」


　香織が携帯を取り出す。


「香織だ。……ん、今からこいって？　帰宅したばかりなんだが。……そうか。わかった、なら仕方がない。すぐ行く」


　香織はすぐに電話を切った。


「すまない。もっとゆっくり勇くんと話したかったが、研究室から呼び出しだ」


「研究室？」


「大学のだ。仲間と一緒に研究の一いつ環かんでネット系のベンチャー企業を作ったんだ。そこで少しトラブルが起きたらしい。今から戻もどらなくてはならなくなった」


「研究でベンチャー企業を？……さすがは香織さんだ」


　政治的な才覚を持つ花凜に対し、香織は商才に優すぐれている、と勇は聞いていた。香織は、将来は数々の企き業ぎようを保有している恋ヶ浜家系列グループのトップになることを期待されているのだ。


「では、これで失礼するよ。……勇くん」


「ん？」


　香織が勇の肩かたに手を置いた。


「妹のことをよろしく頼たのむよ。やはり花凜は、勇くんがいないとダメだからな」


　香織は優やさしく、愛情のこもった微笑ほほえみを見せた。


　──ああ。


　勇は思い出す。いや、それはずっと心にあったものだ。


　香織からかけられるこの言葉。小さい頃から、何度も受けたこの頼み。花凜を手伝うことが、香織の期待に応こたえることにもなる。もちろん、花凜に手を貸すのがすべて香織のためという意味ではないが、この香織の言葉が、勇の原動力の一つになっていることは、確かなのだった。


「それじゃ、ゆっくりしていってくれ、勇くん」


　そう言い残して、香織が部屋から出ていった。


「……」


　勇はやはり名残なごり惜おしく、もう少し話がしたかったところだ。


　勇が恋ヶ浜家を半年間訪れなかったのは、花凜がいないのできっかけがなかったことと共に、香織の言う通り、遠慮していたからだ。香織の顔が見たいな、香織と話がしたいな、と思うことはあっても、気軽に会いに行くことはできなかったのだ。


　香織が出て行ったドアを、勇はしばらくぼうっと眺ながめていると、再び花凜の声が響いた。


「何よ、勇。そんな露ろ骨こつに残念そうな顔しちゃって。私と二人きりになるのがいやなわけ？」


「……いや、まさか！　香織さん、まだきて数分しか経たってないから、もう少し話ができたらよかったのになって、そう思ってただけだよ？」


　花凜はしばらくふくれっ面つらをしていたが、


「あっそ。じゃあ、早く荷物整理始めて。あなた、私の秘書なんだから、姉さんに好かれようとする暇ひまがあったら、ちゃんと仕事してよね！」





　その後、勇は黙もく々もくと作業していた。


　勇はテキパキと荷物を運んでいき、衣服はきちんと畳たたんでタンスへ収納、洋書は本ほん棚だなを整理して空いたスペースに収め、小物やアクセサリー類はガラス棚だなや机に、自由の女め神がみ像はラックに飾かざり、カーネル人形は壁かべに立てかけた。やはり執事の家系のせいか、体が勝手に手て際ぎわよく動いていた。


「ふう、こんなものかな」


　一時間かけて、勇は任された分の整理を終えた。


「花凜。こっちは終わったよ」


「そう？　ご苦労様」


　花凜のねぎらいの声に、勇は振り返る。


　花凜は床ゆかに寝ねそべって、洋書を読んでいた。その周りには、段ボールから出したらしき数冊の本が散らばっていた。


「……ちょっと、花凜。片づけるどころか散らかしてるよ……」


「え？　あ、ごめんなさい。ちょっと本に夢中になっちゃって……」


　勇はため息をつく。昔から花凜は片づけるのが苦手だった。それで蒐しゆう集しゆう癖へきまであるのだから、片づかないことこの上ない。


「ていうか、何を読んでるの？」


「小説よ。ラブロマンス」


「アメリカでも恋れん愛あい小説買ってたんだ。花凜って、本当にそういうの好きだよね。前から思ってたけど、恋愛小説の何がそんなに好きなの？」


「何がって、もちろんラブロマンスには、人間の謎なぞや面おも白しろさが詰つまっているからじゃない」


「人間の謎と面白さ？」


「答えのないものって、言いかえることもできるかしら。勉強しても身につかないものって面白いでしょ？」


「……」


　確かにラブロマンスは、勉強して答えが見つかるようなものじゃないだろう。頭がよく、勉強ができる人間っていうのは、やはりそういうことに興味を覚えるものなのかもしれない。そのせいなのか、転校初日の自己紹しよう介かいでもそうだったが、なんとなく花凜は恋こいに恋している、恋愛をかなり理想化しているふしもあるのだが。


「まぁ、とにかく読んでないやつは本棚に収めるけど、いい？」


「そう？　じゃあ、お願い」


　勇は散らばった本を集め、本棚へと持っていった。


　本棚には、漫まん画が、小説、専門書、洋書など、二千冊は軽く超こえる書しよ籍せきがびっしりと詰まっていた。花凜は乱読家と言っていいだろう。その中で恋愛小説や少女漫画など、ラブロマンス関係の書籍は四分の一くらいを占しめていた。


　勇はスペースを作るため本棚の洋書を整理しようとした。


「ん？」


　だが、洋書を一冊抜ぬくと、その奥に文庫本があるのを見つけた。それも数冊だ。なぜ洋書の奥に？　花凜が適当に収めてしまい、奥に行ってしまったのだろうか。なら、ついでに整理しておこう。勇は洋書を数冊抜き、奥の文庫本を取った。


「……『お仕えします、お嬢じよう様さま』？」


　という題名の本だった。他ほかは『執しつ事じに恋して』『執事以上、恋こい人びと未満』『お嬢様と呼ばないで』など。題名から察するに、全部執事の話のようだ。ジャンルは、恋愛小説っぽい。どんな内容だろう？　少し興味を覚えた勇は、『お嬢様と呼ばないで』のちょうどしおりが挟はさんであったページを開き、読んでみた。


「……あれ？　これって」


　勇はその内容をどこかで聞いたことがあるような気がした。


　書いてあったのは主人公らしき女性、明あき菜ながメールを受け取るシーンだ。そのメールは彼女の家に勤める執事の京きよう平へいからで『お嬢様。どうか私の家においでください』という文面だ。


　勇はパラパラと続きを流し読みしてみる。明菜はこれを強ごう引いんにプロポーズと受け取って、ウェディングドレス姿で京平の家に乗り込んだようだ。すると、実は京平は本当にそれをプロポーズとして送っていて……、


「ちょ、ちょっと！　何を読んでるの、勇！」


　いつの間にか側そばにいた花凜が、勇の手から小説を奪うばい取った。


「え？　あ、いや、これ奥にあって……」


「だからって読むことはないでしょう！……もう、それは隠かくしておいたのに……」


「ん、隠していたの？」


「あ、いや、何でもないわよ！　とにかく、これは私が片づけるから、勇は他の本の整理しなさい！」


　と、花凜は顔を真っ赤にして言った。





　それから十分後、勇は本棚の整理も終えた。


「ふう。これで整理は完ぺきだね」


「勇、ありがとう！」


　テーブルについて紅茶を飲んでいた花凜が言った。結局彼女が片づけたのは、下着類くらいのものだった。


「じゃあ、紅茶でもどう？」


　勇もテーブルに着き、花凜が注いでくれた紅茶を受け取る。すると、テーブルには資料の束と、数冊の本があった。


　資料は、以前に勇が渡わたした文化部の各部の活動記録をまとめたものであり、見ると赤ペンで、傍ぼう線せんと「十ポイント」「五ポイント」などの文字が、いろいろ書き込まれていた。本は『茶さ道どうの歴史』『新聞の活動』など、ちょうど文化部に関連するもののようであった。


「……何してたの、花凜？」


「まぁ、ちょっとね。後のお楽しみよ」


　と、花凜はイタズラっぽく笑った。


「……そう？　まぁ、それはいいんだけどさ。やっぱり少しは自分で片づける習慣つけた方がいいんじゃない？　そうしてさぼってるから、いつまでたってもできるようにならないんじゃない？」


　すると、花凜はビクッとする。


「べ、別に私はいいのよ、か、片づけられなくったって」


　花凜はそう答えるが、その少し狼ろう狽ばいした様子からして、片づけられない自分の性格を、女の子として、気にはしているようであった。


「勇がこうやって、片づけてくれるし」


「そんないつも僕を頼たよられても。僕がいないときだってあるんだしさ？　そういえば、アメリカではどうしてたの？」


「……さぁ？　どうしてたのかしら？　気づいたときには片づいてたけど」


　きっと屋や敷しきの人が片づけていたのだろう。あるいは、こうして勇や周りの人間がやってしまうから、ますます花凜はできなくなってしまっているのかもしれない。そう考えると、若じやつ干かん反省しないでもなかった。


「ともかく、私にはもっとたくさん長所があるから、片づけできなくてもいいのっ！　片手で折り紙の鶴つる折れるし、舌でサクランボの茎くき結べるし、ゲームは一日二時間までのルール守ってるし」


「いや、なんでそんな微び妙みような長所を。もっとあると思うんだけど……」


「それよりも、勇。私も聞きたいことあるんだけど」


「ん、何？」


「メールでも聞いたけど、やっぱりあなた、執事じゃない道を考えてるわけ？」


「ああ、そのこと。うん。そうなんだ」


「でも、一体どうしてなのよ？」


「まぁ、自分に執事が一番合っているのはよくわかってるよ？　ずっとそういう教育を受けてきたしね。昔はそれでいいと思ってた。だけど、今は僕には違ちがう生き方もあるんじゃないかと思ってるんだよ。親の敷しいたレールじゃない、違う将来が」


「……なるほど。つまりただの反はん抗こう期きなのね」


「そう、ただの……って、ちょっと、身も蓋ふたもない言い方しないでよ!?」


「あ、ごめんなさい。言い直すわ。めんどくさい時期なのね」


「もっとひどくなってる!?」


　だけど、花凜の言う通りなんだろうか。多少自分でもそうなのではないかと感じるのが悲しいところではある。


「なら、ちょうどいいじゃない。私があなたの新しい将来を提供してあげる」


「え？」


「勇。あなた、政治家秘書になりなさい。私が雇やとってあげるから！」


「政治家秘書……」


「私の選挙手伝って、自分のスキルを活いかせることはわかったでしょ？　やりがいがあることは保証するわ。私は、将来は総理大臣になって、日本を引っ張っていくんだからね。退たい屈くつは絶対にさせないわよ！」


「……総理大臣か。不思議と君が言うと、全然噓うそに聞こえないね」


「当たり前よ。本気で言ってるんだもの」


「うーん、政治家秘書かぁ。まぁ、スキルを活かせそうなのはわかったけど、でもそれって結局やること執事とあんまり変わらないよね？　できればもっと違うものがいい気もするなぁと……」


　花凜がブスリと顔をしかめる。


「何よ！　せっかく私が、執事ではない道を探してはみたけど、やっぱり他にできることもなくて、ふてくされて酒とギャンブルに溺おぼれて身も心もボロボロになってしまったあなたを、秘書として雇ってあげるって言ってるのに、断るわけ？」


「ただ雇うだけじゃなくドラマも求められてる!?」


「まぁ、自分の将来は自分で決めたいって気持ちはわかるけど。でも、やっぱり勇には執事か、それに近い秘書の方が合ってるのよ。今すぐ返事をしてとは言わないから、考えておいて。私の秘書になること」


　と、花凜は冗じよう談だんめかして言った。


「……」


　だが、勇にはその花凜の表情にどこか真しん剣けんなものもある気がした。
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　一夜明け、木曜日の放課後。お笑い同好会の部室の中で、勇ゆうは生徒会が配ったパンフレットを見て、明日の段取りと必要なものを確かく認にんしていた。


　花か凜りんの演説の順番は最後、長時間座っているので座ざ布ぶ団とんは当たり前として、紅茶も用意しておこう。リラックスさせるためのクラシック音楽を録音したアイポッド、暇ひまつぶしの雑誌、新聞、漫まん画がに小説、眠ねむ気け覚ざましのガムとフリスクも。それから仮か眠みんを取る必要ができたときのためにリクライニングチェアも、足をほぐすマッサージ用具も必要だろう。


　明日はマニフェスト発表会だった。花凜がどんな人間かを公おおやけの場で見せる最初の機会であり、それは同時に、他ほかの候補者に劣おとるように見えてしまえば、他の部はおろか、同好会すら見放してしまうかもしれないことを意味する。勇は念入りに確認していた。


　だが、そんな勇の横で、肝かん心じんの花凜はと言えば、


「うう、また負けた！」


　何かが弾はじけるような残念な効果音が鳴ったと思ったら、花凜が机にうなだれる。


「むむう、胡桃くるみ。やっぱりあなたうまいのね……」


「ふふふ、ゲームでは恋こいちゃんに負けないよ」


　花凜は胡桃と携けい帯たいゲーム機で、対戦型パズルゲームをして遊んでいた。


　発表会を明日に控ひかえても、花凜は相変わらず余よ裕ゆうだった。……本当に大だい丈じよう夫ぶなんだろうかと、勇は少し心配だった。


　花凜と胡桃の空になっていたティーカップに、ポットで紅茶を注ぎながら勇は聞いた。


「花凜。演説の原げん稿こう用意しなくていいの？」


　花凜は紅茶を一口すすりながら、


「ええ、大丈夫よ。演説の内容は私の頭の中にあるから」


「そっか……」


　まぁ、演説については彼女に任せるしかなかった。しかし、勇にはもう一つ気がかりなことがあった。美術部だ。花凜は依い然ぜん、美術部に訪問する気はないようなのだが、こうしてゲームをしている時間があるなら、できるはずなのだが。


「ねぇ、本当に美術部に行かなくていいの？」


　花凜はゲーム機を置くと、勇に顔を向けた。


「何、またその話？　必要ないって言ったでしょ？」


「でもさ、僕達は票が全然足りてないんだよ？　やっぱり中立の美術部には支持を訴うつたえておかないといけないんじゃないの？」


「納なつ得とくできないみたいね？　わかった、なら説明してあげましょう。簡単に言うと、さほど意味ないからよ。……琥こ珀はくさん、ちょっとこっちにきてくれる？」


　バサリと、花凜の背後の壁かべから布が舞まい上がり、琥珀が現れた。


「はい、わかりました」


　もうすっかり慣れたもので、琥珀が壁から現れても、勇も驚おどろかなくなっていた。


「琥珀さん、昨日、桜さくら子こと風かざ祭まつり先せん輩ぱいが何をしてたか、説明してくれる？」


「はい。昨日、鶴つる殿どのさんは美術部を訪問したのですが、そのとき美術部は支持する条件としてモデルの提供を持ちかけました。彼女の所属する華か道どう部は清せい楚そで美人な方が多くて、男子部員が熱ねつ烈れつに希望していましたね。鶴殿さんも、選挙後なら部同士の交流として十分可能だと答えました」


「……モデルの提供か。桜子、昨日美術部からいい感かん触しよくを得たって言ってたけど、そういうことだったんだね」


「それで琥珀さん、風祭先輩は？」


「同じく美術部を訪問して、コネのある中国拳けん法ぽう部の男子部員と新体操部の女子部員を、モデルとして美術部に提供すると持ちかけました」


「……ん？　風祭先輩も、桜子と同じくモデルの提供を？」


「ええ。これでわかったでしょ、勇？　美術部は天てん秤びん外交を仕し掛かけているのよ。あっちはこういう条件出してるけど、あなたはどうするって交こう渉しよう相手を天秤にかけて、どんどん要求を吊つり上げていくのよ。キャスティング・ボートの勢力だからこそ可能なことね」


　勇はオウム返しする。


「キャスティング・ボートって？」


「勝負の決め手を握にぎる少数の第三勢力のことよ。美術部の持つ票数二九は、桜子にとっては風祭先輩を突つき放す数で、風祭先輩にとっては桜子を追い越こせる数となるでしょ？　二人ともどうしても欲しいところだけど、美術部はどちらが当選しても問題ないから、二人の足あし下もとを見て、有利な条件を引き出すことができるってわけ。桜子、昨日は上じよう機き嫌げんだったけど、今日は不ふ愉ゆ快かいに違ちがいないでしょうね」


　琥珀が相あい槌づちを打つ。


「はい、美術部部長さんは鶴殿さんに、菊きく乃の会長がコネを持つ水泳部にモデルを提供するように迫せまっているみたいです。鶴殿さんはこの対応にかなり立腹してまして、条件を呑のむかどうか返答できませんでした」


「……美術部がこうするとわかってたから、交渉する気がなかったんだ、花凜？」


「その可能性を考えてまずは様子見したんだけど、案の定だったみたい。演劇部にモデルになってもらえば、私達も交渉くらいはできそうだけど、それで他に勝てるのかと言えばそうでもないし。足下見られるのも腹立たしいし、無む駄だなことはしないに限るわ」


「でも、だったら、美術部の天秤外交を指し摘てきしてみるとかは？」


「あなた達は悪いことしてるんだから、心を入れ替かえろって？　それはそれで正しいでしょうけど、でも、人とは業ごうの深い存在なのよ。利己的な利益を求める相手を、見返りなしで取り込むのは難しいし、私はそれができるって思うほど、人間の性質を甘くみたりしないわ。井原西鶴の言葉にもあるでしょう、『人間は欲に手足がついたもの』ってね。人間は利益に弱い、だから利益誘ゆう導どうの手法は成立するのよ」


「……」


　人間は利益に弱い、か。こういうシビアな人間観を持っているところは、さすが政治家の娘むすめだった。


「でも、大丈夫。天秤外交は部長の主導らしいから、そのやり方に反感を覚える部員もいるはずだし、むしろその部員を取り込みやすくなってるとも言えるわね。どっちにしろ同好会の意義を訴えるのは発表会でいい。個別に訪問する必要はないわ」


　勇も美術部を訪問しない、その意味がないことはわかった。しかし、それは結局、こちらの有利を意味するわけではないのだが。


「うーん、こんなとき、香か織おりさんだったら、どうするんだろうなぁ」


　と、勇は何気ない気持ちでそう漏もらした。


　その途と端たん、花凜がジロリとにらみつけてくる。


「ちょっと、それはどういうわけ？　何で突とつ然ぜん、姉さんの名前が出てくるのよ？」


「……え？　あ、だってほら、香織さんって、ビジネスセンスがあるでしょ？　こういう交渉ごとって、香織さんの得意分野だろうから、どうするんだろうなぁって思っただけだけど……」


「……あっそ。つまり、私よりも姉さんの方が頼たよりがいがあるって言いたいわけ」


「いや、ちょっと、花凜。香織さんのことになると、どうしてすぐにそうやって変な風に取るのさ？」


「勇が変なこと言うからでしょ！」


　ぷいっと、花凜がそっぽを向いた。


　胡桃がため息交じりに言う。


「兄さん、また余計なこと言って」


「そ、そんなこと言われても……」


「兄さんが、悩なやんだりするからいけないんだよ。私達は恋ちゃんを信じて、自分達にできることをすればいいんだから。そうだ、ちょうど兄さんにしかできない役目があるよ」


「僕にしかできない？　何？」


　胡桃はニヤリと笑うと、お菓か子しの空箱を見せた。


「お菓子なくなっちゃった。ちょっと買ってきて」


「ただの使いっパシリじゃん。僕じゃなくてもできるよ」


「ふふふ、大丈夫だよ、兄さん。ただの買い物じゃないから。行きは匍ほ匐ふく前進で、帰りはコサックダンスをしながら、買ってきてもらうつもりだから」


「別に無む理り矢や理り難易度上げなくていいよ！　結局僕じゃなくてもできるし！」


　そこで琥珀が立ち上がった。


「ええと、それじゃあ私もちょっと、調査活動に行ってきますね」


「ん、矢や車ぐるまさん、調査活動しに行くの？」


「あ、はい」


「僕にも何か手伝えることあるかな？　やっぱり人手があった方がいいんだよね？」


　勇は花凜を振ふり返って、


「いいかな、花凜？　段取りの確認はもう終わってるし」


　花凜はまだ少し不ふ機き嫌げんそうに、


「……勇がやりたいなら、別に断る理由もないけど」


　……うん、思った通り、ここは花凜の機嫌が直るまで、勇はしばらく外した方が良さそうだった。


「じゃあ行ってくるよ。矢車さん、調査活動手伝わせて」


「あ、はい。こちらこそ助かります」








「うん、吹すい奏そう楽がく部の友達は鶴殿さんを支持するって言ってたよ。コンクールって相手もあるし、いつもいい結果ばかり出せるわけじゃないでしょ？　風祭くんのマニフェストだと、結果によって予算の増減がされるかもしれないからって。あと、茶さ道どう部もやっぱり鶴殿さんみたいね。茶道部の大会って、マイナーで規模も小さいから、評価を受けにくいって言ってたよ」


「なるほど、そうですか……」


「これくらいでいい？」


「あ、はい。どうもありがとうございました」


　勇が頭を下げて礼を述べると、どういたしましてと、話をしてくれた二年生の女生徒は、友人とともに去っていった。


　勇は正門前の広場にいた。先ほどから下校する生徒に声をかけ、補欠選挙のことを聞いて回っているのだ。


　忍にん者じやの末まつ裔えいである琥珀だが、別にいつもこの前のように木の上で会話を録音するといった、忍術スキルを駆く使しした諜ちよう報ほう活動ばかりしているわけではなく、こういう地道な聞き込みや、知人を介かいしての聴ちよう取しゆ、ネットの掲けい示じ板ばんのチェックなどの方が多いとのことだ。ちなみにこうして噂うわさ話ばなしを聞く程度の聴取活動なら選挙違い反はんにはならない。ただしそれを公表するのは違反で、虚きよ偽ぎの結果を出し、自分達が有利であるよう見せかけることもできるためだ。


　別の生徒から聴取をしていた琥珀が、勇に近づいてくる。


「どうでした、内ない藤とうくん？」


「うん、ええとね……」


　勇は先ほど聞いた内容を話す。


　琥珀はクマの可愛かわいい手帳を取り出してそれを書き留めると、続いてウサギのストラップがついたスマホを取り出し、普ふ段だんから打ち慣れているのだろう、素す早ばやい指さばきで文字を打ち込み、胡桃にメールを送ろうとした。


　そこで突然、琥珀の指が止まり、右を向いた。


　何だろうと思い、勇も振り向いてみる。


　そこには二人組の女生徒がいた。だが、琥珀の視線は女生徒ではなく、手前側にいる女生徒が持つカバンについた、小さなぬいぐるみに注がれていた。


「可愛いな……」


　琥珀は目を輝かがやかせ、つぶやいていた。


　……初めからわかっていたことだが、やはり琥珀は可愛いもの好きみたいだ。ストラップや手帳もそうだし、きれいな長い黒くろ髪かみにはいつも可愛い花の飾かざりのピンをつけている。忍者の末裔というが、その辺りは普ふ通つうの女子高生のようだ。というより、どちらかというと、そちらの方が彼女には合っているような気がした。


「ねえ、矢車さん」


「あ、はい？」


「君ってさ、忍者っていうけど、やっぱり普通の女の子だよね」


　勇は何気ない気持ちでそう言った。


　だが、その途端、琥珀の表情がぴしりと、凍こおりついた。


　勇を見つめ返すその顔は、まるで推理小説のクライマックス、探たん偵ていに「犯人はお前だ」と指摘された真犯人みたいだった。


「……え？　な、何？」


　そんな顔をされると思っていなかった勇は戸と惑まどった。


　やがて琥珀はゴクリと唾つばをひと飲みすると、震ふるえる声で聞き返してきた。


「え、ふ、普通……？　そ、それはどういう……？」


「あ、いや、だから。矢車さんって可愛いものを見たときの方が生き生きしてるような気がして。忍者よりも、そっちの方が合ってるように見えたんだけど……」


　琥珀はあわあわとして言い募つのった。


「な、何言ってるんですか、内藤くん！　わ、私はクノイチですよ？　根っからの忍者ですよ？　忍術以外に興味なんてないですよ！　メ、メモするときは必ず巻き物ですし、遠くへ伝達する手段も基本的にはハトですよ？」


「いや、さっき携けい帯たい電でん話わとメモ帳使ってたような……」


「え？　あ、あれは、その、て、敵を欺あざむく偽ぎ装そうです！」


「どういう偽装になるのそれは!?」


　そして一体どんな敵に対して？


「ほ、本当に忍者です、私は！　う、噓うそじゃないんです、本当に私は忍者の末裔で、クノイチなんです。だから、お願いですから、がっかりしないでください、失望しないでください……」


　琥珀はがっくりと頭を下げた。その表情は見るからに落ち込んでいた。


「ど、どうしたの、矢車さん？　がっかり？　失望？　よくわからないけど、別に僕はがっかりも失望もしていないけど？」


　琥珀は不安そうに顔を上げた。


「……え？　ほ、本当ですか？　がっかりも、失望もしていない？」


「う、うん」


「……そ、それはその、私が忍者っぽくなくて、普通の人間みたいであってもということですか？」


「ま、まぁ、そうだね」


「……わ、私が、無理に忍者っぽくふるまっているんだと知っても、ですか？」


「あ、そうだったの？　でも、そっか。だから、可愛いもの好きの方が、君に合ってるように見えたんだ」


「……ほ、本当なんですか？　私が忍者っぽくなくても、内藤くんはがっかりしないんですか？」


　琥珀は意外そうに、目をパチクリとさせていた。


「ええと、あの、どういうこと？　矢車さんってあえて忍者っぽくふるまっていたの？」


　琥珀はコクリとうなずく。


「はい。その通りです。忍術の素養は一応あります。祖父と父に教わってますから。ですが、それを日常生活で使いたいとは、正直あまり思ってません……」


「じゃ、じゃあ、何で壁かべに隠かくれたり、ロッカーに入ったり？」


「ク、クセといいますか、そうしなくちゃいけない衝しよう動どうにかられて……」


「しょ、衝動……？」


「……小学校からそうなんです。私の実家が忍者の家系だと知ったら、みんな手しゆ裏り剣けん見せてとか、スイトンの術してみてとか、分身してとか言ってきまして……。周囲をがっかりさせないために、私は忍者っぽくふるまうしかなかったんです。だから、眼帯をしたり偽装布で壁に隠れたり、ちょっと前ぜん傾けい姿勢で走ってみたり、休み時間にはわざとらしく手裏剣やクナイを磨みがいてみたりと……」


「……」


「そしたら、もうそれが私の標準的な生活態度みたいに受け取られてしまって、ちょっとでも普通にふるまうと、『え？』みたいな顔されるようになりました。そんな友達の失望する顔が、すごくつらくて……」


「そ、そうだったんだ」


「引き際ぎわがわからないと言いますか、やめるタイミングを逸いつしたと言いますか、私が忍者っぽくふるまわなければ、周囲をひどくがっかりさせてしまうのではないかと思って、小中学校でもやり続けてました。いつしか、そうしていなければ私も落ち着かなくなってしまいました……」


　……なるほどと、勇は納なつ得とくする。


　つまるところ、琥珀は……とてもいい人ということらしい。


　彼女は謙けん虚きよで善良なただの女子高生だった。実家が忍者の末裔だったことと、周囲から変な期待を持たれてしまった不幸から、変人としてふるまうことを余よ儀ぎなくされただけで、本当は可愛いものが大好きな、いたって普通の少女のようだった。


　それを理解した勇は、ふと気がかりなことが起きた。


「あの、矢車さん。その、なんていうか、もしかして同好会で、胡桃から忍者っぽくすることを強要されてるの？　なら、兄として謝らなくちゃ……」


「あ、そんなことはないです。同好会では、胡桃ちゃんが俊しゆん介すけくんにスベリ芸を仕込んでいるのを見ているだけで、忍術の強要はされてません。むしろ胡桃ちゃんは、お笑い同好会なら忍術もネタのように周囲は見てくれるんじゃないかと私を気き遣づかって、同好会に誘さそってくれたみたいです」


「……そうなんだ。まぁ、あいつもあれで意外と優やさしいところはあるけど……」


　反対に俊介は間ま違ちがいなくオモチャにされているのだろうが。


「でも、一番の理由は、可愛い胡桃ちゃんに誘われたら、なんとなく断れなかったからなんですけどね……」


「……僕から言うのもなんだけど、あんまりあいつの見た目にだまされない方がいいよ」


　ともかくと、勇は考えてみる。


　勇は琥珀の秘密、忍者キャラの裏に隠された善良な素す顔がおというものを知ってしまった。しかも琥珀は無理して忍者のようにふるまっていることまで聞いてしまったわけだが、ならここで琥珀になんと言ってあげるべきだろうか？　気の利きいた言葉をかけるべきだとは思うが、忍者っぽくしないと落ち着かないとまで言ってるので、勇の一言で簡単に変えられるわけもないだろう。


　なら、せめて。


「矢車さん、だったら、僕はちゃんとそのことわかっておくよ」


　琥珀はきょとんとする。


「え？」


「君が忍者っぽいことしても、僕はちゃんと君が本当は優しくて控ひかえ目な女の子だって覚えておくよ。今後絶対に忍者っぽくないことしても、がっかりも失望もしないって約束する。だから、僕の前ではそんなに構えなくてもいいから。あまり無理しなくていいよ？」


「……」


　勇がそう言うと、琥珀は感情の見えない表情で、じいっと見てきた。


「……？　な、何？」


「……なるほど。これが恋こいヶが浜はまさんと鶴殿さんをひきつける、内藤くんの力なのですね」


「え？　花凜と桜子をひきつけるって？」


「あ、いえ、なんでもないです。……ありがとうございます。そう言ってもらえて、少し肩かたの力が抜ぬけました。ですが、あなたや恋ヶ浜さん、胡桃ちゃんや俊介くんのように、こうして忍者っぽくすることでできた友達もいます。そしてやっぱり性格なのでしょうか、調べものすることは好きですし、みなさんの役に立つなら喜んで忍術も使います。ですから、そんなに気を遣つかってもらわなくても大だい丈じよう夫ぶですよ？」


「そう。だったらよかったけど」


　そこで琥珀はうつむき加減で続ける。


「……ただ」


「ん、ただ？」


　琥珀は勇を上目づかいで見る。


「それなら、私のことは琥珀って呼んでください。私も勇くんって呼びますから」


「そう？　わかったよ。……琥珀さん」


「はい、勇くん」


　と、琥珀は微笑ほほえんだ。





　それから三十分ほど調査を続け、それなりに情報も集まった。勇と琥珀はこのあたりで切り上げることにしたが、部室に戻もどる前に、勇はやろうと思っていることがあった。


「琥珀さん。ちょっと美術室の様子を見てこようと思ってるんだけど」


「美術室に？　美術部の様子を見るんですか？」


「うん。花凜は必要ないって言ったけど、やっぱり少し気になるんだ。他ほかの候補者の動きも見られるかもしれないし、何か票につながる役立つ情報が得られるかもって……」


「そうですか。わかりました。では、私もお供しますね。情報収集は私の役目ですし、実は私も少し探さぐろうと思ってましたから」


「……そう？　うん、わかった。じゃあ一いつ緒しよに行こう」





　美術室は理科室や音楽室など特別教室のある第二校舎の四階にあった。


　勇と琥珀はしんと静まり返った廊ろう下かを渡わたり、美術室の前にやってくる。


　アポもなしにいきなり入るのはまずいだろうと思った勇は、まずはそっとドアの窓から様子を見てみた。中では部員達がモデルを使ったデッサンを行っている最中であった。


　モデルをしているのは、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした拳けん法ぽう着ぎを着た男数名と、新体操服姿の女生徒数名だった。みんな純じゆん粋すいな芸術的興味からデッサンをしている……ということばかりではないようだ。特に中国拳法部の男を熱心に見ている、あのちょっとナヨッとした感じの男子生徒の目は、何か別の興味を宿している気がする。


　勇の隣となりで、琥珀ものぞきながら言う。


「風祭先せん輩ぱいが派は遣けんしたモデルのみなさんですね。特別かっこいい男子と、可愛かわいい女子を選んでいるようですね」


「そうだね。でも、これって選挙違い反はんにはならないの？」


「運動部ですから。彼らが勝手にやってることにすれば、言い訳は成り立ちそうですね」


　そのとき、ふいに横から声がした。


「おや。君達はもしかして、内藤くんと矢車くんか？」


　振ふり向くと、そこには二人の男子生徒が立っていた。


　勇はその二人に見覚えがあった。手前に立つ男は、確か琥珀が見せてくれた写真の、


「……風祭先輩？」


　怜れい悧りさを感じさせる細い目をした男が答えた。


「ああ、その通り。僕は風祭浩こう司じだ。よろしく、内藤くん、矢車くん。後ろは僕の友人で、中国拳法部の来くる栖す猛たけしだ」


　来栖と呼ばれたその短たん髪ぱつの眼めつきの鋭するどい男と、勇は以前にも会っていた。第二部室棟とうの裏手で将しよう棋ぎ部員と密談をしていたあの男だった。


「……あの、どうして、僕達の名前を？」


「君達はライバルとなる相手の協力者だ。当然チェックはする。それで、君達はここで何を？　美術部に用でも？」


「あ、いえ。そういうわけでは。風祭先輩は美術部と面談に？」


「ああ、そうなんだ。美術部部長はなかなか交こう渉しよう上手で、手を焼いてる」


　と、風祭は鷹おう揚ように微笑んだ。


　風祭が言っているのは、美術部の天てん秤びん外交のことだろう。


　手を焼いているということは、風祭の交渉も難航しているのだろうか。しかし、勇はその言葉を額面通りには受け取ってはいけない気がした。風祭とはこれが初対面だが、おそらく彼の手管を知っているからだろう、勇の中で警けい戒かい心しんが働いているようだった。


　そんなことを考えた勇の心の内を読んでか読まずか、風祭は笑えみを深めた。


「それはそうと内藤くん」


「はい？」


「君について変な噂うわさが流れていると聞いた。何でも、君には虚きよ言げん癖へきがあるとか？」


「ああ……」


「だけど、なるほど。それは根も葉もないデタラメだったみたいだ。君はとても誠実な人間だ。君を調べてそう感じたし、実際こうして会って確信できた。僕は人を見る目はあるつもりだ」


「……」


「これは僕の予測だが、あんな噂はすぐになくなるだろう。事実、あれがデタラメであると、大方の生徒はそう思ってるみたいだ。だから、君も気にすることはない」


「……そうですか。それなら、よかったです」


「とにかく、恋ヶ浜くんによろしく言っておいてくれ。恋ヶ浜くんは才女と名高い女性だ。今のところ劣れつ勢せいだが、きっとそれを覆くつがえす秘策を持ってるんだろう。僕も油断せず、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばるつもりだ。それでは、明日の発表会で会おう」


　そう言うと、風祭は来栖とともに美術室へと入っていった。ドアをくぐる間際、終始無言を貫つらぬいていた来栖が勇をチラッと一いち瞥べつすると、ふんと鼻息をもらし、風祭の後に続いた。


　ピシャリと、美術室のドアが閉まる。


　琥珀が言う。


「白々しい人ですね。勇くんの醜しゆう聞ぶんが広まったのは、間違いなく風祭先輩の主導です」


「だろうね。僕の反応見たのかもね。あれが風祭先輩か……」


　なんというのだろう、花凜や桜子とは、まったくタイプの違ちがう男だった。頭脳明めい晰せきで優ゆう秀しゆう、そのイメージは同じなのだが、頭のよさの質が違う感じだ。ヘビのようなしたたかさをもっている、とでもいうか。


「琥珀さん。もう一人、来栖先輩のことは何か知ってる？」


「来栖猛先輩ですね。二年生で中国拳法部の部長をしてます。風祭先輩の実家のゼネコンと関係の深い警備会社の子息で、二人はいわゆる幼おさななじみですね。昔から一緒に活動していて、風祭先輩が知ち恵えを働かせて、それを実行するのが来栖先輩みたいですね」


「なるほど……」


　頭脳の風祭と、行動の来栖、といった感じだろうか。ある意味、自分と花凜の関係に似ているのかもしれない。もちろん勇も花凜も、二人のように醜聞を流すような真似まねなんてしないけど。


　ともかく改めて勇は思った。相手はやはり一ひと筋すじ縄なわではいきそうにないと。








　勇は一人でお笑い同好会の部室に戻ってきた。調べものがあるからと、琥珀とは美術室の前で別れていた。


　テーブルで文庫本を読んでいた花凜が顔を上げ、聞いてきた。


「勇、遅おそかったじゃない？」


　声の感じからすると、もう機き嫌げんは直っているらしい。勇は心でほっとしながら、


「あ、実はその、美術室の様子も見に行ってて」


「美術室に？　そう。ま、勇らしいわね。で、何か収しゆう穫かくはあったの？」


「ごめん、結局特には何も。ただ風祭先輩と会ったよ」


　花凜は特に興味もなさそうな表情で聞き返す。


「ふーん、風祭先輩と？　何か話したの？」


「ええと、君によろしくってことと、僕のデタラメの噂のことを少し。やっぱり不気味な迫はく力りよくがあるっていうか、切れ者である気がしたよ」


「切れ者ね。……そう。ふふっ」


　と、花凜は薄うすく笑みを漏もらす。


「何、どうしたの、花凜？」


「あ、いえ。今読んでいた本をちょっと思い出して」


「ただの思い出し笑い!?」


「ともかく、もちろん風祭先輩は切れ者でしょう。やり口も選挙違反にならないよう周しゆう到とうに仕し掛かけてるし、今のところ、私達は後手に回ってるし。さすがは次の生徒会長と言われる先輩、相手にとって不足なしってところかしら」


　花凜はそう言って不敵に笑う。後手に回っていると認めているのに花凜には焦あせった様子もない。やはり勇には花凜が何を考えているのかよくわからなかった……。








　翌日金曜、マニフェスト発表会、当日。


　会場となった放課後の学生会館──選挙活動の盛んな水すい仙せん学園ならではの、演説会や討論会、投票会を行うための会場としてある施し設せつは、熱気に支配されていた。


　ステージの前には、パイプ椅い子すに座る文化部の部員、野や次じ馬うまの生徒、責任者の教員など、総勢五百名近くの人間が集まっていた。


　生徒達が見守るステージ上では、桜子の演説が行われている最中だった。


「そのような理由で、豊かな学園生活には、伝統と格式のある文化が必要なのです。私が華か道どう部、カルタ部を始めとした伝統文化である部活動に予算を求めるのはそのためなのです。賢けん明めいで聡そう明めいなる生徒のみなさんなら、その理念を必ずや理解し、投票の際には、この鶴殿桜子に票を投じていただけることを信じて疑っておりません。それでは、この辺りで私の発表を終えさせていただきます。ご清せい聴ちよう、ありがとうございました」


　桜子が頭を下げると、会場に盛大な拍はく手しゆがこだました。


　ステージ近くに設けられた控ひかえ席で、花凜と胡桃とともに、勇は桜子の演説を見ていた。さすがは桜子、育ちで培つちかわれた流りゆう麗れいな言葉遣いと、その魅み力りよく的な容姿は、大いに生徒達をひきつけていた。演説の内容もわかりやすく、かつ要点をきちんと押さえており、入念な準備をしていたことがよくわかった。


　その内容は、やはり四つの同好会の予算カットと、支持層の部活動の予算アップだ。伝統文化が豊かな学園生活を育はぐくむという趣しゆ旨しで、その正当性を組み立てていた。


　そして、先に行われた風祭の演説もほぼ同じ内容だ。弁論部部長の実力を存分に発揮した、昨日会った怜悧なイメージとは逆ともいえる、力強く熱の入った言葉で、自身の支持部活の予算アップを訴うつたえていた。


　ただし、同好会の予算カットについては、桜子と風祭ではニュアンスの違いがあった。桜子は同好会に同情的であり、直接的な批判は避さけていた。それに対して、風祭は同好会がいかに意義の低い活動（それについては反論できないかもしれない）をしているかを付け加え、予算削さく減げんの大義を示していた。


　会心の出で来き映ばえで、自信たっぷりの様子の桜子が控え席に戻もどってきた。エリーズの隣に座ろうとしたとき、桜子は、花凜にニヤリと笑みを見せ、勇にも「これであなたは私の奴ど隷れいですからね、ふふふ！」と伝わってくるような視線を送ってきた。……桜子は本当に勇を奴隷にしたいようだった。


　だが、花凜は桜子の挑ちよう発はつを意に介かいした様子もなく、勇の用意した座ざ布ぶ団とんを敷しいた椅子に軽く腰こし掛かけ、ただ前を見つめていた。


　勇はそんな花凜を見ながら思い返す。


　花凜はここで同好会の意義を示すと約束した。そして、それができなければ見限って構わないとも。発表会の直前、花凜に大だい丈じよう夫ぶかと聞いたら、彼女は「もちろん。私に任せておきなさい」と、いつものようにサッと髪かみを手で払はらい、自信ありげに答えていた。


　花凜がそう言うのなら、勇は信じるだけであった。


「はーい、それでは最後に恋ヶ浜花凜さん、お願いしますねぇ」


　と、進行役である生徒会長・鶴殿菊乃の柔やわらかな声が響ひびいた。のんびりした声に似つかわしく、ほんわかした笑顔を浮うかべていた。


　名前を呼ばれた花凜は、スッと立ち上がった。勇はその背中に、「頑がん張ばって」と心の中でエールを送った。


　花凜は階段を上り、中央の演説台に……は立たずに、より生徒達に姿が見えやすいよう、演説台の前のスペースに立った。


「一年Ｄ組、お笑い同好会会長、恋ケ浜花凜です。よろしくお願いします」


　ヘッドセットマイクを通して、花凜の声が響いた。


　その掟おきて破やぶりともいえる花凜のやり方に、生徒達はがやがやと騒さわぐ。ステージ前の風祭陣じん営えいの控え席にいた女生徒が立ち上がり、叫さけぶ。


「ちょっと、これはルール違い反はんじゃないの？」


　すかさず、花凜が返す。


「いえ、違反じゃないはずです。演説のやり方に、演説台の後ろに立ってマイクを使わなければならない、という規定はないはずです。ですよね、菊乃会長」


　花凜の問いかけに、菊乃のゆるやかな返事がくる。


「えー、はい、そうですねぇ。特に規定はありませんのでぇ、問題はないかとぉ」


「というわけで、続けさせてもらいます」


　立ち上がった女生徒は憮ぶ然ぜんとした表情を隠かくそうともせず、着席した。


「では、改めまして。『雄弁も長たらしくなると退屈する』とパスカルの言葉にもありますし、長々しい演説は、私はもちろん、みなさんも望むところではないと思いますので、重点だけを説明して、私の発表は終わらせていただきます。足りないところは各自に配った私のマニフェストの資料で確かく認にんしていただければ幸いです。では、配った資料の五ページ目、四つの同好会についての項こう目もくを見てください」


　ページをめくる音が会場に響く。


「私は同好会に引き続き予算を与あたえることを主張します。私のマニフェストは、これに尽つきると言っても差し支つかえありません。ですが、私も同好会が無む駄だな活動をしていて、彼らに予算を与えるべきではないと批判されていることは知っています。だから私は今から、その同好会の意義を示そうと思います」


　普ふ段だんの強気で自由奔ほん放ぽうな彼女から一転、花凜は誠実な声と眼まな差ざしで、自分のマニフェストの主意、同好会の現状、これから主張する要点を、理路整然と語り出した。


　そこにはまさに、政治家の娘むすめ、恋ヶ浜花凜がいた。


　そのギャップを生徒達も感じたのだろうか、みんな静かに花凜の声に耳を傾かたむけていた。


「同好会の意義。それは専門性と補助性です。むしろ私はこう言いたいのです。同好会に否定的な意見が生まれるのは、その専門性や補助性をうまく活用できてないために起こっているものなのだと。それが活用されないのは、確かに同好会の責任もあるかもしれません。だからこそ、私が評議員になった暁あかつきには、同好会に他ほかの部との交流をもっと持たせて、その補助活動を盛んに行ってもらうつもりです」


　花凜はそこで一度言葉を切った。


　専門性と補助性。


　花凜は生徒達に、その言葉の意味を考えさせ、浸しん透とうさせる時間を与えたようだ。


　生徒達はざわめき始める。すかさず花凜は続けた。


「簡単に言えばこういうことです。同好会の少数精せい鋭えいにより特化された専門性は、他の部の補助的な役割を果たすことができ、互たがいに交流を深めることで相乗効果が発揮されて、より高く有意義な活動が可能になる、ということです。もっとわかりやすく、例を言いましょう。たとえば……そう、文芸部とラノベ部」


　花凜は会場に集まって座っている文芸部とラノベ部の生徒達に視線を送る。


「ＳＦ同好会はＳＦ小説、心しん霊れい同好会はホラー小説などにも造ぞう詣けいが深い。彼らと交流することで、文学の研究にも、新しい視野が生まれるのではないでしょうか？」


　続いて花凜は新聞部の生徒達に顔を向ける。


「それから新聞部。同じく心霊同好会とＳＦ同好会は、各地で起きる超ちよう常じよう現象を調べていて、それは新聞部に面おも白しろいネタを供給できないでしょうか。いえ、聞くところによると、すでに新聞部は二つの同好会と何度か交流していたはずです。それなら、新聞部はすでに彼らの有意義性を認めている、なくなると損失になるのをわかっているのではないでしょうか？」


　新聞部の生徒達は互いに顔を見合わせていた。


「そして、温泉同好会は、温泉の知識を使って疲つかれた体を癒いやす温泉の素もとなどの紹しよう介かい、レジャーの知識を活いかしてリラックスできる休日の過ごし方などの紹介ができます。これは文化部だけではなく、運動部にも有用でしょう。温泉同好会は、我々文化系部活動の垣かき根ねを越こえた、運動部への貢こう献けんも果たせるという、他にはない価値まで有しているのです。最後に私が会長を務めるお笑い同好会は！」


　と、花凜は語気を強めて、


「笑いとは、あらゆる場面で役に立ちます。部活動中の休きゆう憩けい時間で心をリフレッシュさせるための面白い会話術、議論に行き詰づまったときその凝こごった空気を払ふつ拭しよくさせるために発するふとしたユーモアあふれる一言、もめてしまって険悪なムードになったとき笑いを取ってチャラにできるようなテクニックなど、求められればどの部にも、どの生徒にも発信できるでしょう。その意味では、お笑い同好会はもっとも汎はん用よう性の高い同好会と言えますね！」


　お笑い同好会の意義は、ひときわ大きく強調した。


「このように、同好会には他の部へ貢献を果たせる価値が確かにあるのです。そうして少数精鋭の専門性を活かして、他の部の役に立つのであれば、それは立派な学園活動ではないでしょうか？　同好会の意義は、それ自体ではなくて、他の部の補助的な役割も見て、総合的に判断されるべきものです。それはすでに、みなさんの多くが理解していることのはずです。だから、私はあえてこう言います」


　花凜は一度間を開けてから、


「みなさん、投票の際には、その心のままに票を投じてください。そうすれば、その結果は必ず道を同じにするものであると、私は確信しています。前言を違たがえて、少し演説が長くなってしまったことをお詫わびします。私の発表は以上です。ご清聴に感謝します」


　と、締しめくくった。


　つかの間、静せい寂じやくが流れる。


　やがて会場から拍手が起きた。








　マニフェスト発表会での演説は、花凜のパフォーマンスも功を奏してか、まずまずの成功を得ていた。


　土曜日の午後、お笑い同好会の部室の中に、勇、花凜、胡桃、俊介、琥珀（今日は普ふ通つうに席に座っていた）と、主要メンバーすべてが集まっていた。


　壁かべに掛かけられたスクリーンには、前回と同じく四つの棒グラフが映し出されている。


　花凜に七九、桜子に一五九、風祭に一四六、中立に二九、となっていた。花凜のグラフには、ラノベ部の票が加えられていた。


「生徒達からは、好意的な意見が寄せられているね」


　と、胡桃がアンケート用紙を読みながら言った。


　テーブルの上には、昨日の発表会の後、勇達と支持部活動の生徒にも協力してもらって集めたアンケートの用紙が積み重なっていた。花凜の演説がどれくらいの効果を発揮したのか、それを確かめられればと、集めたものだった。


「『同好会も面白いと思った』『同好会に予算あってもいいかも』『ユーモア術はぜひ知りたい！』とか、恋ちゃんの演説に共感を得た人も多いみたいだね」


　勇もアンケート用紙をいくつか取って読んでみる。他にも好意的なものは多々あったが、やはりそればかりではなかった。


『屁へ理り屈くつに聞こえた』『やはり予算の根こん拠きよにはならない気がする』など反対意見、そして『恋ヶ浜さん可愛かわいい』『鶴殿さんの胸は素す晴ばらしい！』など演説の内容と関係ない意見も多数。……桜子のことを書いたのはＤ組のクラスメイトだろうか？


「だいたい好意的な意見を寄せてくれたのは、全体の三割くらいかな？」


「そうだね。だけど、だからって全体の三割が恋ちゃんに回ってくれると考えることはできないけど」


「そうか……」


　確かに胡桃の言う通り、あくまでこれは花凜の演説をどう思ったかのアンケートであり、同好会の意義はわかったが、それでも支持は変えないという生徒はいるだろう。


「それでもいい結果さ。ちゃんと同好会の意義は示せたのだから。さっき、同好会の人々が、改めて花凜くんにつくと言ってくれた。さらに演説によって、美術部の半数からも支持を受けられたのだからね。そうなんだよね、琥珀くん？」


　そう聞いた俊介に、琥珀がコクリとうなずいて答えた。


「はい、部長さんが行った鶴殿さんと風祭先せん輩ぱいへの天てん秤びん外交のやり方がちょっと度を過ぎていたことから、ついに半数の部員が反旗を翻ひるがえして、こちらに回ってくれたようです。演説を聞いて、同好会の意義に共感を受けたことがきっかけになったようですね。恋ヶ浜さんの読み通りでした」


　美術部の半数ということは、一四票か。七九に足すと、九三。まだまだ他の候補者には届かないが、他にも同好会の意義に共感してくれた票は期待できるので、手ごたえとしては決して悪いものではなかった。


「とにかく、このまま花凜の主張を訴うつたえ続けて、もっと支持の拡大を狙ねらえばいいんだよね？」


　だが、花凜は腕うでを組み、頰ほおに手を当てて、何やらもの思いにふけっている様子だった。形勢がよい方向に進んでいることにも、先ほどからあまりうれしさを見せていなかった。


「どうしたの、花凜？　何か気になることでもあるの？」


　ようやく、花凜は勇に振ふり向く。


「ん？　ああ、ごめんなさい。……琥珀さん。桜子に何か動きはあったかしら？」


「あ、そうでした。鶴殿さんはマニフェストの変へん更こうをするかもしれません。花凜さんの演説が生徒にいい影えい響きようを与えているのを見て、同好会に予算をカットする方針は取らないことになるかもしれません。桜子さんはそのことを支持層の部活動に説明して回ってます」


「素す早ばやい判断ね、桜子。途と中ちゆうでマニフェストの軌き道どう修正をすることは主張のブレも指し摘てきされるけど、非を認める勇気ある行動でもあるから、桜子なら支持層への理解も得られるでしょう。そもそも彼女を支持している部活動は、芸術に力を入れていく桜子の方針自体を評価してるんだろうし」


「でも、それだと花凜に入ってくるはずの票は、見込みが変わってくるんじゃない？」


　胡桃がうなずく。


「そうだね。同好会をつぶさないことに共感した桜子さんの支持層の部員は、わざわざ恋ちゃんに回る理由はなくなるね。もちろん、先に打ち出したのは恋ちゃんだから、その意味では評価されるかもしれないけど」


　となると、もし正式に同好会に予算を与えるマニフェストへの変更が決まったら、ますます有利になるのは桜子になるのか。反対に風祭は依い然ぜん同好会の予算カットの方針は変えないようだが、これは発表会でも痛つう烈れつに批判していたし、やはりまだ同好会が無駄な活動をしていると考える生徒もいるので、風祭はこの主張を貫つらぬくのだろう。


　花凜が浮うかれないのも当然かもしれない。これくらいで勝機が見えたと考えることはまだまだできない。


「とにかく、みんなありがとう。いい方向に進んでいるのは、みんなのおかげよ。だけど、勝負はまだこれからね。桜子だけじゃなく、風祭先輩も何か手を打ってくるはずよ。もう一度気を引き締めないと」


「そうだね。うん、ここは一つ、気合いを入れ直す意味でも、姉あね崎さき先輩、何かギャグでも見せてくれないかな？」


　俊介は、自信たっぷりにニヤリと笑えみをもらす。


「ふふふ、お安い御ご用ようさ、胡桃くん。その大役、引き受けさせてもらおう。では、見てくれ。僕の会心の一発芸を！」


　そう言うと俊介は、どこに持っていたのか、おもむろにロープを取り出す。


　俊介はそれを体にグルグルと巻きつけると、ゴロッと床ゆかに倒たおれた。





「姉崎ハム！」





　………………。


　花凜がコクリとうなずいて言った。


「勝負はまだこれからね。桜子だけじゃなく、風祭先輩も何か手を打ってくるはずよ。もう一度気を引き締めないと」


　俊介はなかったことにされた。その横では胡桃が悪あく魔まの微笑ほほえみを見せていた。








「いらっしゃいませご主人さまぁ」


　甘ったるい声を発し、フリフリエプロン姿の女性達が客を迎むかえた。


　店内は白を基調とした彩さい色しよくが施ほどこされ、全体的に中世ヨーロッパを思わせる、クラシックな装そう飾しよくであった。


　ここは日本を代表する繁はん華か街がい、とある文化の聖地として知られる秋葉原、その駅前に林立するビルの一角に入るメイド喫きつ茶さだ。


　近くでイベントでもあったのだろう、店内には同じキャラクターが印刷されたビニール袋ぶくろを携たずさえる男女の客でにぎわっている。席はほぼすべて埋うまっており、日曜の午後というかき入れどきの時間帯にふさわしい盛せい況きようぶりであった。


　そんな騒さわがしい店内の中、矢車琥珀もまた、ほんのりと頰を桜色に染め、上じよう機き嫌げんだった。今、琥珀のそのスラリとした体は、メイド服で包まれていた。


　可愛いものが大好きな琥珀は、メイド服を着られたことにとても満足していた。


「あれ、すいません、話、退たい屈くつでした？」


　呼ばれて琥珀ははっと我に返る。テーブルの対面には、きちんとネクタイを締めた背広姿の、ぱっと見では商社にでも勤めているのかと思える真面まじ目めそうな男がいた。この男性客は一いつ杯ぱい八百円のドリンクを注文し、ご指名メイドさんとの十分間のトークタイム中であり、そのご指名メイドが、琥珀なのだ。


　琥珀はあわてて返事をする。


「あ、ご、ごめんなさい、なんでしょうか？」


「ああ、いえ、別に大したことではないんですが。ただ……やっぱり僕はこの刀を上段に構えたポーズの方が、ジェシカの可愛い姿はより引き立つのではと思いまして。ここから必ひつ殺さつ技わざ、天国昇しよう天てん斬ざんのモーションが始まり……」


「……」


　そう言いながら刀を持つ女の子のフィギュアをいじる男性客を、琥珀は黙だまって見ていた。なんでも、あのフィギュアは『真海大戦ジェシカ』という作品の主人公らしいのだが、正直、琥珀はさっきからこのお客が何を言っているのかさっぱりだった。


　琥珀がこのメイド喫茶で働いているのは、花凜の頼たのみだったからだ。いや、働くことを頼まれたわけではなく、このメイド喫茶によく訪おとずれているある男のことを、聞き込みにきていたのだ。


　だが、何がどう間ま違ちがって伝わったのか、オーナーに話を聞こうとしたら、バイトの面接と勘かん違ちがいされてしまった。オーナーは履り歴れき書しよもないのにすぐに採用し、琥珀はメイド服を着せられ、接客に出されたのだ。もっともそれなら別に「違います」「勘違いです」と言って断ればいいだけの話で、そうしなかったのは琥珀もメイド服には興味があり、いやではなかったからだ。


「……あの、聞いてます、僕の話？」


　と、再び男性客が言った。しまったと、琥珀は思う。話がわからなくて、またぼうっとしていたようだ。琥珀はすぐに謝った。


「あ、ご、ごめんなさい。ちょ、ちょっとまだ慣れてないもので……」


「そう言えば今日が初日の新人さんでしたよね。気にしないでください。で、あなたはどんなポーズが一番可愛いと思います？　ちょっと女の子目線のを知りたいんですけど、教えてもらえませんか」


　男性客はフィギュアを琥珀に渡わたしてきた。


「え、か、可愛いポーズですか……？」


　琥珀は戸と惑まどう。そんなこと言われてもよくわからなかった。ぬいぐるみなどは多く持っているのだけど、こういう美少女フィギュアの知識は全然ない。そもそもこの関節部はどれくらい曲がる……。


　などと思っていたら、ボキッと、フィギュアの右みぎ腕うでがもげた。適当に曲げたら、関節の限界可動範はん囲いを超こえたらしかった。


　琥珀は顔面が蒼そう白はくになる。男性客はポカンとしていた。


「き、君……」


「あ、ご、ごめんなさい！　そ、その、私、なんてことを……」


「それはもしかしてジェシカが三巻で、ナンシーに右腕を切り裂さかれた時の再現ですか！　なるほど、それが一番だと？　同感ですよ！　やはりピンチになればなるほど、その後の展開が盛り上がりますよね！　けっこうツウなんですね！」


　はははと、男性客は上機嫌に笑う。


　なぜか逆に喜んでくれたようだった。結果オーライだったらしい。男性客は琥珀からフィギュアを受け取ると、カチッと右腕をはめなおし、どうやら壊こわれたわけではなく、もともと右腕は外れる仕様のようだった。琥珀はほっと胸をなでおろす。というか、美少女キャラが右腕切り裂かれるってどんな作品なんだろう……。


「いやぁ、うれしいなぁ、こんなに話せる人だったなんて。じゃあ……もっと、いいポーズを教えてもらえませんか！　今度はどんなシーンの再現を！」


　男性客はもう一度フィギュアを差し出してきた。


「ええ？　い、いや、ちょっと……」


　喜んでもらえたのはよかったが、逆にハードルが高くなってしまった。さっきのはたまたまで、再現できるシーンなんて知らなかった。


　琥珀は助けを求めるように時計を見ると、もう規定の十分に達していた。また変なことにならないうちに、ここは早く退散した方がいいだろう。


「あ、すいません、そろそろ時間ですので私は……」


　琥珀はペコリと頭を下げて、席を立とうとするが、


「いらっしゃいませぇー」


　と、先せん輩ぱいメイドの声が響ひびく。


　カランとドアを開けて入ってきたのは、風祭浩司と、連れの男二人。


　……まずい。このタイミングでテーブルを離はなれたら、彼らに顔を見られてしまう。


　琥珀は男性客に向き直り、勢いよく言う。


「わ、わかりました！　ぜひやらせてください！　フィギュアを貸してください！」


「え？　あ、はい……」


　琥珀は男性客からフィギュアを受け取ろうとする。


　だが、あわてて取ろうと伸のばした琥珀の手は、男性客の手に当たってしまい、払はらい落とすように、男性客の手からフィギュアがこぼれ落ちる。


　床に叩たたきつけられたジェシカ人形はぐきりと、首が百八十度曲がった。


「おおおお！　ちょ、ちょっと、君……！」


「ああ！　ご、ごめんなさい！」


　さすがにこれは怒おこられると思ったが、


「これは、あの四巻の、ドロシーに首をぐりんと曲げられたときの再現ですね！　さすがです、あのシーンを選ぶなんて！　すごい、君はマニア心がわかるメイドさんなんですね！　メイドさんの鑑かがみですよ！」


　男性客はやっぱりご満まん悦えつの様子だった。というか、本当、なんなんだろう、主人公がぐりんと百八十度首を曲げられる作品って。ホラーなのだろうか……？


　琥珀はチラッと背後を見てみる。風祭達は、少しこちらの様子を見たが、そのまま気づくことなく店の奥へと進んで行った。なんとかばれずに、乗り切ることができたようだ。


「す、すいません、床に落としてしまって……」


「ははは、いいですよ。あ、もう時間ですね。ありがとう、楽しかったです。ここには話せるメイドさんがいると、ジェシカファンの仲間にも伝えておきますね！」


「そ、そうですか、ありがとうございます……」


　そう答えると、琥珀はそそくさと休きゆう憩けい室へと向かい、そしてそのまま見つからないうちにメイド喫茶を出た。








「じゃあ、本当にラノベ部をつぶしてくれるんだな、風祭くん？」


「ええ、その通りです。僕は約束を守る男です」


「わかった。それを守ってくれるなら、文芸部一同、君に票を入れよう」


　メイド喫茶の奥のテーブルを、風祭浩司、文芸部部長の三年生・飯いい沼ぬまと、写真部副部長の二年生・江え崎ざきが囲んでいた。


　文芸部の飯沼が会合場所はぜひここでと言うのできてみたが、なんとなく気分がふわふわとしてくるような店だなと、風祭は思った。だが、テーブル、カウンター席ともほぼ満席になっており、ビジネスとしては成功しているようだ。多様化するニーズに対し、このように特定のジャンルにカスタマイズしていくのが、これからのサービス業の命題となるだろう。まずは実業界に進出し、それから政界に乗り出そうと将来のビジョンを持っている風祭にとって、なかなか興味深いものではあった。


「まぁ、風祭くんはもう一つの頼み、ラノベ部を貶おとしめることもやってくれたからね。文芸部のみんな、君のことは信用している」


　江崎が聞き返した。


「ん、どういうことですか？　ラノベ部を貶めたって？」


「部費を使って、メイド喫茶通いをしたという噂うわさが流れただろう？　あれは風祭くんがやったんだ。そのためラノベ部はメイド喫茶に通うのを控ひかえるようになった。いい気味だ。風祭くんは、俺達に疑いがかからないように、細工までしてくれた」


「……しかし、どうしてそんなにラノベ部を目の敵かたきにするんですか、飯沼先輩？　何か因いん縁ねんでもあるんですか？」


　飯沼は悔くやしそうに歯は嚙がみする。


「それがあるんだ！　以前のことだ。俺が文芸部の有志達と共に、このメイド喫茶にいつものようにニャンニャンジャンケンをしにきたら、ラノベ部の連中と鉢はち合あわせになった。そしたら、あいつら勝ち誇ほこったように笑って！」


「か、勝ち誇った？」


「そうだ！　あいつら、メイド喫茶に俺達がいるのを見て、ほくそ笑えんだんだ！　『あれ、君達もついに傾けい倒とうしちゃった？』みたいな、『ははーん、ラノベに鞍くら替がえですか、文芸部も落ちましたな、プフフ！』みたいな顔して！　ちくしょう、メイド喫茶がまるで自分達のものみたいな顔しやがって……！」


「ただの被ひ害がい妄もう想そうなんじゃ……」


「そんなことはない！　あいつらは俺らをバカにしやがった！　いいだろ、文芸部でもメイドさんが好きでも！　普ふ段だんは推理小説を読んでても、それと可愛かわいいメイドさんが好きなこととは別の話だ！　それを、あいつらは……」


　大声を出し、心なしか涙なみださえうかべる飯沼に、店内の人々がこちらを振ふり返っていた。


　風祭はなだめるように言った。


「飯沼先輩、あなたの苦く悩のうもすぐ終わります。僕が処理します。だから、落ち着いて、静かにしてください。……恥はずかしいので」


「あ、ごめん。つい」


　江崎が風祭に聞く。


「でも、風祭くん。ラノベ部を潰つぶすって一体どうするんだ？　そんなことできるのか？」


「文芸部に吸収させる。もともとそういう話はあったんだ。ジャンルの違ちがいだけで活動内容はほとんど同じなのに、部を二つに分けるのはおかしいと。今まで成り立っていたのは、前の文化部代表の評議員がラノベ部の理解者だったからだが、彼は転校した。ラノベ部はもう後ろ盾だてをなくしたわけだ」


「で、補欠選挙が終わったら、評議会にその議案の提出を？」


「ああ。すでに他ほかの評議員からはあらかた同意を得ている。成立は確実だ。唯ゆい一いつ、鶴殿会長が拒きよ否ひ権けんを行使するなら防がれるが、拒否権は両もろ刃はの剣つるぎ、重要な案件を控えるその後の議会の展開を考えれば、ここで使う可能性は限りなく低い」


「さすがだな、風祭くん。選挙後の動きまで計算に入れるとは。今度の生徒会長選挙の本命と言われる人の実力はやっぱり伊達だてじゃない」


　飯沼が嬉き々きとして言う。


「今からラノベ部員達が頭を下げて、文芸部に入れてくれと頼たのみにくるのが目に浮うかぶ。これで心置きなくメイド喫きつ茶さに入れる！　もうあいつらの目を気にせずメイドさんと仲良くできる！　あはははは！」


　風祭はそんな飯沼を見て、こいつ本当はただメイド喫茶が好きなだけなんじゃないのか、そこに通える大義名分として文芸部はラノベも研究しているという事実が欲しいだけなんじゃないのか、メイド喫茶に堂々と通うラノベ部に嫉しつ妬としているだけなんじゃないのか、といろいろ思うところはあったが、票をもらうためには口にしない方が得策だった。


「あ、風祭くん、おしゃべりつきドリンク頼むか？　それとここの名物、ニャンニャンジャンケンする？　ニャンニャンジャンケンとは、パーだったら頭に開いた手を載のせて可愛くニャンニャン、グーだったら胸の辺りで握にぎった拳こぶしを少し傾かたむけキュートにニャンニャン、チョキだったら頰ほおに二本指を添そえてちょっとおどけてニャンニャンとするもので、あ、でも言っておくが、これはこの店が考え出した独創性にあふれたもので、決して他店で流行はやっている萌もえ的なジャンケンを見てこれは使える、よしパクってやれ、と思ったわけではないので、その辺は誤解なきよう……」


　風祭は口を挟はさむ。


「先輩、申し訳ないが、誰だれもそんなことは聞いていません。僕は遠えん慮りよしますが、先輩は好きにしたらいいのでは」


「あ、そう？　わかった、じゃあ遠慮なく！」


　飯沼は本当に遠慮なく、というか恥はじも外聞もなく、大声で「ちょっとこっちきてニャン」と店員のメイドを呼んだ。


「で、風祭くん。俺達の条件も大だい丈じよう夫ぶなんだよな？」


　そう聞く江崎に、風祭はコクリとうなずく。


「もちろん。君達の写真部の活動を、僕は制限しない」


　店員メイドにドリンクの注文を終えた飯沼が振り返り、江崎に聞いた。


「でも、なんで江崎くん達、半数の写真部は反旗を？　君は副部長なのに、部長とどうして対立をしたんだ？」


「考え方の違いです。鶴殿さんのグループは、華か道どう部、書道部なんて面子めんつからわかる通り、芸術至上主義というか、考え方が堅かたいんです。鶴殿桜子さんが評議員になると、写真部にも展覧会に出すようなものばかりを要求してくる可能性が高くて。俺を始め部員の半数はもっと俗ぞくな、グラビアアイドルの写真とか、生徒のハプニング写真などを撮とりたい人もいるんです。風祭くんならそれを許してくれるので」


「なるほど、そういうことか。……あ、メイドさんきた。うん、こっちだニャン！」


　飯沼はやってきた店員メイドと対面で座り、ジャンケンポンと、ポーズを取り始めた。


　ともかく、風祭はこれでこちらの勝利は磐ばん石じやくだろうと思った。


　美術部の半数もすでにこちらの手にある。モデルの提供をどんどん要求してくる美術部に対し、鶴殿桜子がついに見切りをつけたのだ。反対に風祭は美術部部長の求めに応こたえることができた。初めに少し出し惜おしみしていたのが功を奏したようだ。


　もっとも本当は美術部全票の獲かく得とくを狙ねらっていたが、美術部部長は思ったより求心力がなかった。その辺りは見込み外れだったが、すべてが思い通りに動きはしないだろう、これくらいなら許容範はん囲いだった。


　何よりもこうして文芸部と写真部半数を引き込むことができた。風祭はこの作戦を成功させるために、いろいろと仕し掛かけを行っており、それもうまくいったようだ。この完かん璧ぺきな作戦の前に他の二人の候補者は勝ち目などないだろう。


　確かに鶴殿も、恋ヶ浜も優ゆう秀しゆうな生徒ではある。鶴殿は、さすがは菊乃会長の従妹いとこ、同好会のことですぐに行動を起こし、支持層の理解も得られているようだし、柔じゆう軟なんで繊せん細さいな対応は素す直なおに認めることができる。そして恋ヶ浜は、同好会の意義を示し、わずかではあったが生徒の意識を変えさせた。目の付けどころと、演説力は大したものだった。


　だが、まだまだ。この選挙戦、利益誘ゆう導どうに関しての戦術では、確実に自分の方が勝まさっていると、風祭は自負していた。


　風祭は今年の生徒会長選挙も狙っており、これはそのためのステップにすぎなく、水仙学園でトップの座に上ることが周囲から期待を寄せられる自分の責務なのだ。鶴殿や恋ヶ浜の新入生に負けることなど、風祭のプライドが許さなかった。


「さて、どう出るか、あの二人は」


　風祭は余よ裕ゆうの笑みを見せながら、ポツリとひとりごちた。


「ん？　ニャンか言ったかニャン、風祭ニャン？」


　風祭はもう飯沼とは二度とここへはこないと誓ちかった。








　日曜日の午後。


　勇はチョコやスナックなどの菓か子し類が入ったビニール袋ぶくろを抱かかえ、コンビニから出てきた。胡桃にパシらされ、買い出しにきていたのだ。


　選挙期間中なので、昨日に引き続き、休日にも学園にきており、今花凜は胡桃と俊介とともに、学園内を回って同好会の意義、その専門性と補助性をさらに訴うつたえるドブ板活動をしていた。ただ琥珀はどこかに調査に行っているようで、不在であった。


　そこで着信音が鳴る。


　スマートフォンを取り出すと、エリーズからのメールだった。『勇。今どこにいる？』と、彼女らしい簡素な文面だった。勇は『学校から一番近いコンビニの前』と返信した。


　勇は歩き出そうとするが……エリーズからまたすぐにメールが届いた。『その場で少し待って』とあった。


「……ここで少し待て？」


　エリーズがここにくるから待て、ということだろうか？　どうも彼女のメールは簡素すぎて意図がわからない。勇は「どういうこと？」と、エリーズにメールすると、「とにかく」と、返事がきた。……全然要領を得なかった。


　とはいえ、まぁそれほど急いでいるわけでもなかったので、とりあえず勇はその場で待ってみることにした。





　──五分後。


　勇は依い然ぜんコンビニの前に立っていた。辺りを見回すが、エリーズがくる気配はなかった。というか、エリーズがくるという解かい釈しやくでいいのだろうか？


「仕方ないな、もう一度メールして……ん？」


　そこで勇はふと気づく。左手側の歩道、ちょうど水仙学園がある方向から、女性が一人、長い髪かみと豊かな胸を揺ゆらしながら、早足でこちらに向かってくるのが見えた。


　桜子だった。


「あ、あら、ゆ、勇ではないですか！　こんなところで会うなんて偶ぐう然ぜんですね！」


　勇の前に立った桜子は、ゼイゼイと息を切らしながらそう言った。





「どう、マンゴーアイスの味は？」


「そ、そうですね。わ、悪くないですわね」


「でしょ？　僕、結構好きなんだ、これ」


「勇にしてはいいものを勧すすめてくれましたわ。ほ、褒ほめて差し上げましょう」


　と、桜子が頰ほおを赤くしながら答えた。


　勇と桜子は、マンゴー味のコーンアイスを頰張りながら、並んで歩いていた。


　コンビニの前で桜子と偶然会った後、桜子は「わ、私がここにきたのは急にアイスが食べたくなったからなのですわ」と聞いてもいない理由を語り、さらに「ちょ、ちょうどいいですわね。特別にあなたのお勧めのアイスを私に教えてくれて構いませんよ。仕方ないから、今日はそれを食べてあげます。で、ですので、一いつ緒しよにコンビニへついてきなさい！」と、強引に勇をコンビニへ伴わせた。


　エリーズを待つだけで暇だった勇は特に断る理由もなかったので、彼女に言われるままついていき、自分が好きなマンゴーアイスを彼女に勧め、せっかくだから自分の分も購入した。


　すると、その間にエリーズから「もう待たなくてもいいと」メールがきたので、なんだかよくわからなかったものの、自由になった勇は、桜子と一緒にこうして学園へと戻もどっているのであった。


　隣の桜子は、毛先を指でいじりながら、マンゴーアイスをパクついている。その表情は満足そうであり、どうやらマンゴーアイスのことを気に入ってくれたようだ。勧めた勇としても、そんな桜子を見るのは微笑ほほえましかった。


　桜子がアイスから口を離はなす。と、桜子の頰に、アイスが少し付着していた。勇はすかさずハンカチを差し出した。


「あ、頰にアイスがついてるよ。はい。これ使って」


「あら、ありがとう」


　桜子はハンカチを受け取り口を拭ぬぐう。


「やっぱりあなたは気が利ききますわね。執しつ事じの家系の人間だけのことはあります」


「あ、そ、そうかな？　い、いや、たまたまハンカチがあっただけで……」


「別に焦あせることではないでしょう、褒ほめているのに」


　勇と桜子はそのまましばらく無言で進む。


　午後の日差しが往来をまったりと照らし、周囲を歩く人々も、道路を走っていく車も、どこか間延びした動作に見えた。


　やがて桜子がポツリとつぶやくように言った。


「勇。実は少し、あなたにお聞きしたいことがあるのです」


「ん、何？」


「花凜のことです。彼女、この選挙に負けたら、転校させられるのですか？」


「あ、うん。……そう。桜子も知ったんだね」


「やはり花凜は、ここに残りたいと思ってるのですよね？」


「うん、そうだね……」


「でしたら、私か風祭先せん輩ぱいが勝ってしまった場合は……」


　桜子は顔を下げ、地面に視線を落とす。その横顔には翳かげりがあり、思い悩なやんでいることが一目でわかった。


　……やっぱり彼女はとても優やさしいな。


　いつも言い争いばかりしているのに、花凜のことを気き遣づかっている。本当に素す敵てきな女性だ。勇は執事ではない道を考えているが、彼女みたいな主人のもとで働けたら、執事にとってはとても幸せなことだと、素直に思える。


　桜子が狼ろう狽ばいしたような声を上げる。


「ちょ、ちょっと、な、何ですか？　私の顔をじっと見て……」


「あ、ご、ごめん。でも、桜子って本当に優しいよね。きっとエリーズは君のそういうところが好きだから、いつも一緒にいるんだろうね。僕もエリーズの気持ちわかるよ」


　勇は桜子に笑いかけた。


　すると、桜子はビクッと肩かたを震ふるわせると、口をグニュグニュと動かした。


「え、あ、あの、そ、それはどういう意味……？」


「ん、どういう意味って？」


「で、ですから、それは、エリーズが私を好きで、そのエリーズの気持ちがわかるというのは、そ、その、まさか、あなたも私が、す、す、す……」


　勇はようやく桜子が何を聞こうとしているかわかった。


「ああ、そういうこと。うん。もちろん僕も桜子のこと、好きだよ。友達としてね」


「……友達として、ですか」


　桜子の表情はなんだか微び妙みようそうだった。


「あ、あの、どうしたの、桜子？」


「……いえ。なんでもありませんわ。……これはこれでいいことですわよね」


　と、桜子はボソリとつぶやいていた。


「……でもさ、桜子。花凜のことだけど、そんなに気にしなくていいと思うよ」


　桜子は怪け訝げんそうに勇を見る。


「……え？」


「僕、この前君に、この選挙に花凜の転校がかかっていること言おうとしたんだ。だけど、花凜はそれを止めた。それって桜子に本気で勝負してほしいってことだと思うんだ」


「……」


「仮に花凜が負けて、転校することになっても、君のせいじゃないよ。少なくとも、花凜はそんなこと言わない。花凜はそういう人間だよ。それは君も知ってるでしょ？」


「勇……」


　桜子はしばらくうつむいていたが、


「そうですね。言われてみましたら、花凜はそんな人ではありませんでしたね。……ふふ、わかりました。いいでしょう。でしたら、全力で花凜を負かしてさしあげますから！」


　と、やがていつもの高飛車な表情で言った。





　勇と桜子は水仙学園の正門へと戻ってきた。


　すると、門をくぐってすぐのところにエリーズがいた。


「おかえり、さっちゃん」


「ごめんなさい、エリーズ。待たせてしまったかしら」


「ううん」


「ねぇ、エリーズ。結局さっきの、待てってなんだったの？」


　エリーズは勇にそのきれいな碧へき眼がんを向けると、相変わらずの無表情で答える。


「ただのイタズラ」


「え。イタズラだったの……」


　続いてエリーズは桜子の顔を覗のぞき込む。


「でしょ、さっちゃん？」


「え、ええ！　そ、それはそうでしょう！　エリーズったらイタズラ好きですからね！　まったく仕方のないエリーズですわね！」


　桜子は妙みように慌あわてふためいていた。


「それはそうと、さっちゃん。菊乃さんが生徒会室こいって」


「お姉様が？　そうですか、わかりました。それでは、勇。私達は生徒会室へ行きますわ。花凜に言っておきなさい、勝つのは私だと……、あら、あの方は」


　と、桜子はそこで言葉を止め、勇の背後に視線を向けた。


　勇も後ろを振ふり返ってみると、そこには第一校舎へ向かって歩く男子生徒──来栖の姿が見えた。


「来栖先輩ですわね」


　来栖を見た桜子は、微妙に眉み間けんにしわを寄せた。確かく認にんするまでもなく、来栖に対していい感情を抱いだいてはいないようだった。


「……来栖先輩と、何かあったの、桜子？」


「何って、あの人のせいで、勇は変なデタラメを流されたではありませんか。来栖先輩と、将しよう棋ぎ部の密談を目もく撃げきしたせいで」


「あ、うん、そうだったね」


「それに、そうなったのも、私達があのとき、あなただけを置き去りにしたせいですし」


「ああ、それを気にしていたんだね。いや、そんなこと、僕はなんとも思ってないから」


　そこで勇達がいるのに気づいた来栖が、ちらっとこちらに顔を向ける。だが、特に興味もなさそうにまたすぐに前に向き直ると、そのままグラウンドのある方向へと歩いて行った。


「とにかく、私は花凜に負けるとしても、風祭先輩にだけは負けたくありませんわ」








　勇はお笑い同好会の部室へと戻ってきた。さっき胡桃と連れん絡らくを取ったところ、校舎を回った後、花凜はすでにお笑い同好会の部室に戻ったと聞いたからだ。


　すると、そこには花凜達の他ほかに、どこかに調査に行っていて不在であった琥珀の姿もあった。


「あ、琥珀さん。戻ってきてたんだ」


「勇、ちょうどいいところに帰ってきたわ。風祭先輩が動いたみたいよ」


　琥珀が言う。


「風祭先輩が、文芸部部長の飯沼先輩と、写真部副部長の江崎先輩と接せつ触しよくしていました。文芸部と、写真部の半数は風祭先輩側に回るみたいです」


「！　そうなの？」


「はい、三人が一緒にいるところを見ました。内容は不明ですけど、おそらくそう予想していいと思います」


「文芸部と、写真部の半数か。どうして写真部は半数なの？」


「写真部は部長と副部長が活動方針の違ちがいで対立してます。風祭先輩は部長ではなくて、副部長に会ってましたので、対立する副部長側の半数を取り込んだんだと思います」


「……そうなると、票の動きはどうなるの？」


　胡桃が暗算して、


「文芸部は一八、写真部の半数は一一だから、計二九だね。それから美術部の半数は、風祭先輩が追加したモデルなどの利益を提示したことで、風祭先輩の支持を固めたみたいだからその一五票も加わって、計算すると、風祭先輩は一九〇に票を伸のばして、桜子さんは一三〇。……風祭先輩がリードだね」


「風祭先輩の逆転か……」


　同好会の予算の存続を支持する部員の数はまだ未確定で、反映されてはいないが、それでもこの票差はかなり大きかった。


「よくこんな重要な情報がわかったね、琥珀さん？」


「あ、ええと、私の功績じゃないです。恋ヶ浜さんに言われて、飯沼先輩の動きを探さぐってて、先輩がよく通っているメイド喫きつ茶さに潜せん入にゆうして得た情報なので……」


「メイド喫茶に潜入？」


「は、はい。メイド服着たの、初めてなんですよね……」


　琥珀は顔を朱しゆに染める。


　琥珀のメイド服姿か。うん、似合いそうだ。……って、そうじゃなく。


「その飯沼先輩っていうのは、一体誰だれなの？」


「文芸部の部長です」


「文芸部部長？　なんでその人をマークしたの、花凜？」


　花凜は余よ裕ゆうの笑えみで答える。


「勇のおかげ」


「え？　僕？」


「風祭先輩は、将棋部の部員と来栖先輩が会ってたのを目撃したから、勇のデタラメを流したでしょう？」


「ああ、うん。……って、そうだ、将棋部のことは？　風祭先輩は将棋部の切り崩くずしをしてたんじゃないの？」


「それがカモフラージュだったのよ。真の目的を隠かくすための」


「カモフラージュ……？」


「そもそも密談を屋外ですること自体、わざとらしいでしょ？」


「……言われてみれば」


「風祭先輩は自分が将棋部を重要視してるって周囲に見せたかったんでしょう。だから、わざと屋外で来栖先輩を将棋部の人間と会わせて、目撃した勇のデマを流したのよ。さも、会っていたのを見られたのがまずかったみたいに演出するために。このカモフラージュは、むしろ桜子に対しての意味の方が強かったんじゃないかしら」


「桜子に？」


「文芸部と写真部のガードを甘くするためよ。琥珀さんの話だと、事実桜子は将棋部には念入りに会っていたけど、文芸部と写真部の動きには気づかなかった様子ね。おそらく来栖先輩と密談していた将棋部の人もグルだったんでしょう。だから、あえて大きな声を出して、自分達が密談しているのをあなた達に気づかせたのよ。桜子が何度も勇に華道部の掃そう除じをやらせていたのは知ってたでしょうから、あなた達が部室棟とうから出てくるタイミングを計って、そうしたのよ」


「……そういうことだったんだ。でも、それでどうして文芸部をマークしてたの？」


「デマの内容よ。デタラメの中にラノベ部を貶おとしめるものがあったでしょ？　風祭先せん輩ぱいは文芸部から信用を勝ち取るためにそうしたのよ」


「信用を勝ち取る？」


「風祭先輩が最終的にどういう条件を出したのかわからないけど、それを成功させるためにラノベ部の醜しゆう聞ぶんを流したんじゃないかしら。自分が文芸部の仲間だと示すために。ラノベ部はメイド喫茶に行くのを控ひかえることになったでしょ？　それが文芸部にとって小気味いい事態だったのよ。文芸部はメイド喫茶好きが多いらしいし。あるいはその醜聞を流すこと自体が、文芸部からの依い頼らいだった可能性があるかもね。その場合は、醜聞を流したのがラノベ部を敵視する文芸部の仕し業わざではないかと、真っ先に疑いの目が向かないようにするカモフラージュでもあったのかも」


「……」


「徳とく井いくんから、ラノベ部と対立するのは文芸部だと聞いたでしょ？　それで風祭先輩の狙ねらいはそこかもと思ったのよ。それで琥珀さんに文芸部部長に探りを入れてもらったの。さすがの私も、写真部の半数まで狙ってたことまでは予想してなかったけど」


　勇はやっぱり花凜はすごいと思った。


　二重、三重の罠わなを施ほどこした風祭もさすがだけど、あれだけの情報で、そこまで花凜は見み抜ぬいてしまったなんて。


　花凜は髪かみをサッと払はらって、


「とにかく、私がこれに気づけたのは勇のおかげってわけ。執しつ事じ体質のせいなのか、勇ってすぐにトラブルに首を突つっ込むから、おかげでいろいろと情報が引き出せるのよね」


「……あんまりうれしくないね、それ。まぁ、今回はそれが花凜の役に立ったみたいだからよかったけど」


「それで、花凜くん。肝かん心じんの巻き返すための作戦はあるのかい？」


　俊介の問いに、花凜は余裕の笑みを見せる。


「巻き返しの策ね。……ふっ。私を誰だと思ってるの？　私の頭の中にはすでに、百八通りの作戦があるわ！」


　すでに煩ぼん悩のうと同じ数だけの作戦を思いついていたらしい。


「さすがだね、花凜。で、どんな作戦なの？」


「そうね。まずは一つ目。それは、言うことを聞かない生徒に対して、恋ヶ浜流古武術の秘ひ奥おう義ぎを披ひ露ろうするものよ！」


　ポキポキと、花凜が腕うでを鳴らした。


「……いや、なんか、それダメそうだね。他のはないの？」


「他のがいい？　では、二つ目……恋ヶ浜流古武術、秘奥義二ノ型を生徒達にお見み舞まいするわ！」


「もしかして後の作戦も全部そんな感じなの!?」


「七つ目に、すべてを忘れてみんなで南の島に行くってのもあるけど」


「現実逃とう避ひ!?……あの、まさかないの、花凜？　作戦、全然思いついてない……？」


　コホンと花凜は一息切る。


「お約束はここまでにしておきましょう。しばらく真面まじ目めモードが続いたから、その反動で突とつ拍ぴよう子しもないことを言ってみたくなったの」


「そうだったんだ。だったらよかったけど……」


「胡桃、頼たのんでいた書類の作成はどうなっているかしら？」


「うん、順調だよ。あとで生徒会から追加の資料借りてきて、それも反映させるよ。明日にはちゃんとできそうだよ」


　どうやらその胡桃が作っているという書類が、花凜の策らしい。


「オッケー。もったいぶってしまったけど、私の最後の作戦、討論会での作戦を教えるわ！」








　それから一時間後、胡桃はお笑い同好会の部室を出た。


　あの後、花凜はみんなに作戦内容を伝えた。すでにその内容を知っていた胡桃だが、改めて感心していた。やはり花凜には将来を見通す力があるのかもしれない。


　そして、その作戦には胡桃が作る書類が重要な意味を持っており、胡桃はそのためにもちゃんとやらなければと、急いで生徒会室へと向かった。
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　休み明けの月曜日。選挙戦の最後の大きなイベント、討論会の日となった。


　放課後、会場となる学生会館はひっそりと静まり返っていた。


　勇ゆうと花か凜りんはすでに会場入りし、ステージの少し手前の壁かべ際ぎわに用意された各候補者の控え席に座っていた。並ぶパイプ椅い子すを挟はさんで、反対側の壁際の控え席には風かざ祭まつりと仲間の生徒数名もいた。現在の時刻は三時四十分。討論会は四時半からであり、まだ文化部の生徒達の姿はほとんどなかった。


　隣となりに座る花凜が、会場の時計で時刻を確かく認にんすると、勇に言った。


「胡桃くるみ、まだみたいね」


「そうだね……」


　胡桃は今、お笑い同好会の部室にいた。さっきメールで、花凜が頼んだ書類作成の最後の仕上げをやってからくる、という連れん絡らくがあったのだ。


　しかし、それにしては少し時間がかかっている。


「あいつが遅おくれるのは変だね。もう少し経たったら僕が電話で確認してみるよ」


「うん、お願いね」


「あ、胡桃で思い出したんだけどさ、実は昨日、香か織おりさんからメールもらったんだ」


　花凜が目を細める。


「……姉さんから？」


「今度の休みの日に、胡桃をつれて家に遊びにおいでって。ほら、この前は僕一人だったし、香織さんもすぐに用事ができて出て行っちゃったでしょ？　だから、改めてってね。そのときは、香織さんも時間がとれそうだから、久しぶりに四人で……」


　それはつまり、香織は花凜が選挙に勝ち、日本に残ることを前提で話しているわけであり、花凜の勝利を信じて疑っていない香織のためにも、ぜひがんばろうと勇はつなげたかったのだが、


「そんなこと言って、胡桃よりも、勇の方がまた姉さんに会えるの楽しみにしてるんでしょ」


　と、花凜が頰ほおをふくらます。


「え？　い、いや、そんなことは……」


　どうも香織の話題に触ふれると、勇が意図していることとは、ずれた解かい釈しやくを花凜はしてくる。励はげますつもりの話題だったのに……。


　そのとき、横から声がかかる。


「花凜。もうきてたのですね」


　おなじみ桜さくら子ことエリーズの二人組だった。


　だが、いつもならさっそくかみついてくるはずの桜子は、何も言わずに、しばらく花凜の前に立っていた。花凜が怪け訝げんそうにたずねる。


「何よ、桜子？　黙だまりこんじゃって？」


「……いいえ。花凜。私は本気でのぞみますからね！　手加減なんて一いつ切さいしません！　全力であなたに勝ってみせますから！」


　二人はしばし視線を合わせる。花凜は、桜子がその言葉をどういう意味で言ったのか感じ取ったのだろう、苦く笑しようまじりに答えた。


「……当たり前よ。私に手加減なんてして勝てるわけないでしょ？　全力でやったって勝てないんだから？」


「……そうですね。あなたはやはり、そういう人ですよね」


　その花凜の自信たっぷりの答えに、むしろ桜子は安あん堵どしたように微び笑しようした。


「それはそうと、勇。これ、お返ししますね」


　と、桜子は勇に向かって、ハンカチを差し出した。


「あ、そういえば、渡わたしたままだったね」


「ありがとう。お礼を言います、勇」


「え？　あ、いや別にハンカチくらい大したことじゃ……」


「いいえ、そのことではありません。あのときの、あなたの言葉の方です。おかげですっきりしました。そのお礼をまだ言ってませんでしたからね。ありがとう、勇」


　桜子の後ろからエリーズが顔を出した。


「私からも。ありがとう、勇」


「あ、ううん、いいんだよ。役に立ったならね」


　勇と桜子、エリーズは微笑み合うが、花凜が口を挟む。


「……ちょっと。何、あなた達？　私の前で勝手に盛り上がっちゃって。勇の言葉って何よ？　ていうか、ハンカチはいつ渡したのよ、勇？」


「あ、それは……」


　桜子が勇の言葉をさえぎった。


「あら、どうしたのですか、花凜？　そんなに不ふ機き嫌げんにおなりになって。一人だけカヤの外だからって、すねてるんですか？　普ふ段だんは私のことを駄だ々だっ子と言ってるのに、それでは人のことは言えないんじゃありません？」


「……別にすねてなんてないでしょ」


「あら、そうでしたか？　ですが、どうしました、いつもはよく回るお口も、今日は調子が悪いみたいですわね？　ふふふ、それで討論会は大だい丈じよう夫ぶなのですか？」


「……」


　花凜が黙りこむ。珍めずらしく、桜子の方が舌ぜつ戦せんで有利に立っていた。


　そこでエリーズが言う。


「あ、さっちゃん、そろそろ。菊きく乃のさんきた」


「あらそう。……それでは花凜。討論会では、正々堂々戦いましょうね」


　桜子はエリーズとともに、菊乃がいる控ひかえ席へと去っていった。


　そんな二人の後ろ姿を見ながら、花凜はキツネにつままれたような表情で言った。


「……何よ、桜子。今日はずいぶんと落ち着いてるじゃない？」


「ふふ、そうだね」


「……勇。あなた、桜子となんかあったの？」


「ん？　いや、別に何もないよ？」


「じゃあ、そのハンカチはなんなの？」


「ああ、これは昨日買い出しに行ったときに、偶ぐう然ぜん貸しただけだよ。そのとき、ちょっと桜子と話したんだ」


「ふーん……」


　そこで入り口から、胡桃が入ってくるのが見えた。


「あ、胡桃！　ようやくきた……」


　だが、こちらに向かって歩いてくる胡桃が、明らかに重い表情と足取りであったことを見て、勇は口をつぐんだ。


「兄さん……やられた……カバンが奪うばわれちゃった……」


　側そばにやってきた胡桃が、首の後ろを押さえて涙なみだをこらえながらそう言った。


　勇は胡桃の体を支えながら問う。


「！　え、奪われた？　どういうこと、胡桃？　何があったの？」


「部室棟とうから出た途と端たん、急に首の後ろに痛みが走ったと思ったら、目の前が真っ白になって。少し経って起きたら、パソコンとメモリー、書類の入った私のカバンが、どこかに消えて……」


「……！　誰だれかが胡桃を襲おそって、カバンを取っていったってこと？　でも、一体誰がそんなことを……」


　勇がそう言うと同時に、花凜のスマホが鳴る。


「もしもし。琥こ珀はくさん？……そう。……なるほど。わかったわ。じゃあ、お願い」


　花凜は電話を切り、


「琥珀さんからよ。彼女にはもうカバンを取られたこと伝えてたのね、胡桃」


「あ、うん。ここにくる途と中ちゆう、電話で」


「琥珀さん、すぐに調べてくれて、誰の仕し業わざか見当がついたみたい。犯人だと断定はできないけど、おそらく、来くる栖す先せん輩ぱいと思われるそうよ」


「！　来栖先輩が？」


「琥珀さんが聞き込みをしたら、来栖先輩らしき人が女性用のカバンを抱かかえているのを目もく撃げきした生徒がいたみたい。……胡桃のカバンに書類とパソコンがあるのを知ってて、取っていったようね」


「でも、どうして来栖先輩はそのことを知っていたのかな？」


「確かにそうね。胡桃が討論会直前まで部室で作業していて、それが私達の切り札なのかと気づいたとか、かしら？」


　いずれにせよ、何て汚きたない真似まねをするんだろうか。


　これは風祭の差し金だろうか？　勇は風祭が座る控え席を振り返る。風祭はこちらの異変を知ってか知らずか、目をつむって沈ちん黙もくしていた。


「まさかここまでやるとは。少し、私も甘く見てたようね」


「恋こいちゃん、兄さん……本当にごめんなさい。私がもっと気をつけてれば……」


　花凜は涙をぽろぽろこぼす胡桃の手を握にぎり、優やさしく微笑みかけた。
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「あなたのせいじゃない、胡桃。風祭先輩を見くびった、私の落ち度よ。大丈夫、書類がなくても討論会はできるから」


「……」


　勇は、花凜と胡桃を見た。


　花凜の討論会での作戦は知っている、確かに最悪、あの書類がなくてもできるかもしれないが、それではやはり、万ばん全ぜんの状態とは言えない。


　そして、何より胡桃が、大事な妹が危害を加えられた。


　ここで動くのは……自分しかいなかった。


「僕がやるよ」


　そうつぶやいた勇に、花凜が振り返った。


「書類が必要なんでしょ？　だったら、僕が見つけて持ってくる。花凜が百パーセントの力を出せるよう支えるのが、秘書としての僕の役目だ！」


「勇……」


　やがて、花凜はこくりとうなずく。


「……そう。わかったわ。じゃあ、勇、お願い」


「うん、任せておいて！」


　そう返事すると、勇は会場を駆かけ出した。





　時刻は三時五十分。勇は体育館と隣となり合う第一部室棟にやってきた。


　勇は階段を駆け上り、中国拳けん法ぽう部の部室の前にやってきた。ドアノブを握るとカギがかかっており、ドアに耳を当ててみると、物音は何もせず、無人のようだった。


　書類は部室の中に隠かくしてあるんだろうか？　それとも風祭が持っている、あるいは弁論部の部室の方だろうか？


　勇がどうするべきか少し迷っていると、そこでスマホが鳴った。相手は琥珀だった。


「もしもし、琥珀さん？」


『勇くん。胡桃ちゃんから話は聞きましたか？　すいません。情報収集係なのに、私はまったくこの動きがわかりませんでした』


「君のせいじゃないよ。僕だってわからなかったんだから。琥珀さんは今どこに？」


『私は俊しゆん介すけくんにも手伝ってもらって、第二部室棟で風祭先輩や来栖先輩の関係者にあたってます。ですが、今のところ何も……』


「そう……」


『ですが、来栖先輩が学園の外に出ている可能性は低いと思います。カバン、書類、パソコンなども処分されてないと思います。彼らのこれまでのやり方として、自分達の責任をなるべく回かい避ひしようとしています。つまり、この場合も、後でカバンを拾ったなどと理由をつけて、返してくるつもりなのではと』


　なるほど。おそらく来栖は討論会が終わった後に、胡桃に「お前のカバンが落ちていたぞ」とでも白々しく返してきて、言い訳を成り立たせるつもりなんだろう。だからこそ学園の外には持ち出さず、処分してない可能性は確かに高い。


『あと可能性があるとしたら、中国拳法部が使っている第二武道場でしょうか。今日は中国拳法部は活動をしてないので、まだ調べてないんですけど、もしかしたら……』


「第二武道場……剣けん道どう場の下の階だったね。わかったよ。僕が行く！」


　勇は電話を切ると、階段を駆け下り、第一部室棟を出た。


　勇は第一部室棟の隣となりにある体育館に入ると、ホールの階段を三階まで駆け上り、廊ろう下かを突つき進んで第二武道場の前に到とう着ちやくする。


　勇はためらうことなく、第二武道場の扉とびらを開け放った。


　来栖はそこにいた。


　木板が敷しき詰つめられた武道場の真ん中、手前に六尺くらいの棒──武道用の棍こんを置き、あぐらをかいていた。来栖以外に人ひと影かげはなく、しんと張り詰めたような静せい寂じやくが場内を支配していた。


「……」


　勇は来栖を見み据すえ、武道場へと足を踏ふみ入れる。


　来栖は真っ直すぐ近づいてくる勇をジロリとにらんだ。


「お前は、内ない藤とう勇だったな。何か用か？」


「来栖先輩。胡桃を襲ってカバンを取っていきましたよね？　僕に返してくれませんか」


「襲った？　カバン？　さぁ、なんの話だ？」


　予想通りの答え。勇は追つい及きゆうを続ける。


「あなたが女性用のカバンを持っていたと言っている生徒がいます。それが胡桃のではないんですか」


　来栖は少し間を開けてから、


「……ああ、あのカバンか。そういえば落ちていたカバンを、拾った覚えはある。だが、悪いな。今俺は持ってない。あのカバンは拾ったあと、知り合いに頼たのんで、落とし物として事務室に届けさせたはずなんだが、まだ届いてないか？　それはおかしいな。まぁ、焦あせるな、いずれちゃんと届くはずだ。……討論会の後くらいにな」


　くくくと、来栖は笑えみをもらした。


「……来栖先輩。これは選挙妨ぼう害がいになるんじゃないんですか」


「選挙妨害？　一体何の話をしているのかわからないな」


「どうしてここまでするんですか？　先輩達は、こんなことしなくても有利だったはずなのに？」


「念には念をという言葉がある。不安要素は一つでもないに越こしたことはない。相手を侮あなどりはしないということだ。これは有利であっても油断はしないと、一いつ般ぱん論ろんの話だが」


「こんな卑ひ怯きような真似までして、勝って意味なんてあるんですか？」


「何が卑怯な真似なのか心当たりはないが、勝つ意味はある。むしろ、勝負は勝たなければ意味がないだろう。風祭は負けを許されないからな」


「許されない？」


「あいつが大手ゼネコンの御おん曹ぞう司しなのは知ってるか？　だが、あいつには優ゆう秀しゆうな兄や弟がいて、少しでも失敗すれば将来はすぐにかっさらわれてしまう。こんなことで将来つまずくなんて、つまらないだろう？　俺は、あいつが将来を嘱しよく望ぼうされるエリートと言われている陰かげで、努力してるのを知ってる」


　……来栖は彼なりに、友人、仲間として、風祭を支えていく覚かく悟ごがあるということなんだろう。だけど、


「負けられない理由なら僕にもあります。僕も花凜に勝たせたい。だけど、僕はあなたとは違ちがいます。卑怯な真似なんてしなくても、花凜は必ず勝つと信じてます」


　来栖があざけるように笑う。


「それは立派なことだな。別にお前が何を信じようが、どうでもいいが」


　これ以上話してもムダみたいだ。初めからわかっていたが、来栖は大人しくカバンを渡わたす気はないようだ。


　来栖がここにいるということは、カバンはこの武道場のどこかにあるのかもしれない。自分の側そばに置いておくのが、隠しておくのにも一番安心だろう。


　勇は辺りを見回す。無機質な壁かべが四方を取り囲んでおり、右手側の壁には来栖の手前にある棍と同じものが何本か立てかけてある。それ以外は木板の床ゆかが広がるばかりで、何かを隠しておけるような場所があるようには見えなかった。


　そんな勇の様子を見て、来栖が言った。


「なんだ、ここにカバンがないか捜さがしてるのか？」


「別に構わないでしょう。ないんだったら、捜させてもらっても」


「いや、構うな。勝手なことはやめろ」


　勇は来栖を無視して、棍が立てかけてある壁に近づこうとした。


　その途と端たん、来栖は手前に置いてあった棍をつかみ、素す早ばやく接近してきて、勇に向かって棍を振ふり下ろしてきた。


　勇はとっさに後ろに下がり、棍をかわす。カツンと、棍が床を打つ乾かわいた音が響ひびいた。


「勝手な真似まねはやめろと言ってる。証しよう拠こもないのに、神聖な道場を家捜しするようなことを、許すわけにはいかない」


「しまいには暴力ですか。これは選挙どころか、校則違い反はんですよ」


「違うな。これはお前の中国拳法部の体験入部だ。お前は剣道を習ってるんだろう。武道経験者なら、実戦形式の体験入部も問題ないはずだ」


　そう言うと、来栖は壁に立てかけられていた棍を一本取ると、勇に向かって投げつけてきた。ゴロンと、勇の足元に棍が転がる。


「さて、じゃあ稽けい古こでもするか。……討論会が終わるまで」


　来栖が勇に向かって突とつ進しんしてきた。








　壁に設置された時計を見ると、時刻は四時十分を回っていた。


　討論会の開始時刻は着々と迫せまっており、花凜の前では、会場にやってきた文化部の生徒達が、次々と席に着いていた。


「兄さんからも琥珀さんからも、まだ連れん絡らくないね。大だい丈じよう夫ぶかな……」


　胡桃が珍めずらしく不安そうな顔をする。


　花凜は胡桃の手に自分の手を重ね、ニコリと笑いかけた。


「心配しないで。勇ならちゃんとやってくれるわよ」


　胡桃も微笑ほほえみを返した。


「本当、恋ちゃんって、兄さんのこと全面的に信しん頼らいしてるよね」


　もちろん、その通りだった。花凜は勇のことを信頼している。


　なぜならば、彼は内藤勇なのだから。


　──目を閉じれば、いつでも思い出すことができる。ある少年のことを。


　小さい頃ころ、花凜には思い通りにならないことばかりだった。自分で言うのも何だけど、わりと賢さかしい子供だった。やりたいこと、正しいと思うこと、そうしなければならないと思うことが、いっぱいあった。


　だけど、あの頃は、ほとんど自分の思う通りにはいかなかった。やりたいこと、やるべきことはあるのに、力が及およばずにできない。子供だったのだ。思いに対して、知識と経験がまったく足りなかった。悔くやしい思いもしたし、落ち込むこともしょっちゅうだった。


　そんなとき、いつも助けてくれたのがその少年だった。


　花凜が困っていると、彼はいつも、何も言わず、何も聞かず、何も疑わずに助けてくれた。もちろんお互たがいに子供だったから、それで何もかもうまく行ったわけじゃない。


　でも、それで十分だった。うれしかった。慰なぐさめられた。前に進もうと、勇気が持てた。今の私があるのは、彼がいつも助けてくれたからだ。


　そう、内藤勇という、幼おさななじみの彼が。


　彼が人助けをするのは、執しつ事じだから、ということではない。


　きっと彼は根っから、そういう人間なのだ。


　だから、花凜は自信を持って、勇を待つ。


　いつまでも、これからも変わらない、彼のことを。








「やるもんだ。伊達だてに剣道を習ってるわけじゃないようだ。すぐに眠ねむらせてやろうと思ったんだが」


　棍を構えた来栖は、感心したようにそう言った。対する勇は、来栖の前で膝ひざをつき、額や唇くちびるからは血を流し、胸、腹、脚あしは打ち身だらけだった。


　来栖は軽く棍をクルクルと回す。


「もう大人しく諦あきらめたらどうだ？　何も苦痛を感じる時間を引き伸のばすことはない。ここで俺にやられても、誰だれもお前を責めたりはしないと思うが」


　勇は来栖を見上げてつぶやく。


「だからって、褒ほめられることでもないでしょう」


「まぁ、それはそうだな」


　来栖は苦く笑しようする。


「しかし、わからないな。どうしてそこまでして恋こいヶが浜はまに尽つくす？　お前のことは少しだが風祭から聞いた。昔からずっと、そうやってこき使われてたそうだな？　執事だから、ってことか？」


「……」


「お前はその執事をやめたいと思ってるんだろう？　だったら、これはいい機会なんじゃないのか。ここで恋ヶ浜に泣きを見せたら、少しは大人しくなるかもしれない。そうなれば、もうお前をこき使うことはなくなるかもしれないぞ？」


　その言葉に、勇の頭でピクッと何かが反応した。


　──そのとき。


　格かく闘とうしているうちに立ち位置が変わり、来栖は武道場の入り口を背にしていた。勇はその来栖の後ろ、武道場のドアがそっと開くのを見た。中に音を立てずに入ってきたのは、壁と同じ柄がらの布だった。


　勇はそれを気取られないように来栖に視線を合わせたまま、立ち上がる。


　来栖が棍こんを構えた。


「続きをするか？」


「……あなたの言う通りです」


　そうポツリとつぶやく勇に、来栖は訝いぶかしげに眉まゆをひそめて問い返す。


「何？」


「今、聞いたでしょう。執事をやめたいんじゃないかって。その通りです。僕は執事じゃない自分を見つけたいと思ってます」


「そうか。だったら簡単だ。ここで俺に負けて、恋ヶ浜を失望させてやればいい」


「……でもね。僕は執事にならないとしても、一つだけ、執事の教えの中で、捨ててはいけないと思ってるものがあります」


「……なんだ？」


　勇は来栖を見み据すえる。


「お嬢じよう様さまを泣かすのは、執事としてでなく、男としてしちゃいけないってことです！」


　そう叫さけぶと同時に、勇は来栖に向かって走り出した。勇は棍を投げ捨て、来栖に素す手でで立ち向かう。そんな勇を見て、来栖はふんと鼻で笑う。


　その瞬しゆん間かん、部屋の側面の壁から、何かが投げられ、勇に向かって飛んでくる。


　木刀だった。


　勇は投げられた木刀をつかむ。来栖は一いつ瞬しゆん驚おどろいたが、すぐに余よ裕ゆうの表情に戻もどる。それでも勇に勝つ自信があるのだろう。


　来栖は棍を上段に構え、振り下ろそうとする。


「……！」


　そこで初めて、来栖の顔に意表を衝つかれた表情が現れた。


　勇が木刀を、腰こしに構えたのを見て。


　勇は来栖が振り下ろす棍のタイミングを見計らい、腰に構えた木刀を横に薙なぎ払はらう。いわゆる居合いの動作で振られた木刀が、振り下ろされる棍に衝しよう突とつする。


「！」


　来栖の手から棍が弾はじき飛ばされた。勇の剣けん撃げきの威い力りよくに、来栖の握あく力りよくが耐たえられなかったのだ。カランと、棍が床に落ちる。


　無防備になった来栖の頭に向かって、勇は木刀を振り下ろす。


「うわ！」


　が、木刀は命中しなかった。


　来栖に当たる直前で、勇は木刀を寸止めしていた。へなへなと、来栖の腰が砕くだけ、その場に尻しりもちをつく。勇は木刀の先を来栖に向けながら言う。


「一つ勘かん違ちがいしてるかもしれませんが、僕は剣けん道どう部にたまに参加してるけど、部員じゃありません。剣は町の道場で習ってるんです。ただし、剣道ではありませんがね」


「何……？」


「内藤家は恋ヶ浜家の剣けん術じゆつ指南役でした。僕が習ってるのは剣術、抜ばつ刀とう術です」


　壁からバサリと布が宙を舞まう。その中から出てきたのは、もちろん琥珀だ。


　琥珀は棍が立てかけてある壁に近づくと、その場にしゃがみ込み、床の木板に手をかけた。パカリと木板が外れ、琥珀はその空くう洞どうの中に手を入れた。


　琥珀が手を出すと、そこにはカバンがあった。胡桃のカバンだ。琥珀は武道場で何かを隠かくせる場所もすでに把は握あくしていたらしい。


「来栖先せん輩ぱい。これで言い訳できません。もう無む駄だな抵てい抗こうはやめてください」


「くっ……」
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　来栖が悔しそうにうめく。


「助かったよ、琥珀さん。よく木刀を持ってきてくれたね」


「必要かと思って、剣道部から借りてきました」


「やっぱりどうも棍じゃうまく扱あつかえなくて。ていうか、よく僕が剣術習ってること知ってたね？」


　そう聞く勇に、琥珀は微笑して答える。


「私はクノイチですから」


「そっか。って、そんな場合じゃなかったね。早くカバンを持ってかないと」


「行ってください、勇くん。まもなく俊介くんもくるので、私は彼とここの処理をします」


　勇は琥珀からカバンを受け取り、代わりに木刀を返した。


　勇は武道場を出る前に、無抵抗にその場にしゃがむ、来栖を一度振ふり返る。


「……来栖先輩。風祭先輩に負けてほしくない、あなたの気持だけはわかります。だけど、僕もそれに負けないくらい、花凜に勝ってほしいんです」








　勇は息を切らし、体育館から学生会館に戻ってきた。懐かい中ちゆう時計で時間を確かく認にんすると、四時二十八分。後二分のところで、勇は何とか間に合うことができた。


　同じくギリギリの時間に来場していた数人の生徒の間をかき分け、扉とびらを潜くぐり抜ぬける。会場に入ると、花凜も胡桃もずっと扉の方を見ていたらしく、勇をすぐに見つけた。


　勇は急いで駆かけ寄り、胡桃にカバンを渡わたした。


「カバン、なんとか見つけられたよ」


　胡桃は勇の額や頰ほおについた傷を見る。


「兄さん、どうしたの、その傷は？」


「ん、ちょっとね。なんでもないよ、これくらい」


「兄さん……」


　胡桃は湿しめっぽい表情になった。勇はすぐに思い至る。妹は書類を来栖に取られてしまったことに、相当な負い目を感じているのかもしれない。そのために勇に怪け我がを負わせたことにも責任を感じて……。


　勇は妹にニコリと微笑ほほえんでみせた。


「大だい丈じよう夫ぶだよ、胡桃。こんなの別にどうってことないよ」


「……ありがとう、兄さん」


　胡桃が優やさしく笑う。いつもの怪あやしいものとは違ちがい、素す直なおで柔やわらかいその笑え顔がおは、我が妹ながら可愛かわいかった。若じやつ干かん照れを感じた勇は、ポリポリと頰をかく。


「勇。ありがとう。まぁ、あなたならやってくれると思ってたけど」


　花凜も笑いかけてくる。花凜のその笑顔の中にも、いつもの冗じよう談だんめかしたものとはどこか違う、真しん摯しで真しん剣けんなものがあるように見えた。


「い、いや、僕が役に立てるのは、これくらいだから……」


　そのときステージの上から、司会進行を務める生徒会長、菊乃の声が響ひびいた。


「それでは定刻となりましたので討論会を始めますぅ。……えーと、あの、恋ヶ浜さんはまだですかぁ？」


「花凜……頑がん張ばってね。そして、必ず勝ってよ」


「恋ちゃん、これ」


「ええ、任せといて。最後は……私が決める番ね！」


　胡桃が差し出した書類をギュッと受け取ると、花凜は颯さつ爽そうとステージに上っていった。








　討論会は、初めは淡たん々たんと進んだ。


　ステージの中央には三つの机が用意され、左から風祭、花凜、桜子の順で立っている。ステージの左側の端はしの席には司会進行の鶴つる殿どの菊乃他、数名の生徒会役員も座っていた。


　集まった文化部の生徒達は会場の席を埋うめ尽つくし、静かに三者の議論に聞き入っていた。


　討論会は、生徒会が用意した議題で、三者が自由に議論を交かわすものだ。


　生徒会が用意した議題は三つ。それぞれのマニフェストに関するもので、「芸術の意義」「大会・コンクールの意義」「同好会の意義」。先に行われた二つは、公約を打ち出した桜子と風祭が、ほぼ金曜の発表会での主張と同じものを繰くり返すのみで、特に反対意見も出なかった。


「それではぁ、最後の議題、『同好会の意義』に入りますぅ。初めに恋ヶ浜花凜さんの主張から、その後は各自自由に討論を行ってください。では、どうぞぉ」


　菊乃の合図を受けて、さっそくヘッドセットマイクをつけた花凜が、口を開いた。


「では、私の主張から始めます。同好会の意義はその専門性、補助性にあります。それは発表会で示した通りです。私は同好会には引き続き予算を与あたえるべきだと考えます」


　続いて桜子が発言する。


「私も同好会には予算をつけるべきだと考えます。以前、私は同好会の予算をカットすることを公約に掲かかげましたが、もう一度総合的に検討して、同好会にも予算を与えようと改めました。私も、恋ヶ浜さんの主張に同意いたします」


　これを聞いても会場はさほど騒さわぐことはなかった。桜子がマニフェストを変へん更こうすることはすでに広まっていた。桜子も説得の結果、支持層からの理解を得られているようだった。


「僕は同好会に予算を与えることに反対する」


　と、風祭が声を発した。


「同好会の専門性に補助性、それについて認めないわけではない。しかしだ。それは予算をつけることとは別の話ではないだろうか？　なぜなら専門性や補助性は、同好会だけでなく、生徒個人にも該がい当とうするからだ。たとえば部に所属せず、趣しゆ味みで音楽をたしなんでいる生徒がたまに吹すい奏そう楽がく部に協力してる話を、僕は聞いた」


　風祭は花凜を見据える。


「これもやはり立派な専門性に補助性だろう。僕が何を言いたいかわかるはずだ。これを突き詰つめれば、しまいには生徒一人一人にまで予算が必要という話になる。それではいくら予算があっても足りない。予算の有う無むには基準やルールが必要だ。それも目に見える明確で公平な基準が。残念ながら、同好会の専門性や補助性はそれを示すことはできず、やはりムダな活動と言わざるを得ない。もちろん個人で続けるのは自由だが、予算を与える必要性はないだろう」


　……さすがは風祭だと言えた。


　風祭は花凜の主張の、弱点を突ついていた。


　だが、花凜は静かに風祭に聞き返した。


「そうですか。予算には明確な基準が必要だと。では、逆に聞きます、風祭先輩。あなたは同好会にも明確な基準があれば、予算を与えても構わない、というのですね？」


「まぁ、示せればな」


「それでは、もう一つ質問を。先輩にとっての、明確な基準とは？」


「それは先の議題、『大会・コンクールの意義』で語ったことと同じだ。大会やコンクールこそが、客観的に、はっきりと示すことのできる成果であり、基準だ。それを基もとにし、予算配分を決めることが、もっとも公平なルールなのだと僕は考えている」


「大会・コンクールでの成果が、もっとも公平な基準、というのですね？」


「ああ、その通りだ」


「なるほど。……しかし、どうでしょうか。大会・コンクールは、風祭先輩が考えるほど公平なものなのか、私はそれを疑問に思っているのです」


「……なんだと？」


　風祭が訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。


　傍ぼう聴ちようしている生徒達も、ガヤガヤと騒ぎ始めた。


　大会・コンクールの基準が、はたして公平なのか。その花凜の問いかけの意味が、わからない様子だった。


「まず確認から。今から私がする話は、本来なら先の『大会・コンクールの意義』の議題で、語るべきことだったかもしれません。しかし、『同好会の意義』にもかかわることなので、この機会にさせてもらいました。問題ありませんか、菊乃会長？」


　花凜に問われた菊乃は、少し考えた後、間延びした声で返事した。


「そうですねぇ。『同好会の意義』にかかわるのであれば、問題ないと思いますぅ。どうぞ、続けてくださいぃ」


「ありがとうございます。では、改めて説明を続けさせてもらいます。そう、大会・コンクールの基準には、ある種の不公平さをはらんでいると、私は考えます。なぜなら、大会の比べ方自体に、不公平があるからです」


「……どういう意味だ？」


「たとえば、風祭先輩は、地区予選を突とつ破ぱして全国大会に上った、ご自身が所属する弁論部は高く評価されて、予算配分も多くなるのですよね？」


「当然、そうなるだろうな」


「でも、あなたはご存じですか。この前、私は漫まん画が部に挨あい拶さつに行ったときに聞いたのですが、漫画部のある生徒が、漫画賞で三次選考を通過したそうなんです」


「……何？」


「ご存じではなかったようですね。確かにその漫画賞は、小さな雑誌で、学園でも話題になるほどのものではありませんでした。しかし、これも立派な大会・コンクールでの成果と言えませんか？」


「……」


「それだけではありません。たとえば、茶さ道どう部も、大会で比べられることに不満を感じていたはずです。そうなんですよね、鶴殿さん？」


「え？　あ、そうですわね。茶道部にも大会がありますが、規模が小さくて、回数もあまりないですから、大会・コンクールを基準にすると、必然的に評価を受けにくくなってしまうと言っていましたね」


「風祭先せん輩ぱい、私が何を言いたいか、これでわかりますよね。大会・コンクールの評価は、一見公平に思えます。しかし、その評価基準には、大会の規模や、メジャーかどうか、回数、認知度などがどうしても入ってきてしまうのです。ですが、それは本来、活動の意義とは別ではないでしょうか。どの大会が優すぐれていて、どのコンクールが劣おとっているか、そこには絶対的な基準はないはずです。漫画賞の三次選考を通ったことと、弁論部が地区予選を突破したこと、この二つを比べて、弁論部の方が評価される、優れているとする、その根こん拠きよはなんなのでしょうか。そこにはやはり、大会の規模などの先入観が入っているのだと、私は思います」


「……」


　これに対して、風祭はすぐには反論できなかった。


　文化部の生徒達も隣となり同どう士しで、花凜の言ったことについて、ひそひそと話し合っていた。花凜の指し摘てき通りなのだ。大会の基準は、ある種のあいまいさを抱かかえており、漫画部や茶道部だけではない、ほとんどの部活動がそれを感じていた様子だった。


　やがて風祭が口を開く。


「……だが、では、どうするというんだ？　君には、これ以上に何か明確な基準、ルールがあるというのか？」


　問われた花凜は、ニヤリと笑みを見せた。


「ええ、あります。より公平に、より平等になるために、私はポイント制を提唱します」


「ポイント制？」


「活動内容にポイントを設けるのです。たとえば、一年で稼かせげるポイント総数を百としましょう。その総数百ポイントを、各部の活動内容に割り振ふるのです。大会も規模や認にん知ち度どで決めるのではなく、弁論部なら全国優勝をしたならば二十ポイント、漫画部ならある漫画賞で受賞したならば二十ポイント、一回戦突破なら二ポイント、一次予選突破なら二ポイントなどとするのです。大会だけでなくて、文化祭などの発表会や普ふ段だんの活動もポイント対象にします。そうして各部が総数百ポイントを取れるようにし、それを予算の評価対象にすれば、大会の規模や認知度、回数などの不公平をはらむ評価基準よりも、公平なものになるはずです」


　まさに奇き策さくであった。


　生徒達がざわめき立つ。花凜の提案ならば、確かに大会基準のあいまいさを解消できる。


　だが、風祭は言った。


「それは面おも白しろい提案だとは思う。しかし……本当にそんなことができるのか？　所しよ詮せんは、机き上じようの空論ではないのか？」


「そうですね。そう考えるのは当然です。……なら、それはご自身で、確かめてもらいましょう」


「？　どういう意味だ？」


「そのポイント制のルールはすでに作成してあるということです」


　花凜は風祭に、書類を差し出した。


　書類を受け取り、それを読んだ風祭は、驚きよう愕がくに目を見開く。


「これは……！」


　そう、それこそ、活動内容のポイント評価制度の書類であり、花凜が胡桃に作らせたもの。生徒会が保管していた資料やホームページなどで、各部の活動内容を綿密に調べ、公平なポイント配分になるよう調整したものだ。


　花凜はわかっていたのだ。自分がポイント制を提案した場合、風祭がその実現性を問い質ただしてくることを。だからこそ、討論会にこの書類を持ち込む必要があったのだ。


　風祭に、あえてそれを指摘させ黙だまらせる、その演出のために。


「どうですか？　その書類を見れば、私の言ったルールが決して机上の空論ではないことがわかったはずです。そして、この書類は、後で各部と生徒会にも配ります。私の提唱するルールに実効性があることを、みなさんもその目で確かめてください」


　花凜の言葉通り、胡桃は書類を各部と生徒会分プリントアウトしており、討論会が終わりしだい配る予定だ。


「さらに、書類の中にも記入されていますが、ポイントを正当に評価するために、部活動評価機関の設立も考えています。評議員になった場合、その設立の議案も提出するつもりです。……反論はないようですね、風祭先輩」


「……」


　風祭は何も言うことができなかった。自身のマニフェストの強みを崩くずされ、それを超こえるものを花凜に示されてしまったのだから。


「では、改めて言います」


　花凜は風祭から視線をそらし、会場の生徒に向かって言う。


「このポイント制を導入すれば、どの部活動も平等に評価されます。それは同好会も含ふくめてです。風祭先輩が示した個人でも可能な補助性、専門性だけでなく、同好会の活動自体も、ポイント制を使えば、正当な評価が下せるはずです。どの部もどの同好会も、平等で公平な評価をする、それが私の方針です。そのためにこれからも努力をしていくつもりです」


　──会場は、今や一層の静けさを増していた。


　もう誰だれもが、この討論会の勝者が誰であるかをわかっていた。


　次の瞬しゆん間かん、会場は盛大な拍はく手しゆに包まれた。





　討論会は終しゆう了りようした。


　勇の前で、文化部の生徒達がぞろぞろと学生会館の出口へと向かっていた。通り過ぎていく生徒達が、部活動のポイント評価制度について口にしているのが聞こえた。花凜の案は、生徒達に強い印象を残すことに成功したようだ。そして、各部の部長らしき生徒が、さっそくポイント制の詳しよう細さいが書かれた書類を胡桃にもらいにやってきていた。


　ステージから降りてきた花凜が、勇の側そばへとくる。


「花凜、お疲つかれ様。……やったね。風祭先輩を、討論で打ち負かしたね」


　向かい側の控ひかえ席に目をやると、硬かたい表情をしている風祭が見えた。その周りにいる彼の仲間達も、風祭になんと声をかけていいのかわからない様子だ。花凜に敗れたことを一番よく理解しているのは、風祭陣じん営えいであった。


「作戦通り、風祭先輩を論破することには成功したわね。……だけど」


　だが、花凜も勝利したことに、浮うかれている様子はなかった。


「だけど？」


「選挙は開けてみなければわからないものよ。風祭先輩の票がどれだけこちらに回ってくれるのか、それが桜子を上回るくらいになるのか、勝敗はそれにかかってるわね」


「……そうだね」


　確かに風祭との論戦には勝った。しかし、各部がポイント制度が具体的にどんなものかを確認し、評価するのはこれからだ。そして、桜子のマニフェストはもともと大会・コンクールとは関係のないものであり、花凜の案では、桜子を支持する部活動を切り崩すことはできていないのだ。


　花凜の言う通り、これで選挙にも勝ったと結論付けることはまだできなかった。


「でも、とにかくやれるだけのことはやった、人事は尽つくしたわね。後は……天命を待つのみよ」








　火曜日、投票日当日の放課後。


　学生会館の中には大勢の人間が集まっていた。勇、花凜、胡桃、琥珀、俊介や他ほかの同好会のメンバー。桜子とエリーズとその支持者達。風祭とその仲間の生徒達。当選者を確認しにきた文化部の部員達。


　投票はすでに終わっていた。


　ステージの上には、選挙管理委員長の男子生徒がマイクを持って立っていた。


「それでは集計が終わりましたので、結果を発表します」


　ざわついていた会場が、瞬しゆん時じにして静まり返る。


　そして、男子生徒が言った。


「まず風祭浩こう司じさんの得票は……一二八」


　おおっと、生徒達が声を上げる。討論会前に勇達が予想した風祭の票は一九〇。そこからかなり減らしていた。


　いい結果に、勇はぐっと手を握にぎる。風祭が失った六二票が、そのまま花凜に回ってくれたら、


「続いて恋ヶ浜花凜さんの得票……一四二」


　再び生徒達から声が上がる。一四二。討論会前の九三から、大おお幅はばの増加だった。それだけ、花凜が打ち出したポイント制を多くの部員が支持してくれたということだった。


　悪くない、決して悪くない結果であった。


　──だが。


　勇が隣となりを見ると、花凜や胡桃達が、表情を硬くしていた。


　勇でも簡単に暗算できることだった。この選挙全体の票数は四一三。そこから一二八と一四二を引いたら……答えは、一四三。


　つまりこれは、わずか一票差で、桜子の……。


　そこで、男子生徒の声が響ひびき渡わたる。


「最後に、鶴殿桜子さんの得票は……一三九。


　有効票は四〇九。無効票は四。


　文化部代表生徒評議員、補欠選挙の当選者は、一年Ｄ組お笑い同好会会長、恋ヶ浜花凜さんです！」


　──一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。


　次の瞬間、おおっと、花凜の周りに集まっていた生徒達が一いつ斉せいに歓かん喜きの声を上げた。


　胡桃が花凜に抱だきつく。


「やった！　おめでとう、恋ちゃん！」


「……ありがとう、胡桃。これもみんなのおかげよ」


　花凜は抱きついてきた胡桃の頭をなでながらコクリとうなずいた。


　琥珀も続く。


「おめでとうございます、恋ヶ浜さん！」


「ありがとう、琥珀さん。あなたも本当によくやってくれたわね」


「お役に立ててよかったです」


　俊介も拍手をしながら言う。


「さすがだよ。おめでとう、花凜くん。……よし。ここはお祝いのために、僕の珠しゆ玉ぎよくのギャグを披ひ露ろうし……」


「ありがとう、姉あね崎さきくん。気持ちだけ受け取っておくから、ギャグは遠えん慮りよしておく。というか、絶対にしないで」


　周囲にいた生徒達も惜おしみない拍手を送った。


「……無効票、か」


　勇はほっと胸をなでおろし、そう口からもらした。


　記入ミスかあるいは白票だったのか。一時は負けたかと思ったものの、なんとか花凜は勝利することができた。


　票を見ると、やはり花凜に回ってきたのは、風祭の支持層からが多かったようだ。それは皮肉にも大会・コンクールでの評価に不公平があると一番感じていたのが、風祭の支持部活動だからなのだろう。


　確かに全国的に有名な大会のある弁論部や、言語学部に比べ、マイナーな生物部や科学部の大会は評価が下がってしまう。今まではそれも仕方ない、それでも風祭のマニフェストで恩おん恵けいがないわけではないので甘かん受じゆしようと考えていたようだが、それを覆くつがえすルールを花凜が提示したことで、支持に回ってくれたようだ。


　反対に、桜子支持の部活動はほとんど崩せていない。同好会の予算存続に切り替かえた効果なのだろう、むしろ予想よりも桜子は票を伸のばしていた。


「花凜」


　そこで横から声が聞こえ、勇は振ふり向く。


　後ろにエリーズを引き連れて、桜子がやってきた。


「……桜子」


　向かい合った花凜と桜子は、しばらく見つめ合った。


　勇は、桜子がまた花凜にかみつくのかと思っていたが、


「今回は、大人しく負けを認めてあげます。あなたの提案したポイント評価制度は、公平なものだと思いますわ。私には思いつけませんでした。評議員は、少なくとも今回は、あなたの方がふさわしいでしょうね。当選おめでとうございます、花凜」


　と、桜子は微笑ほほえんだ。


　それを見て、花凜も微び笑しようを返しながら言った。


「……そう。なら、私も素す直なおに礼を言う。ありがとう、桜子。ま、今回は風祭先輩よりも、あなたの方が手て強ごわかったかしらね」


「……え？」


「あなたの芸術を評価するマニフェストには、これといって穴がなかったのよ。だから、私は風祭先輩を突つき崩すしか、手段がなかったの。同好会にも、予算を与あたえるよう公約を変えたし、あなたにどれくらい票が回るのかが、一番読みづらかったのよ。票を見ればわかるけど、私が何か失敗すれば、勝ったのはあなたかもね」


「花凜……」


　だが、花凜はニヤリと笑った。


「でも、勝ちは勝ちよ。勇を奴ど隷れいにするって話は当然ナシだから。悪いけど、勇はこれからも私の秘書だから」


「え？　あ、く、むうう……。花凜、やっぱり、あなたは私の敵ですわね……！」


　続いて桜子はチラリと勇に視線を移す。


　桜子は勇のことを名残なごり惜しそうに見ていた。そんなに桜子は奴隷にしたかったのだろうか？　なんとなくもっと違ちがう意味のような気がしないでもないが……。


「ですが、花凜！　今回は負けを認めますが、絶対私はあきらめませんからね！　次こそは、必ず勝ってみせますから！」


　そう言い残すと、桜子は踵きびすを返し、出口へと向かう。ペコリと頭を下げ、エリーズも彼女の後に続いた。


　そんな桜子の後ろ姿を見ながら、勇は今回彼女には悪いことをしてしまったかなと思う。今度何か桜子に埋うめ合わせをしようと、勇は密ひそかに誓ちかった。


　そこで周囲がざわめいた。


　勇が顔を向けると、風祭が花凜に近づいてきて、花凜の前に立った。


　周囲の生徒達は、にわかに緊きん張ちようした空気を察してか、少し間を開けた。


　しばらく花凜と風祭は目を合わせていたが、やがて風祭が切り出した。


「……恋ヶ浜くん。いつから、このシナリオを描えがいてたんだ」


「初めからです」


「初めから、僕のマニフェストの弱点に気づいていたのか」


「大会やコンクールに絶対的な評価基準がないのは、私が塾じゆくで教わっていたことなんです。メジャーであったり、人気があったり、大会の規模が大きかったりで、すべて評価を決めていいのかと。マイナーで、不人気で、小規模であっても、やはり価値や意義のあるものはあるはず。そんなマイノリティー層も正当に評価しなければならない、それは実際の政治の世界でも大事なことです」


「……」


「だから、私が一番考えていたのが、これをいつ、どのタイミングで提示するのがもっとも有効なのかでした」


「……それがあの討論会だったというわけか。だから、君は討論会まであのポイント評価制度を提示するのを待っていたんだな。すべては僕を生徒達の揃う場で、論破するために。……君は僕を見事にはめたわけだ」


　風祭が目を鋭するどくさせる。


　だが、花凜は強気の姿勢を崩くずさず続ける。


「ええ、その通りです。支持を得るには多少の演出も必要ですからね。そして、いろいろと私にとって都合のいいこともありました。まず討論会が投票前の最後にあったこと。これであなたが私のポイント制を真似まねする時間もなくなりました。それからあなたが桜子の支持層である文芸部と写真部も崩してくれたこと。そうしてくれなければ、おそらく私は桜子の票に届きませんでした。あらゆる事態を見み極きわめながら、入念な準備と、さまざまな策を用意して、わずかな運を引き寄せる。フランシス・ベーコンの言葉にもこうあります。『賢けん者じやとは、機会を見つけるより、それ以上の機会を自ら作る』と。それこそが、私の考える政治家にとって必要な能力です」


　花凜は風祭を見み据すえ返した。


　二人はそのままにらみ合っていたが、次の瞬しゆん間かん、風祭がふっと笑った。


「……そうか。僕の完敗だな。討論会の直後は、確かに腹立たしくもあったけど、それが過ぎるとすがすがしくなった。僕は勝つためなら手段を選ばずに相手を出し抜ぬくこと、それが強さだと思っていたが、そんな小手先の所行をものともしない君の実力と度量を目まの当たりにして、気持ちのいいくらいだった。僕では君には遠く及およばない。負けを認めるよ……」


　風祭の表情は、むしろすっきりしているように見えた。


　嫌いやみでも負け惜しみでもない。風祭は花凜に粉々にプライドを打ち砕くだかれたが、だからこそ花凜を認めることができる。それが敗北のあとに残った風祭の新たなプライド。


　少なくとも風祭の言葉は、勇にはそう聞こえた。


「そうですか。でも、風祭先せん輩ぱい。私はあなた達のやり方を、看過できませんね。来栖先輩が胡桃を襲おそってカバンを奪うばったこと、勇に怪け我がをさせたことは、あなたの指示ではなかったようですけど、他ほかのいろいろなことも含ふくめ、責任はあるはずです」


　実は来栖が胡桃のカバンを強ごう奪だつしたのは、風祭の指示ではなかった。


　来栖は日曜、胡桃が生徒会室で資料を借りるのを見て、何かの策があるようだと感づいた。そして討論会のとき、部室から一人で出てきた胡桃から、独断でカバンを奪う行動に出たのだ。基本的には風祭の指示に従う来栖だが、一人で動くことはこれまでにもあったようだ。主に風祭の指示を確かく認にんする暇ひまがなかったり、自分の勘かんで風祭が危険だと判断したりしたとき、そうするようだったが、結果を見ればあの書類により風祭は負けたわけで、失敗はしたものの、彼の勘は確かに鋭かったようだ。


「ですから、この落とし前はつけてもらいます、風祭先輩」


　花凜が厳しい表情でそう言った、次の瞬間、


　パチンと、乾かわいた音が響く。


　花凜が、風祭の頰ほおを平手で打ったのだ。


　風祭は抵てい抗こうもしなければ、眉まゆ一つも動かさず、それを受け入れた。


「……勇、胡桃、あなた達はどうしたいの？」


　やがて花凜が振り向いて聞いてきた。


「……え、僕？」


「被ひ害がいを受けたのはあなた達でしょ」


　勇と胡桃は顔を見合わせる。まぁ、確かに怪我をさせられたのは自分と胡桃であった。……だけど。


　勇はポリポリと頭をかきながら答える。


「いや、いいよ。来栖先輩は胡桃のカバンを隠かくし持ったことで処分されるようだし。風祭先輩も、ご自身で何か責任を取る考えがあるんですよね？」


「ああ、もちろん。僕はこれまでの責任をすべて取るために、もう選挙には出ない。生徒会長選挙にも出馬しないつもりだ。来栖も、僕が選挙に負けた以上、カバンを奪ったことだけではなく、君達に危害を加えたことも正直に言うだろう」


「だったら、僕からはもうどうする気もないよ、花凜」


「うん、私もそれで」


　と、胡桃も続く。


　花凜はコクリとうなずいた。


「そう。勇がそう言うなら、それでいい」


　花凜はあっさりと認めた。この反応を見る限り、花凜も勇と胡桃がそう答えることはわかっていたのだろう。


　──そう、花凜はいつだって、なんでもお見通しだった。






[image: ]


　花か凜りんは見事に文化部代表評議員、補欠選挙に当選した。


　そして水すい仙せん学園で一いち躍やく有名人となった。政治家の娘むすめ、容姿端たん麗れいな才女であるという噂うわさは、みんな知っていた。それがあの討論会で、真実であることが証明されたのだ。





　──では、そんな才能の片へん鱗りんを見せた花凜が、今どうしているかと言えば、


「勇ゆう。今度の初めての生徒評議会で、議案を提出しようと思うんだけど。何か面おも白しろくてインパクトのあるやつを」


「面白くてインパクトのある？　ふーん、そう？　どんなのを？」


「そうね。たとえば……３Ｄメガネで立体的に見えるとか」


「内容のインパクトじゃないの!?」


「特典ＤＶＤつきとか」


「何の特典!?」


「コーヒーの染しみつきとか」


「こぼしちゃったの!?」


「内容を読んだあと、自動的に爆ばく発はつするとか」


「不可能な任務が書かれてたの!?」


　と、まぁ。注目を浴びたからと言っても、花凜は相変わらずのマイペースであった。


　すでに補欠選挙から三日が経たっていた。選挙後に正式に勇もお笑い同好会員となり、放課後にはこうして部室に集まるのが習慣になっていた。


「ま、冗じよう談だんよ。ていうか、初めから本気で考えてないし」


　そう言いながら、花凜がテーブルに頰ほお杖づえをつく。


　そんな花凜を見て、やっぱり彼女はすごいなと、勇は思った。簡単な勝利とはいかなかったが、あの劣れつ勢せいから評議員に当選してしまった。花凜の父親が、彼女に期待をかけるのもよくわかった。


　まぁ、何はともあれ、これで一件落着だった。花凜は評議員になり、父親から出された条件をクリアしたので、水仙学園に在ざい籍せきすることが決まった。


　つまり、これで勇の秘書の務めも終わりというわけだ。


「ねぇ、花凜」


「ん、何？」


「確認しておくけどさ。僕はもう君の秘書じゃないんだよね？　評議員に当選したんだからさ？」


　花凜がむくれる。


「……ちょっと、何よ突とつ然ぜん？」


「あ、いや、だって、思えば、花凜が頼たのんできたのって評議員の当選だったから……」


「何言ってるの、むしろ、評議員になったからこそ、秘書が必要なんでしょ？　あなたが秘書やめたら、誰だれが私の雑用してくれるわけ？」


「……いや、それはわからないでもないんだけど、でも、やっぱり僕はその、秘書とか、執しつ事じとか、それ以外の自分を探したい気持ちもあってさ……」


　花凜は納なつ得とくいかない様子でしばらく勇を見ていたが、


「……まぁ、でも、どうせって感じかしらね」


　と、ボソリとつぶやいた。


「え？」


「いえ、別に」


　花凜ははぁとため息をつき、


「ま、仕方ないわね。どうしてもっていうなら、秘書しなくてもいいけど」


「え、本当に？」


　勇が思わずそう叫さけんでしまうと、花凜は半眼でにらんできた。


「なんでそんなに喜ぶわけ？」


「あ、ご、ごめん。い、いや、その別に君の秘書がいやとかじゃなくてさ……」


「ええ、わかってるわよ。ま、勇の好きにすればいいでしょ」


「……本当にごめんね、花凜」


　でも、やっぱり勇は、違ちがう自分を探したかったのだ。執事ではない、秘書でもない自分を。勇は空になった花凜のティーカップにポットで紅茶を注ぎながら、そう思った。


　すると、勇の携けい帯たい電でん話わが鳴った。


「はい、もしもし？　ん？　そうですか。花凜に陳ちん情じようですね。わかりました。じゃあ予定は……」


　勇は手帳を取り出し確かく認にんする。


「今日の四時半でしたら。はい、わかりました。じゃあよろしくお願いします」


　勇は電話を切った。


「何、また陳情？」


「あ、うん。茶さ道どう部が花凜に話したいことがあるって。四時半でよかった？」


「ええ、大だい丈じよう夫ぶよ」


　花凜が文化部代表評議員になってから、何度かこうして部が要望を訴うつたえる、いわゆる陳情をしてくるようになり、スケジュール管理が苦手な花凜の代わりに、勇がそれを行っているのだ。


　勇はスケジュール帳に予定を書き加えながら再び考える。さて、自分にはどんな可能性があるのだろう。クリエイティブなのがいいかな。作家、ミュージシャン、画家なんてどうか。才能あればいいなと、手が空いたので部室の清せい掃そうをしながら、勇はなおも考えた。


　そこでふと勇は気づく。この部屋にはテーブルが一台しかなかった。これからたびたび、ここで陳情が行われるのなら、もう一台テーブルは欲しいし、客人をもてなすソファもあった方が便利だ。評議員になっても、特に専用の個室が与あたえられるということはないので、基本的には所属部の部室でいろいろ活動をしなくてはならない。


「ねぇ、花凜。この部室、テーブルとソファがあった方がいいんじゃないかな？」


「ん？　そうね。じゃあ、手配してくれる？」


「うん、わかったよ」


　学園の備品にあるだろうか。なかったら中古でもいいので買おう。これは部費か評議員用の予算で落ちるだろうか？　後で確認しよう。勇はスケジュール帳に記入する。


　そして掃そう除じに戻もどる。おっと何を考えていたっけ。そうだ、自分の可能性だ。警察官や自衛官なんていうのもいいかな。剣けんがいかせそうだし。


「あ、そうだ、勇。今度の評議会の資料ってどこ？　確認したいことがあるんだけど」


「待って。今持ってくるよ」


　勇は棚たなから資料を取り出し、花凜に渡わたした。


「はい」


「ありがと」


　花凜は資料に目を通す。……って。


「……ねぇ、花凜」


「うん？」


「僕ってさ、君の秘書じゃないんだよね……？」


　花凜はしばし考えてから、


「まぁ、違うんじゃないの？」


「なんで半疑問形なの！　もう僕、完全に秘書やってるよ！　自然に秘書やっちゃってるよ！　どうしようもないくらい君の秘書になってるよ！　体が勝手に秘書だよ！」


「結局、勇はそれが一番好きなんじゃないの？　いくら頭で否定しても、体が好きだって言ってるのよ。ま、いいじゃないの。自分の違う可能性探しながら、私の秘書やってれば」


　花凜はなんだかうれしそうに笑っていた。


　……まぁ結局そういうことなのだろうかと、勇も思う。やはりこの執事グセ、というより、花凜の手伝いをすることは、すっかり勇の体に染みついたものであり、無意識のうちに勝手にやってしまうのだ。……当面は彼女の言うとおり、手伝いをしながら、自分の違う可能性を模も索さくしていくしかなさそうだった。


　そこでガチャリとドアが開き、胡桃くるみと俊しゆん介すけが中に入ってきた。


「恋こいちゃん、遅おくれてごめん。ちょっと問題が……って、あれ？　どうしたの、恋ちゃん？　なんだかうれしそうだね？」


「ん？　ああ、ちょっとね。で、どうしたの、問題がって言いかけたけど」


「あ、うん。ラノベ部と文芸部の間で、問題が起きたんだよ」


「ラノベ部と文芸部？」


「ああ。さっき僕が図書室の前を通ったときなんだけど、図書委員の人があわてて出てきてね。なんでも、図書室の中でラノベ部と文芸部の生徒が、部活動中の図書室利用時間のスケジュールのことで、もめているそうなんだ」


「これから暑くなってくるし、冷れい房ぼうがきいた図書室でミーティングする方が快適だからね。どっちも多く利用したいから、その予約のことで、言い争いになってるんだよ。図書委員の人が仲ちゆう裁さいに入ろうとしてるんだけど、収しゆう拾しゆうがつかないみたいで、それで文化部代表評議員の恋ちゃんにも、きてほしいって」


「……またあの二つなの。本当に仲が悪いのね。まぁでも、こういう仲裁も評議員の仕事のうちか。……じゃあ、琥こ珀はくさん。二つの部がどういう主張をしているか、情報はある？」


　花凜が呼びかけると、バサリと壁かべから布が舞まい上がり、琥珀が現れた。


「はい。二つの部が、どのような予約のスケジュールを組もうとしているのか、その資料はすでに手に入っています」


「オッケー。じゃあ、みんなで図書室に向かいましょう。ま、全部、私に任せておきなさい」


　と、花凜は髪かみをサッと手で払はらい、いつものように自信たっぷりに言った。








　シックな調度品が並ぶリビングで、恋こいヶが浜はま香か織おりが一人、ソファに腰こしかけていた。


　すると、テーブルに置いてあったスマートフォンが鳴る。


　画面を見ると、相手は『父』。


　香織と花凜の実の父親、恋ヶ浜敏とし臣おみだ。


「はい、もしもし？」


『やぁ、香織』


「どうしたんだ、父さん？」


『何、さっき香織から送られたメールを読んだんだ。花凜が見事に評議員に当選したそうだね』


「ああ。……これで、約束通り、日本にとどまることを認めてあげるんだな？」


『もちろん、約束は守ろうじゃないか、日本にとどまることを許そう。しかし、一週間というわずかな準備の時間しかなかったのに当選とは、さすがは私の娘むすめだな。ははは、誇ほこらしいよ』


　電話の向こうで、敏臣が上じよう機き嫌げんに笑う。仕事では厳いかめしい口調の父だが、家族に対してはフランクだった。


『しかしまぁ、課題を与えれば与えるほど、花凜は驚おどろくような結果を出して、クリアしてしまう。できた娘だよ。花凜はいずれ恋ヶ浜家をしょって立つ人間だ。もっともっと、成長してもらいたいね』


　そんな父の言葉を聞いた香織は、また白々しいことをと思った。


　香織はわかっていた。花凜のアメリカ脱だつ出しゆつ騒さわぎと、水すい仙せん学園の評議員当選。それがすべて敏臣の計算通り、そうでなくても、少なくとも想定していたであろうことを。


　花凜がいずれは勇を追って水仙学園に行くことを、父はわかっていたのだ。そのために花凜はアメリカの塾じゆくを半年で卒業してしまうということまでやってのけた。逆に言えば、それをさせるために、父は花凜をあえて勇から離はなしたとも取れる。


　父はあらゆる事態、あらゆる可能性を考こう慮りよした上で花凜の教育を行っていた。その先を見通す力こそ、常に有事に備えて事を運ぶ政治家の能力であり、その意味で父は最高の実力を持っていた。


　花凜も優ゆう秀しゆうな妹だ。だが、やはり敏臣は、そんな娘の父親だ。


　あの娘にして、この父あり。まさにそんな言葉がぴったりだった。


『それはそうと』


　と、父が続ける。


『水仙学園はもうすぐ学園祭だったね。きっと、花凜もかかわるんだろう。今度は選挙に勝つのとはまた一味違うものになるだろうね。そしてそのときは……勇くんに実力を見せてもらおうかな。はははは』


　父の軽かろやかな笑い声。


　香織は呆あきれ気味に、はぁとため息をつく。父はすでに次を用意しているようだ。


　しかも試ためされるのは……勇のようだった。




　あとがき







　どうもみなさん、はじめまして。秋あき山やま大だい事じです。


　このたび、第16回スニーカー大賞で、優ゆう秀しゆう賞という身に余るものをいただき、デビューとあいなりました。若干、運を消費しすぎた気がしています。ロトシックスを買うのはもうやめた方がいいでしょうか。





　突とつ然ぜんですが、「政治とは自主的に行われるあらゆる指導行こう為いである」と、マックス・ウェーバー氏は言いました（『職業としての政治』《岩波文庫》参照）。ウェーバーによれば、「銀行の為替かわせ政策」から、「妻による亭てい主しゆ操縦政策」まで、すべて政治的な行為になるようです。


　つまり、世界には優しさとともに、政治があふれているわけですね。


「宿題を写し合う政策」「勉強をサボってゲームに興じる政策」「仮病を使ってきれいな保健の先生に会いにいく政策」「四時限目の終わりのチャイムと同時にパンを買うため購こう買ばい部へ向かって走り出す政策」「保健体育の勉強のために週刊誌の袋ふくろとじを破って赤せき裸ら々らな女体を観察する政策」など、政策をつければ世界はすべて政治に染まります。


　だから、勉強嫌ぎらいなそこのあなた。


　自室でごろごろお菓か子しを食べながらゲームをしていたとき、突然入ってきたお母さんから「ゲームばっかりしていないで、ちゃんと勉強しなさい！」と言われたら、自信を持って「いや、僕は今政治をしているんだよ。これは勉強をせずにゲームに興じる政策なんだ！」と答えましょう。


　するとお母さんは少し考えた後、「意味わかんないこと言ってないで早く勉強しなさい！」と答えてくれるはずですよ。


　などとどうでもいいことを書いていたら紙し幅ふくが迫せまってきましたので、このあたりで本作の内容の説明を一言で。かわいい女の子が、学園の選挙で活かつ躍やくするお話です。


　毎回なにかの形で選挙したり覇は権けんを争ったりしたいですね。二巻では今巻よりスケール三倍増（筆者比）となっていますので、どうぞご期待ください。





　最後に謝辞を。選考委員の先生方。拙せつ作さくに多大な評価をいただきまして、誠にありがとうございます。この場を借りて御お礼れいを。スニーカー編集部の皆みな様さま。貴重なアイデアの数々を賜たまわりまして、感謝しております。私の本が世に出るのは皆様のお力ちから添ぞえあってのものです。


　とても素敵なキャラクター達を描えがいていただいた双龍ダブルドラゴン様。ボブカットの片言ハーフ少女は、双龍様のラフ画を拝見したとき固まりました。イラストの力は本当に偉い大だいですね。無限の感謝の気持ちを送らせてください。


　そして、この本を読んでいただいたすべての読者様に、心の底から御礼を申し上げます。ありがとうございました。願いましては、またお会いできることを。







二〇一二年　夏　秋山大事　





※本作は第16回スニーカー大賞優秀賞受賞作「ポリティカル・スクール」を改題・改かい稿こうしたものです。




恋こいは選せん挙きよと学がく園えん覇は権けん！





秋あき山やま大だい事じ
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